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        　プロローグ

        　

        　

        　声援が乱れ飛ぶ二百メートルトラックの上で、私――紅羽くれは彩良さらは大きく深呼吸する。

        『がんばってくださいー！　紅組ー！』

        『紅羽さまー！』

        　吹き抜ける秋風が、火照った肌に心地いい。

        　隣のレーンに立つ美少女、稀篠まれしの瑠衣るいが微笑みかけてきた。

        「紅羽さんは運動ならなんでもできると聞いておりますけれど、しかし今回は個人戦ではなくチーム戦。青組の結束を見せてあげます」

        　言葉遣いが丁寧なので、一見、堂々としている挑戦状みたいに聞こえるけど、そうでじゃない。実は裏の意味がある。私相手にだけはね。

        　いくらあなたの運動神経いいからって、ここからの逆転は無理ですよ、と上から目線の挑発かな。

        「私を信頼して託してくれた紅組のためにも、全力を尽くすわ。アンカーの大役だもの。稀篠さんもそのつもりでしょう？　一緒にがんばりましょうね」

        　貴女こそ足速くないくせにどうしてアンカーやっているの？　と言ったつもり。

        　十分に伝わったようだ。彼女は頬を染めながらも、リレーに集中するようなフリをしてプイと横を向いた。そのあとに、ぼそりと。

        「……無理に張り切りすぎて、お体を傷めないよう気をつけてくださいね。皆様に愛されている『ベル・フルール』さま候補のあなたの体は、学園の宝なのですから」

        　つまり、これだけの差がついてるんだから諦めたらいかが？　ということね。

        　普段の赤みがかった髪をポニーテールにまとめた私は、なるほど、と思う。振り返れば、本来は稀篠瑠衣の代わりにアンカーだったであろう走者は割とぶっちぎりで、青組の勝利を牽引していた。

        　体育祭、最終戦のリレー。トラックの回りは生徒で大混雑だ。全校生徒がこのプログラムを見るために、集まってきている。

        　否が応でも盛り上がるここ一番の舞台。紅組は苦戦どころか、最下位なのよねえ。

        　ま、そのほうが燃えるっちゃ燃えるわ。

        　それではお先に、とばかりにバトンを受け取った瑠衣が走り出す。彼女が俊足ではないと言っても、陸上部などから見たらの話であって、高校二年生の平均は余裕で上回る。フォームだけなら、学園一かもしれない綺麗な走り姿だった。

        　瑠衣がトラックに飛び出た直後だ。割れんばかりの歓声が運動場を包み込んだ。

        『稀篠さまー！　ファイトですー！』

        『フレフレ青組！　フレフレ青組！』

        　わかっていたことだけど、走るだけでこの声援。すごい人気だ。芸能人じゃないんだから、と思ったけど、下手したら彼女はこの学園において、芸能人よりよほど人気がある。本当に、愛されてるわね。

        　いいよいいよ、これぐらいは先に譲ってあげよう。

        　私の横を黄組と白組が駆け抜けてゆく。紅組の出番は少し遅れてやってきた。息も絶え絶えに苦しそうなごめんなさいの表情で駆けてくる一年生の子。バトンを受け取った私は柔らかく微笑んだ。

        「大丈夫、後は任せて」

        　力強く地面を蹴って、駆け出す。

        　まるで私の背中を押す『きゃー！』という黄色い叫び声。私は風すらも追い抜くように、グングンと加速してゆく。あっという間に白組の子を抜き去った。

        　会場内の子たちは熱狂的な歓声をあげる。まるでライブに集まってくれたファンのようだ。カーブを回りながらさらに前へ。

        　黄組の子を三位に落とした時点で、盛り上がりは最高潮に達した。なんせ、この学園で最も愛されているふたりが、雌雄を決する瞬間がやってきたのだから。

        　紅羽彩良わたしへの大きなエールは、前を走る瑠衣にも届いているだろう。私にも瑠衣の背が見えてきた。こういう場合、追うほうが精神的にはすごく有利だ。けど、その程度の揺さぶりが彼女に通用しないのは、私が一番よく知っている。

        　猛追する。一歩ごとに彼女との差は縮まる。

        　なのに、距離が足りない。最後の直線に入ってしまった。瑠衣の揺れる青いリボンは、すぐそこにあるのに。

        　私は負けられないのだ。応援してくれる女の子たちのために。

        　なによりも、自分自身のプライドのために。

        　迫るゴールテープ。もはや悲鳴のような歓声。駆動する手足。なにもかもがスローモーションで映る中、見えていた瑠衣の背中は、いつの間にかそこにはなく。

        　一歩で並ぶ。

        　二歩目で抜く。

        　三歩でゴールテープを切った。

        『きゃあああああああああああああ！』

        　という大歓声に包まれて、私は気づけばその場に膝をついていた。

        　勝った。勝ったぞ、ふふふ……。稀篠瑠衣を下してやったわ……。高笑いしたい気分だ。達成感で胸が満ち足りる。

        　って……ダメダメ、今は人前だもの。もっと毅然としてなきゃ。

        　よろめきながら立ちあがる。さすがにエネルギーを使い果たしちゃった。肩を誰かが支えてくれた。

        「まさか四位からの大逆転を果たすなんて。参りましたよ、紅羽さん。さすがあなたは瑞ヶ原みずがはら学園の誇りですね」

        「……稀篠さん」

        　息を切らせた瑠衣が肩を貸してくれる。すると、私がゴールしたのと同じぐらいの歓声があがった。

        　万雷の拍手はいつまでも鳴り止まない。

        　腹の中はともかくとして、私は彼女に屈託なく微笑む。

        「ふふ、ありがと。貴女がいてくれたから、とても楽しかったわ」

        「それは……こちらこそです」

        　瑠衣も清らかな笑顔でそれに応えてくれた。

        　紅羽彩良と稀篠瑠衣が肩を寄せ合う姿は後に写真部によって配られ、その配信データは歴代部史上一位を記録したとか、しなかったとか。

        　

        　で、だ。

        「……ちょっと、なに私の手柄に横入りしようとしているの」

        「あら。わたしは倒れ込んだ彩良さんに手を差し伸べてあげただけです。感謝されることはあっても、批判されるいわれはありません」

        　私たちはこうして、薄暗い体育館倉庫の中で顔を突き合わせている。

        　体育祭の片付けもあらかた終わり、夕暮れ時。外からは帰宅する生徒の声がする。私たちは体操服のまま、居残っていた。

        「彩良さんこそ、わたしがいたから楽しかった、なんていじらしいことを言っていたじゃないですか」

        「楽しかったわよ。ラストに貴女を抜き去ることができたんだから、最高の気分だったわ。いい？　勝ったのは私。なのにどうして声援は二分割なの？　おかしいでしょ？」

        「みなさんが喜ぶのは、ただ勝つだけのことではなく、結局のところドラマ性ですからね。あるいは、本当はわたしが勝つところが見たかったら、かもしれませんね？」

        　にんまりという笑み。挑発するようなその瞳に、私の頭の中でカチンという音がした。言ってくれるじゃないの。

        　ドンと壁に手をつく。間に挟まれた瑠衣が、うっ、と尻込みするような目で私を見上げた。

        「ふぅん……。瑠衣ってばまだ生意気に、そんなこと言えるのね……。さんざん私にしつけられておいて。それとも、されたいからわざと反抗的な態度を取っているの？」

        「は？　そ、そんなわけないじゃないですか――」

        　顎をクイと持ち上げる。柔らかそうな彼女の頬には赤みが差していた。

        　薄暗い倉庫の中で、瑠衣の美貌だけがキラキラと輝いているようだった。

        　本当にこの子は、顔がいい。こちらをキッと睨みつけるような眼差しも、不機嫌そうに釣り上げた眉も、スッと通った鼻筋も、なにもかもが唯一というバランスで配置されている。お澄まし顔の瑠衣も魅力的だけど、私は素の瑠衣のほうが好きだ。

        　誰も知らない瑠衣を好きにしているというのが、ゾクゾクするから。

        「んっ、んんっ！」

        　口づけする。最初は驚いたように目を開いた瑠衣だったけど、すぐに私を受け入れる。なんといっても、キスぐらいなら慣れたものだ。

        　膝を瑠衣の足の間に割り入れる。体操着の彼女の生足に、私の足が絡みつく。唇だけじゃなくて、全身で瑠衣の体温を感じる。

        「ん……ふぁ、あふ……さら、さん……」

        　とろんとした潤んだ瞳が、私を映し出す。

        　私たちの間に流れていた険悪な雰囲気も、どこかに吹き飛んでいた。そういう特別な『契約』なのだ、私たちの関係は。

        　髪を撫でてあげる。甘えるように頭を差し出す瑠衣は、かわいらしかった。

        　まだ生徒がたくさん残っている学校で、学園で最も愛されている人気者のふたりがみだらなことをしているなんて、世界中の誰も知らないだろう。

        　胸の奥が熱くなる。高ぶりが押さえきれなくなってくる。

        　瑠衣の胸元に顔を埋める。

        「やっ、ちょ……汗かいたばっかり、なのに……」

        「甘いよ」

        「だめ、です……っ、彩良、さん……」

        「嫌がっているのは、言葉だけね」

        「……それは、どうでしょうね？」

        「え？」

        　突き飛ばされた。押し倒される。後ろにはマットが敷かれていたから、怪我とかはしなかったけど、いきなりだったから驚いた。

        「まったく……もう学校ではしないって言っていたじゃないですか。本当に、はしたないお姫様ですね」

        　手の甲で口を拭う瑠衣。腰の上にまたがられて、私は身動きが取れなくなる。

        　見下ろす瑠衣の目は、妖しく輝いていた。

        　こ、こいつ……。

        　体を倒してきた瑠衣は、そのまま私にキスを浴びせてきた。

        　それだけじゃない。彼女の白い指は私の首筋から胸元。お腹をつつつ……と撫でて、その下へと。って、ちょっと。

        「ば、ばか……こんな、ところで！」

        　声を荒げて止めようとしたんだけど、すぐ窓の外から話し声が聞こえてきた。

        「きょうの紅羽さま、本当に麗しかったですね……」

        「ええ、最後のリレー、とても胸が弾みましたわ」

        　慌てて自分の口をふさぐ。換気のために、倉庫の窓は開かれているから、少しでも物音を立てれば聞こえてしまう。もし覗き込まれたら、おしまいだ。

        　なのに、この女は止めようとしなかった。体にわだかまった熱をかき回すように、体操服の中に手を入れてくる。

        「っ！　ちょっと、瑠衣……さすがに、怒るわよ……っ！」

        　小声で怒鳴ったのに、平然としてやがる。

        「だめですよ……ほら、大人しくしててください、みんなにバレちゃいますよ……？」

        「だったら……貴女がやめれば……ちょっ……んっ」

        　しなやかな指が、私の柔らかい部分を弄る。

        「ああもう……貴女は、される側でしょ……！　大人しく、私の思い通りに！」

        「あなたこそ、さっさとわたしに服従してください。往生際が悪いですよ、彩良さん。諦めたら幸せになれるんですから。ほら、なにも考えず、わたしになにもかも委ねてください。ねえ？」

        「……瑠衣こそ、こないだのこと、もう忘れたの？　泣きながら私に、もうやめて、許して、これ以上されたらおかしくなっちゃう、って抱きついてきたじゃない。しつけのなっていないワンちゃんでも、もう少しお利口さんにするわよ」

        　わたしと瑠衣は、うふふ、ふふふふ、とくぐもった笑みを浮かべて笑い合う。

        　その後ろを学園の女学生たちは、おしゃべりしながら通り過ぎていった。

        「紅羽さまと稀篠さま、いったいどちらがベル・フルールさまになるのかしら……」

        「そうね、どちらが選ばれても、祝福しましょう」

        「ええ、もちろん！」

        　夕焼け空の下。外から聞こえてくる純粋な子たちの夢を砕くような笑顔で、私たちは笑い合っていた。

        　――そう、すべてはこの学園で最も愛されている称号『ベル・フルール』を手にするために。


        　

    

    
        　第一章　紅羽彩良と稀篠瑠衣

        　

        　

        　窓辺に立つ私のもとに、例えばこんなささやき声が聞こえてくる。

        「この学園でもっとも愛されているのは、どちら様だと思います？」

        「そんなの、紅羽彩良さんに決まっているじゃありませんか」

        　きょうは週に一度の委員会の日。愛誕祭の副実行委員長である私はこの時期だけ開かれている文化部棟の第二会議室にやってきて、手持ち無沙汰に外を眺めていた。

        　季節は十月に入ったけれど、秋と呼ぶにはまだ残暑がしつこく残っている。衣替えしたばかりの制服は上に着たボレロが少し重たくて、早く涼しくなってほしいな。

        　冬の訪れとともに、二年生は忙しくなる。十一月の体育祭も、十二月の愛誕祭も、どちらも受験を控えた三年生はほとんど引退状態で、私たち二年生がメインで活動することになるからだ。だったらせめて体育祭ぐらいはもっと早くやればいいのに、と思うんだけどね。

        　ふと、窓に映る自分の姿を眺める。身だしなみをセルフチェックするのは、もう癖のようなものだった。

        　少し赤みがかった長いツヤ髪は腰まで伸びている。それはさらりと風に揺れ、上質なレースのように毛先まで整っていた。枝毛の一本もない。合格。

        　薄く整えられた化粧は、シャドウもビューラーもナチュラルに馴染ませていて、目元はパーフェクトな扇形。もともと長いまつげはピンと立って、その存在感を飾り立ててくれている。合格。

        　姿勢を確認する。同年代の少女に比べて少しだけ高い背は、気を抜くとすぐ猫背になっちゃうから、いつも背筋を伸ばして、と。毎晩測ってるスタイルも、もちろん制服の着こなしにも乱れはない。合格。

        　よし、紅羽彩良わたしは、きょうも美しい。

        　教室には徐々に下級生が集まってきた。彼女たちは純真な信徒のように私の前に立ち止まり、小さく頭を下げて通り過ぎてゆく。

        　どの子もかわいらしい。私を慕ってくれているのだから、なおさら。ふふふ……。

        「……ではやはり、次のベル・フルールさまは……」

        「……ええ、もちろん私は紅羽さんに投票いたしますわ……」

        　私ははしたない笑みをこぼさないように、窓に向かって微笑む。

        　生徒に褒めそやされているこの瞬間が、私にとっては一番気持ちいい時間だ。

        　私が通うここ、中高一貫の『瑞ヶ原学園』は古式ゆかしいお嬢様学校だ。ここで上に立つというのは、世間一般の流行だとか、大学生の彼氏がいるだとか、そういうイマドキの価値観じゃなくて、もっともっとガラパゴス的で誠実な実力が必要になる。

        　例えば教養だったり、品のある立ち振舞いだったり。容姿はもちろん重要だ。なんといっても、『憧れ』がなによりも価値をもつのだから。

        　女の子から好感度を稼ぐことは大切。イメージの保持はもっと大切。そう、私は努力をしてきた。ずっと、ずっとだ。この地位にたどり着くまで、ひたすらトップを目指して走り続けていたのだ。

        　一歩学園の外に出れば、私はただのどこにでもいる美人かもしれない。でも、瑞ヶ原学園において私の存在は、ある種のカリスマ性を帯びていた。

        　そして今、私はこの学園でもっとも目立つ生徒ひとりとなっている。

        　類まれなる才能と情熱をもって創りあげられた瑞ヶ原学園のハイパーお姉様。それがこの私、紅羽彩良である。

        　例えば、そう。

        「新山さん」

        「えっ？　はっ、はい」

        　振り返った私が声をかけると、話していた少女が飛びあがる子犬のように驚いた。大きな瞳でパチパチとまばたきを繰り返している。

        「ダメよ。選挙式は、投票先を友達にでも言いふらしては。特に貴女は、実行委員のひとりなんだから」

        「あっ……ご、ごめんなさい……わたし、そんなつもりじゃ……」

        　頬を染めていた彼女の顔が、泣きそうにくしゃりと歪んだ。私の言葉ひとつでそんなにも動揺する彼女は、かわいくてとても愛おしい。

        　優美に見えるよう背筋を伸ばしながら歩み寄る。その小さな手を取った。本当は涙を拭う真似をしてあげたかったけれど、さすがにそれはやりすぎだろう。

        　背丈が十センチは低い彼女に、微笑みかける。

        「く、紅羽さん……？」

        　手を握られ、今度は真っ赤になった彼女。周りのざわめきもいつしか止んでいる。ステージの上の演者みたいに、私は最高のタイミングで口を開くのだ。

        「でも、貴女が私を慕ってくれていることは、とても嬉しいわ。きっと、期待に応えられるようにがんばるから、応援していてね」

        　包み込むように、両手でギュッとその手を握る。もちろん狙ってやっている。新山さんはぽーっと浮かれたような顔で、何度もうなずいた。

        「っ……ぜ、ぜひ！」

        　さすがにキャーと黄色い声があがったりはしないけれど、それでも新山さんはみんなから羨ましそうな顔で見られていた。私は彼女の髪をさらに一撫で。うっとりとした目がとろんと私を見つめる。緊張と発情の間に立つような、無防備な表情だった。

        　背筋がゾクゾクする。たまらない。

        　なにもかもが私の手のひらの上。思い通り。舌に乗せられたケーキのようだ。

        　中学二年生の中でも、五指に入るほどの美少女である新山さんすら、まるで魅了の魔法をかけられたよう。これが私の努力の結果だ。

        　すべては――女の子からモテるために。

        　私を支えるのは、純度百パーセントの不純な動機である。だって女の子かわいいし、好きだし……。柔らかいし、いい匂いするし……。ああもう、好き。

        「みんなも、あまり選挙式の話はおおっぴらにしないようにね。再来月の頭をしめやかに待ちましょう」

        　私は笑顔でみんなに声をかける。ぱちりとウィンクのサービスつき。かわいらしい女の子たちは、親鳥に餌をせがむような懸命さで返事をしてくれた。かわいい。好き。

        　将来的には十六股ぐらいするつもりだけど、今はまだダメだ。彼女たちには手を出せない。少しでも好感度を下げる可能性のある行為は慎まなきゃ。

        　なぜなら、私にはどうしても手にしたい称号があったからだ。

        『ベル・フルール』

        　この学園の伝統である、愛誕祭の主役。全校生徒の投票によって選ばれる、瑞ヶ原学園においてもっとも美しく咲き誇る花。憧れの最高到達点。

        　そんなベル・フルールさまに選ばれるためには『清らかな聖女』でなければならない。決して、アプローチされた端からみだりに手をつけるような女ではいけないのだ。

        　だから――。

        　がらり、とドアが開く。

        　清涼な空気が流れ込んできたように思えたのは、私だけじゃないだろう。

        「お待たせしました。それでは、会議を始めましょう」

        　髪を結って青いリボンをくくった完璧な美少女。ハンドベルを鳴らすような声は小さくても、教室によく通った。その姿に誰もが一瞬目を奪われる。私ですら。

        　彼女はすべてを持っていた。美しい品性も、知性も、なによりもどんなところにいても絶対に目を引くであろう特別な美貌を。

        　少し歩くだけで、教室の色が変わる。どこにいても、そこは万全の準備が整えられた舞台のように、彼女の美しさを引き立てる。一瞬一瞬が、命のきらめきに満ちている。

        　完成された優美さは、彼女が泣きながら産まれてきたことすら信じられなくなるほど。顔がいいだけの美少女はどこにでもいるけれど、『本物』の放つ輝きは格別だ。

        「……やだ、稀篠さん、きょうもお美しい……」

        「……さ、席につきましょう。稀篠さんを待たせてはいけませんわ……」

        　そうささやきあいながら、席につく下級生たち。

        　私はしばらく青いリボンの揺れる後ろ姿を見つめていた。

        　稀篠瑠衣。

        　――私がこの学園のトップに君臨するためには、ライバルの彼女を、避けては通れないのだった。

        　

        　

        　瑞ヶ原学園には生徒会がなく、イベントごとに実行委員会が設置される。

        　ほとんどの行事は中高合同で行われるので、この場には一クラス二名ずつ、中学一年生から高校二年生までが揃っていた。だいたい三十人ぐらいね。

        　実行委員長は、最高学年である高校二年生の中から選ばれる。てっきり私が選ばれるものだと高をくくっていたら、稀篠瑠衣のご登壇だ。

        　中等部から成績において一度も学年首位を譲ったことのない女王である彼女への、周囲の信頼度はずば抜けていた。特に教師陣からの期待がすごい。中には、テストの問題作成の相談を彼女にしている先生もいるとかいないとか。

        　私が努力でモテている凡人代表なら、稀篠さんは才能で周囲を惹きつける天才だ。

        　……強敵すぎるのよねえ。

        　みんなが席につくと、委員長の稀篠さんが形のいい唇で言葉を紡ぐ。

        「愛誕祭実行委員による、定例会を始めます。今回は第一回ということもあり、自己紹介から始めましょう。その後は、これからの流れを簡単に説明して、解散にします。まだ手をつけるような仕事もありませんし。それじゃあ五年生からいきますね」

        　縦割り班の多い瑞ヶ原学園では、便宜上高校二年生を五年生と呼んでたりする。

        　優美な仕草で椅子を引いて立ち上がり、稀篠さんは胸に手を当てる。一連の動作にはおおよその雑みがない。とても綺麗な所作だ。

        「稀篠瑠衣です。今回は三年生を贈り出す愛誕祭の実行委員長として、誠心誠意努力します。皆さま、どうぞお力添えをお願いします。それに、新一年生はまだなにをするかわからないでしょうから、なんでも聞いてくださいね。最初は質問にも緊張すると思いますから、わたしたちもできるかぎり気をつけますね」

        　聞き取りやすい穏やかな声と、丁寧すぎない日本語。それに中等部の一年生を気遣った発言。百点満点の挨拶だ。これが同い年にいることが、誇らしくもあり恐ろしくもある、的な。

        　着席した稀篠さんが目で促してくる。はいはい。稀篠さんの後なんて、プレッシャー感じちゃうわね、まったくもう。立ち上がる。

        「紅羽彩良よ。愛誕祭では副実行委員長をやってるわ。先輩方を心地よく送り出すために、がんばるわね。私たちが送り出される側になっちゃう来年のためにも、今年は大成功を収めて来年の予算をもぎ取ろうと思ってるの。よろしくね」

        　小さな笑い声が巻き起こる。弛緩した空気が流れる中、稀篠さんを横目に見やる。彼女は無表情のままだ。知ってた。

        　稀篠さんは私に対抗意識を燃やしているのか、単純に私のことが嫌いなのか、妙に冷たいと感じることがある。私以外には穏やかで優しいとか言われてるらしいけど。

        　自己紹介が順番に流れてゆく。

        　新入生の初々しい自己紹介はいいなあ。十六股の暁には、中一の子も何人かピックアップしたいわね……。

        「では、自己紹介は終わりですね。これからの予定を、簡単にご説明します」

        　立ち上がった稀篠さんが、ホワイトボードに予定を書く。きょうが十月の第二週の木曜日。投票式が十二月の第一週の月曜日で、愛誕祭はクリスマスの時期に開催される。十二月は委員会を開いている余裕があるんだかないんだかわからないので、毎週木曜日の委員会は、きょうとイベント日を除いて残り七回。

        　七回か。案外少ないのね。

        　とりあえず、クラスも違う稀篠さんとは、残り七回こうして顔を合わせる機会があるということだ。せいぜい横顔の美麗な造形を盗み見てよう。目の保養、目の保養。

        「なので、当面は愛誕祭の準備と、投票会の準備を並行して進めていくことになります。今のところ、候補者のお名前は……」

        　稀篠さんは描く文字も凛としている。美人の筆跡という感じだ。

        　しばらく稀篠さんの説明が続く。なんにもしてない私はぼうっと彼女を眺めていた。ベル・フルールになれば、稀篠さんみたいな美少女の彼女ができたりするに違いない。

        　彼女は恋人にはどういう顔を見せるんだろうか。気品あるお嬢様といった雰囲気の稀篠さんだ。きっと優しくて、甘え上手で、尽くしてくれるタイプなんだろうな。お嫁さんにしたい。

        　そんなことを思っているうちに時間は過ぎ去った。あとは解散するだけっていうタイミングで、イレギュラーな事態が起きた。

        「……棄権、ですか？　江住さんも、谷原さんも？」

        　実行委員長の稀篠さんがその形のいい眉をひそめる。

        「はい、あの……そうみたいです」

        　まるで責められているような顔で、同学年の彼女は首をすくめていた。

        　江住さんも谷原さんも、どちらも高等部二年生の目立っている生徒だ。私の言う目立っているとは、だいたい『顔がいい』と同等の意味です。

        「ベル・フルールさまは五年生の中から選ばれます。毎年、少なくとも六人は自薦・他薦ともに候補者がいるはずですけれど……」

        　私はホワイトボードを振り向く。顎に手を当てる。

        「で、残ったのがこのふたりってことか」

        　稀篠さんと目が合った。彼女は困った顔をしている。表情に隙のある美少女って、それだけで魅力が跳ねあがるよね。かわいい。

        「前代未聞ですよ」

        「別にいいんじゃない？　ていうか、仕方ないでしょう。無理やりベル・フルールさまの候補者をひねり出すわけにもいかないんだから」

        「それは、そうですが……」

        　稀篠さんはなにか言いたそうだったけれど、会議の進行を優先した。

        「……わかりました。とりあえずは先生方に相談してみます。でも本当に、いいんですか？　愛誕祭でベル・フルールさまになれる、一生に一度の機会なんですよ」

        　うちの学園の生徒なら、誰もが憧れるベル・フルールだ。稀篠さんの言いたいこともわかる。だけど、同級生の子はさっきまでのシュンとした顔が嘘みたいに、しっかりと首を縦に振って。

        「もちろんです！　どちらが選ばれても……っていうか、このふたり以外が選ばれるとか、ありえないですから！」

        　同意の声が会議室に満ちる。……なるほど。

        　ホワイトボードにあるふたつの名前。それは、紅羽彩良と、稀篠瑠衣のものだった。

        　

        　委員会が終わり、委員長と副委員長は片付けとカギの返却のために居残り。稀篠さんとふたりっきりだ。

        　外は暗く、誰もいなくなった教室はがらんとして、どこか冷たい空気が流れていた。

        　稀篠さんが小さなため息をつく。

        「皆さん、本気なんでしょうか。伝統的な学校行事を、人気投票かなにかと勘違いしているんじゃないですか」

        　彼女がそんな非難じみた言葉を漏らすのは珍しい。ってか、初めて聞いた。

        　たしなめるわけじゃないけど、自然、私はバランスを取る発言になる。

        「もともと、人気投票みたいなものだよ。品格、学業成績、そこに容姿の要素だって重要だし。ベル・フルールさまを選ぶのは、一般生徒たちなんだから」

        「ベル・フルールさまは、学園の象徴です。一時的な生徒の人気ではなく、瑞ヶ原学園のモットーである『愛情』が誰よりも深い生徒が選ばれるべきです」

        　優等生の稀篠さんらしい発言だわ。肩をすくめる。

        「そう言われても、候補者がいないんじゃしょうがないわね」

        　私は稀篠さんのように真面目に考えてないからねえ。棄権者が出たのだって、手っ取り早くていいじゃない、ぐらいの気持ちだわ。

        　だって、最終的に私か稀篠さんのどちらかが選ばれるなんて、わかりきっていることだもの。

        　椅子を片付けて、積み重ねる。どうせ来週も使うんだから、そのままにしておけばいいのに、と思わないでもない。まあ、稀篠さんとの共同作業だから、楽しいけど。

        「ねえ、紅羽さん」

        「うん？」

        　私はほとんど稀篠さんと交流したことはない。クラスもずっと別だったしね。私は美人な彼女のことを好きだけど、彼女はきっと根が不真面目な私のことを苦手に思っているだろうから。

        　だから、急に話しかけられて、けっこうビックリしていたりする。なになに？

        「紅羽さんは、わたしとあなた、どちらがベル・フルールにふさわしいと思っているんですか？」

        　え、ずいぶんと切り込んでくるわね。

        　そりゃ、より多くの生徒にモテてるほうだと思うけど。さすがにありのまま答えると軽蔑されそうなので、ちょっとは取り繕う。

        「その質問には答えられないわ。だって、あまり稀篠さんのことを知らないから」

        「確かに、そうですね。お互い様ですね」

        　納得してくれたようだ。でもそんなことを聞いてくるってことは、稀篠さんはベル・フルールに対して、並々ならぬ想いがあったりするんだろうか。

        　瑞ヶ原学園に通っていれば、誰でもなにか、ベル・フルールさまに憧れる気持ちはわかる。けど、稀篠さんは人一倍、その気持ちが強いように感じた。

        　でも、ごめんね。まっとうじゃない欲望かもしれないけど、私も一応、ベル・フルールを目指すのは譲れない夢だから。

        　そこで、稀篠さんの雰囲気が少し変わった。志望校の受験に挑むときのように、真剣な顔で私を見つめる。

        「……もし、投票じゃなくて、もっと確実にベル・フルールになる方法があるとしたら、どうします？」

        　急に、おかしなことを言い出すのね。

        　私はピンときた。彼女はその話をするために、残っていたのだと。

        　いったいなにを仕掛けてくるのか。興味がそそられた。

        「例えば、稀篠さんのあられもない写真を撮って、貴女に棄権するように脅すとか？」

        「脅されたぐらいでは、どうってことありませんけれど」

        　涼しい顔で受け流す稀篠さん。そういえば彼女の家は大した豪邸だと聞いたことがある。消されるのは逆にこちらのほうだったりして。

        「でも、確かにそうですね。もう候補者は残りふたりきり。では、お互いのどちらかが棄権すれば、それは確実にベル・フルールさまになれますよね？」

        「理屈ではそうね。だけど、買収されても私は首を縦には振らないわよ」

        「例えば」

        　と、稀篠さんは指を一本立てた。

        「一千万円でも、ですか？」

        「え？」

        　優等生の稀篠さんが今、口からすごい言葉を吐き出さなかった？

        　一千万円？　ベル・フルールの権利を、一千万円で買うって言い出したの？　え、なにそれ、さすがにやばくない？　うちはただの中流家庭だから、一千万円なんて大金もらったら……。え、ちょっと、頭の中がパニックになる。

        　私はそれはそうとして腕を組んで、彼女を見据える。動揺を悟られれば、見くびられる。彼女とは気持ちだけでも、対等に接さないと。

        「当然よ。ベル・フルールの称号はお金になんかは替えられないわ」

        　稀篠さんは薄く微笑んだ。

        「さすがは、紅羽さんですね。この程度の揺さぶり、通用するはずがありませんでした。ごめんなさい、試すような真似をして」

        　いや、めちゃくちゃ通用してたけどね。稀篠さんが本気だとわかっていたら、百万円ですら売っていたかもしれない。

        　それにしても今の口ぶりから察するに、本命があるのだろう。私はその一撃を受け止めるために、腹に力を込めた。稀篠さんが口を開く。

        「では、勝負しませんか？」

        「……勝負？」

        「ええ、どちらがベル・フルールさまにふさわしいか。それを、わたしとあなたで」

        　なるほど、そういうことか。

        　稀篠さんは投票ではなく、私たちでベル・フルールを決めようと言ってきたのだ。

        　蛍光灯に反射したエメラルド色の瞳が、私を真っ直ぐに見つめる。さすがに軽率に飛びつくような真似はしない。私は決して不正をしないけれど――彼女がしないとは言い切れないのだから。

        　私は思った以上に稀篠さんのことを知らなかったようだ。あるいはそれは、彼女が学園の誰にも見せたことのない顔なのかもしれない。

        　慎重に受け答えする。

        「おかしなことを言うのね、稀篠さん。それは私と貴女に投票してくれる子の想いを踏みにじる行為になるんじゃないかしら？」

        「本人が認めたのなら、その意志は尊重されるべきだと思っています。踏みにじるのではなく、夢を託すということです。安心してください、邪な真似はしませんよ」

        「それって、ベル・フルールさまに誓える言葉？」

        　稀篠さんは目を逸らした。おいこら正直者。

        「……正々堂々とした勝負です」

        　彼女は誓わなかった。嘘をつけない性格のようだ。

        　どうしてくれようかしら、この子……。

        　ただ、面白そうであることは確かだ。私はずっと稀篠さんに興味があったし、彼女がなにか悪巧みしているのなら、それに振り回されるのも一興とさえ思う。

        　よし、わかった。顔のいい女の子にお願いされたら、紅羽彩良としては断れないし。

        「いいわ。といっても、問題は勝負の方法でしょ」

        「そうですね。わたしは運動では紅羽さんに敵いませんから」

        「私だって学業成績で稀篠さんに勝てるなんて、思わないわ」

        　一往復のやり取りに、私はため息をつく。

        「まったく……どうせ、考えてあるんでしょ、お互いが納得するような、公平な勝負の方法を。稀篠さんが思いつきでこんなことを言い出してくるはずがないわ」

        「勝負という言い方が悪かったですね」

        　稀篠さんはすぐに言い直してきた。

        「どちらがベル・フルールさまにふさわしいか、それをふたりで見極めませんか、ということなんです」

        「お互いの行動をいちいち監視でもするの？」

        　稀篠さんの意図がつかめない以上、私の言葉はどうなったって牽制にしかならない。

        　彼女は細い腕時計を見やる。下校の時間が近づいていた。このままじゃ、破談になってしまうと感じたのか、稀篠さんは深呼吸した。

        「迂遠ですね。はっきりと言います」

        　全国の弁論大会ですら堂々としていた彼女が緊張するところを、私は初めて見た。

        　

        「紅羽さん。どうか、わたしの恋人になってください。投票式までの残り二ヶ月間。わたしがいかにベル・フルールにふさわしいか、あなたに証明してみせます」

        　

        　……え？

        　しばらくの間、思考が停止する。どんなときにもうろたえないのが信条のスーパーお姉さまである紅羽彩良だけど、さすがに許容量というものがあるよ。

        　こちらをじっと見つめる稀篠さんの頬はわずかに上気していて、恥ずかしいことを言った自覚があるんだな、ってことだけが救いだった。これで当たり前みたいな顔してたら、額に手を当てて熱があるかどうかを確認しなきゃいけないところだ。

        「ええと……」

        「ですから」

        　焦れたみたいに言葉を重ねようとする稀篠さんを、制止する。

        「待って、意味わからないの。そもそも、どうして恋人？　百歩譲って、まずはお友達からって話にならないかしら？」

        「学友と恋人では、得られる情報の質に大きな差異があると思います」

        「それはそうかもしれないけど……」

        　でもそれって、恋人にしか見せないような素顔を貴女にさらけ出しちゃいますよ、ってことでしょ。その結果、私は稀篠さんをベル・フルールにふさわしいなあ、って思わされるってことでしょ。私、なにされるの。

        　そりゃもちろん……恋人同士しかしないことよね……。目の前の稀篠さんが艶やかに微笑む姿がまぶたの裏に浮かぶ。

        　やばい、なんか照れてきた。学園の一番の人気者ふたりが顔を突き合わせてなにを話しているのかと思えば、恋人になって、ですって？　どういう状況よ。

        「あのね、とっても魅力的な提案だけど、ひとつ忘れてない？　私は女よ」

        「もちろん、わたしもですが」

        「気にしないっていうの？　稀篠さんは」

        　稀篠さんは当たり前のようにうなずいた。

        「はい。相手があなたなら」

        　それが殺し文句なら、瑞ヶ原学園の生徒のほとんどは恋に落ちてしまうだろう。こんな奇妙なシチュエーションじゃなければ、私もまっとうに喜んでいただろうにな。

        　心から迷う。こんな場面の想像なんてしたことないし。単純に『恋人になって』と稀篠さんから告白されたら。そりゃもちろん嬉しいけどさ。こんなのってある？

        「紅羽さんは特定の人はいないはずですよね？」

        　まるで調べはついているぞ、とでも言うような口調。探偵でも雇ったの貴女。

        「いないわよ。稀篠さんも、まあ、そうよね」

        「大丈夫です。誰にも言いふらしませんよ。お互い関係の秘密は守りましょう。それとも、相手がわたしでは、そそりませんか？」

        　待って、言い方。

        「稀篠さんにお相手してもらえるなら、諸手をあげて喜ぶわ。同性だからって理由でも、貴女のプロポーズを断れるような子なんて、瑞ヶ原学園にはいないわよ」

        「それは、買いかぶりすぎだと思いますけれど……」

        　急に恥ずかしそうにする稀篠さん。その反応に私は、もしかして、と思った。

        　まさかこの子、そんなこと言っておきながら、正面から女の子として褒められるの、慣れてないってこと……？　いやまさか……でも、演技には見えないし……。

        　だいたい、稀篠瑠衣が秘密厳守の恋人になってくれるなんて、話がうますぎるのよ。こっちにデメリットなんてないじゃない。

        　どうせなにを言われても、ベル・フルールの権利を譲るつもりはないんだもの。だったら二ヶ月間は彼女と蜜月の日々を過ごせるってことでしょ？　なにそれ、まったく。

        　稀篠瑠衣のことはまだなにも知らないけど、その美貌が偽物ではないということだけわかっていれば、私にとっては十分だわ。

        　あとは、どう私のペースに持ち込んで決着をつけるか、だ。

        「貴女の言い分はよくわかったわ。でもやっぱり、大切なお話だものね。きょうは考えさせてもらってもいいかしら？　明日、お返事するから」

        「ダメです」

        　稀篠さんは頑なな声で私の申し出を拒否した。なんですって？

        　一歩、近づいてくる。稀篠さんの顔がアップになる。頬を赤らめた彼女は、なかなかに攻撃力のある美しさだ。あんまりじっと見つめられるものだから、目を逸らさないようにするために、多大な精神力を消費してしまう。

        　突然目の前にトップアイドルがやってきて、手を掴まれて顔を覗き込まれたら、こんな気分になるのだろう。圧迫感が強い。

        　それでも絞り出すように。

        「な、なんでよ……」

        　問いかけると、彼女は私の頬に手を添えてきた。ちょっと！

        　思わず体がびくっと震えた。いや、これはその手が冷たかったからであって。あと急にそうされたから驚いただけなんだから。別に、うろたえてるとかそういうわけじゃ。

        　もう意地になって目を見返すしかなかったのに、彼女は急にルールを破って目を逸らしてきた。少しだけ気が楽になる。

        　稀篠さんはなにか気取ったことを言おうとして、それが思いつかなかったとばかりに隙だらけのあやふやな表情で、ぽつりとささやいてきた。

        「持ち帰らせるのは……不安、なので」

        「なに、それ……。そんなの、急に言われた私のほうが」

        　文句を言ってやろうとしたのに、彼女はあっという間に先ほどのなにかを取り繕った。そうして学園の女王たる真剣な顔を近づけてくる。

        　他の人とどうしてここまで違っているのかわからないぐらいに綺麗な顔面は、私の眼前を通り過ぎ、耳元にやってきた。毒みたいな言葉が、注ぎ込まれる。

        　それは――。

        　

        「いいから、つべこべ言わず――わたしの恋人になってください」

        　

        「ちょ、えっ」

        　爆発するみたいに高鳴った心臓。さすがに動揺しないというのは無理だった。でも、本当に強烈な一撃は、この後にあったのだ。

        　唇に、唇を押しつけられた。

        「んっ……んん、んんっ!?」

        　嘘でしょ。

        　面食らう。反射的に突き飛ばそうとした自分を制御できたのは、私が普段から己の自制心と戦い続けている優秀な女子だからだ。

        　きっと頬を張るぐらいは許されると思うんだけど、それはあくまでも平凡な反応であって、私のキャラじゃない。紅羽彩良は特別じゃなきゃいけないのだ。

        　だから、彼女のキスを受け入れる。この程度、なに？　という態度で。別に、タイミングが早いだけで、恋人同士になるならいつかは通る道だもの。

        　なんて余裕ぶっていたら、今度は両手を首の後ろに回されて、体で抱きつかれながらキスをされている。その上、舌まで入れてきやがった。ちょっ、ちょっと！

        　あの稀篠瑠衣の舌が、私の口内に忍び込んでくる。中を探り回って、私の舌を見つけると、まるで愛撫するみたいに優しく舐めあげてくる。

        　丁寧で繊細な、まるで噂に聞く彼女そのものという舌使いは、さすがに気持ちよすぎた。ぬるぬるの小さな舌の粘膜の熱さに、頭がぼーっとしてくる。

        　一瞬、自分がどうしてこんなことになっているのか、わからなくなる。飛び込んだプールの中で、上下感覚が狂ってしまうような心地。

        　与えられる刺激がたまらない。手放したくない。

        　私は溺れそうな子どもがそうするみたいに、彼女の背中に手を回す。しがみつく。すると、彼女は泣く子の頭を撫でるように、また舌をにゅるにゅると懇切に動かすのだ。

        　たっぷり、三分はキスをしていただろう。

        　彼女が頭を離して、一歩後ろに下がる。私の焦点はすっかりぼやけていた。自分の名前すらも忘れちゃいそうなひとときだった。

        　それでもせめて一矢報いようと口を開くが、彼女にすっかり麻痺させられた舌はまるで動いてくれなくて。

        「ふぁ……ちょ、ま、まれしのさん……ってば……」

        　息継ぎみたいに彼女の名前を呼ぶ結果になった。これじゃあ、すっかりとろけさせられているみたいだ。

        　一方で、稀篠さんは……もちろん顔を真っ赤にしていたけれど、その唇にはっきりとした笑みを浮かべていた。普段見る彼女とはまるで違う、淫婦のような微笑みだった。

        「あら」

        　くすりと笑いながら。

        「拒絶しなかったのは、さすがでしたけれど、でも、ずいぶんと効いたみたいですね。ふふ、かわいらしいところあるじゃないですか、紅羽さんにも」

        　その挑発で、少しは頭がはっきりとした。

        　全身の熱を発散させるように、口を開く。

        「……ベル・フルールさまに必要なのは、清らかさよ。学内でこんなことをしているって告げ口したら、貴女はおしまいだわ」

        「ふふ、紅羽さんはそんなことしない……でしょう？」

        「私のなにを知っているの？」

        「これから知っていけたら、と思っています。イロイロと、ですね」

        　ああもう。なんて憎らしい笑顔。

        　この子は、今のキスできっと十分に手応えを感じたのだろう。『落とせる』と判断したからこそ、そんな風に私を挑発しているんだ。ちょっと強引な手段を取ったら、なんだ、思ったより簡単じゃんって、そう思ってる。

        　心の声が聞こえてくるようだ。紅羽さんもやっぱり女の子なんですね、って。わたしが強く責めれば、もう抵抗できなくなっちゃって、くたっとしちゃいますよね、って。わたし、キス上手でしょう？　って。

        　いいわ。紅羽彩良を見くびったわね。

        　やってやろうじゃないの。今度はこっちから――宣戦布告よ。

        「わかったわ、稀篠さん」

        「それでは」

        　言いかけた彼女の後頭部に手を当てる。どんな絹よりも細やかな、極上の手触り。そんな髪を、リボンごと握る。稀篠さんが「え」と小さく声を漏らした。

        　怯えがにじむ表情に、私の中のなにかが熱く脈動する。

        　屈服させてやるわよ。

        　今度は、こちらからキスをした。

        　彼女は一瞬目を見開いた後、抵抗するように私を押し返してくる。けれど、離さない。華奢な体を抱きしめて、花のような唇に容赦なく舌を突き入れる。先に仕掛けてきたのはそっちだからね？

        　この学園において聖域のように敬われる彼女を思いきり、舌で蹂躙する。真っ白な壁紙に絵の具を叩きつけるような行為。それは、頭の中が真っ白になるほど気持ちいい。

        「ん、ふぁ……くれは、さ……んっ……んんっ……！」

        　事態についていけず、彼女は形だけの抵抗をしていた。だがそれも数秒のこと。稀篠さんは諦めたようにくたりと体から力を抜いた。まるで目隠しされた動物のように、私の獲物と化す。

        　そうそう、いい子いい子。

        　先ほどまでの荒々しい気持ちは少しずつ溶けてゆく。代わりに、されるがままになっている彼女への、愛しさがこみあげてくる。誰もが羨む美少女と、学校の片隅でキスをしているという背徳感も、まるでスパイスのように唇を甘く味つけた。

        　素直になったら、気持ちよくしてあげるから。

        　丹念に、時間をかけて口の中をねぶる。いつの間にか稀篠さんは顔を傾けて、まるで迎え入れるように舌を動かしていた。大きく開いた口と口が、みだらな音を立てる。

        　そのままひとつになってしまいそうな感覚の中、私は確かに存在していた彼女の体を離した。掴んだ肩の部分はとても熱くて、まるで彼女自身が熱の塊になってしまっていたかのようだった。

        「はぁ、はぁ……はぁ……」

        　彼女は、繰り返し大きくあえぐ。

        　顔は真っ赤。目は泳いで、すっかり潤んでいる。普段の鉄面皮の欠片なんかない。これがみんなから慕われている愛誕祭の実行委員長なんて、お笑い草だ。ただの快感に溺れた女の子でしょ。

        　そうだ。私が彼女に、そんな顔をさせてやったのだ。

        　これは、想定以上に……気分が高ぶってくるわね……。

        　稀篠さんはそばにあった鞄を手に取る。ハンカチを取り出すと、努めて冷静を保とうとして口元を拭った。まみれた唾液が、レースの刺繍されたハンカチを汚す。

        「……じょ、情熱的、ですね」

        「ええ。人にしてもらったことは、忘れないうちに返してあげるようにしているの。瑞ヶ原学園の校則にもあるでしょう？　恩には報いるべし、って」

        　微笑み返してやる。

        　稀篠さんはようやく呼吸を落ち着けた。

        「立派な心得です」

        「ベル・フルールになる資格、あるかしら？」

        「……それは、どうでしょうね」

        　彼女はいつもの冷静さをくじかれたまま、私を熱っぽく見つめる。

        「今のキスは、お返事と受け取ってもいいんですね？」 

        　まあ、この子に乗せられている気がしてならないけど。

        　いいじゃない。投票式までの暇つぶし相手になってあげる。

        「ひとつだけ、訂正させてもらうわ」

        「……なんですか？」

        　稀篠さんはもう、負けん気の強い瞳を取り戻していた。そこに一切のかげりはない。それは完全に、私がベル・フルールを競うにあたって想定していた稀篠瑠衣の強さそのものだった。

        　きっと一筋縄ではいかない強敵だ。逆に私が絡め取られる可能性は十分にある。

        　でも、だからこそ本気になれる。全力を出せる。

        　彼女に指を突きつけた。

        「私が貴女の恋人になるんじゃないわ。貴女が私の恋人になるの」

        「……いいですよ。順序はどちらでも。わたしから言い出したことですから、そのぐらいは譲歩してあげます。もっとも、すぐにあなたは、わたしから離れられなくなりますからね」

        　

        　教室の電気を消して、廊下に出る。ドアにカギをかけた稀篠さんは、振り返ってきた。私を睨むように見てくる。

        　その視線には、挑発とは別のなにか強い感情が込められていたような気がしたけれど、そのときの私にはわからなかった。

        　ただ、一言。

        「負けませんから」

        　それはこっちの台詞だ。

        「全力で屈服させてあげるから」

        　冷たい夜の廊下に、私たちの剣呑な言葉が響いた。

        　

        　こうして、清純に過ごしていた私の五年間は、稀篠瑠衣の手によって、あっという間に塗り替えられてゆく。

        　どちらがベル・フルールさまになるのか。どちらがもう一方を落とすのか。そして、彼女はどうしてこんな話を持ちかけてきたのか。それらすべてが決着するまでの二ヶ月間。私たちは、お互いをより深く知ってゆくことになるのであった。


        　

    

    
        　第二章　攻守交代

        　

        　

        　先日の一件以来、私と稀篠瑠衣は一応『恋人関係』ということになった。

        　実情はともあれだ。ＬＩＮＥ交換だってした。最初のやり取りは『これからよろしくお願いします』『了解』だった。恋人とは。

        　家に帰ってからも唇の感触は何度も何度もリフレインしてきちゃったけど……。まあ、それなりに強烈な体験だったからね。仕方ないわね……。

        　きっと向こうも同じ目に遭ってると信じたい。

        　てか、ゆっくりと考えてみたけど、別に私自身は稀篠瑠衣に好意を抱いているわけじゃないと思う。確かにキスは気持ちよかったし、彼女が恋人というのは人に誇れることなのかもしれないけど……。彼女のこと、まだよく知らないしね。好きにも嫌いにもなりようにない。

        　だから恋人っていうより今は、肉体関係がメインの……えーと、セフレ？

        　やばい、あんな清楚な美少女をセフレにしているだなんて、そっちのほうがグッとくるかも。なんて、まるで新しい玩具を手に入れたみたいな気分だった。

        　学園までは家から三駅。小高い丘の上にある瑞ヶ原学園の校門が見えてきた。

        「見て見て、稀篠さんよ」

        「あ、ホントだ……。はぁ、きょうもお綺麗ですねぇ……」

        　近くの子たちが噂している通り、稀篠さんもちょうど登校してくるところだった。

        　視界に入るだけでため息をつかれる女の子なんて、この学園には稀篠さんぐらいだ。

        　……私はどちらかというと親しみやすいほうだから、タイプが違うのよね。

        　にしても、あの子が私の恋人っていうのは、なんだかとても現実感のない話だった。

        　

        「彩良さん、きょうはキラキラ度が増してない？」

        「なにそれ」

        　教室に着くなり友達の繭子にそんなことを言われた。前の席の彼女は愛嬌のある目で私を見て、つんつんと二の腕をつついてくる。いくら友達でも気軽にボディタッチしないでほしい。そういう目で見ちゃうから。

        「いいことあった？」

        「そうね、稀篠さんと少し話をしたかな」

        「おお……。二大お姫様の共演……。いいね、いいアイデア湧いてくるね……」

        　なんでそんな感動するの。

        　しかも彼女はすぐにスケッチブックを取り出し、ペンを動かしてゆく。愛誕祭はまだ三ヶ月も先なのに、今からデザインを始めているようだ。彼女のほうがよっぽど楽しそうだ。

        「どっちがベル・フルールさまになるのかなあ。友達としては彩良さんになってほしいけど、被服部部長としては甲乙つけがたいところがあるねー……」

        「まったくもう、正直なんだから……。いいわよね、貴女はどっちがベル・フルールさまになっても、そのドレスを仕立てる魔法使いになれるものね」

        「そうなんですよ。私が一番トクしちゃってるよね、やっぱり」

        　にひひという笑みをこぼす繭子さんは、柔和で人当たりのいい雰囲気を漂わせている子だけれど、これでなかなかしたたかなのだ。

        　中学一年生の頃からずっと友達だけど、『私ならもっといいドレスを作れるのに……！』と、ひそかに言い続けてきたからね。

        　その自信がハッタリじゃなかったって、証明してもらわないと。

        「ま、いよいよお互い五年生の、この時期になったってわけでさ。がんばろうね、彩良さん。友達としては、全力で応援しているからね。友達としては」

        「せいぜいスキャンダルを起こさないように、気をつけるわ」

        「そうだよ、今の時期に恋人なんて作っちゃダメだからね？　ベル・フルールさまは、学園の象徴。誰かひとりじゃなくて、みんなのベル・フルールさまなんだから」

        　さすがに長い付き合いだけあって、彼女は私が女の子を好きだと知っているのだ。親切心で忠告してくれる繭子さんに、私は微笑んだ。「当たり前でしょ」と。

        　蘇ってくるキスの感触。なにかと目ざとい彼女の前で、唇に触れないようにするのは、実はけっこう大変だった。

        　

        　ただ、できたばかりの恋人だけど、ひと目をしのんで毎日逢瀬を……というわけにはいかない。私は人気者だからね。どこにいても友達がくっついてきちゃうのだ。

        　選挙式の前に変な噂を立てられるのも避けたい。これは私たちの共通意見だ。

        　なので必然的に、会う時間は放課後になるんだけど……それも、毎日というわけにはいかない。稀篠さんは基本、おうちの人に送迎してもらっているからだ。理由があって残るとしても、口裏合わせの言い訳は長くもたないだろう。

        　というわけで話し合った結果。

        　私たちは週に一度、木曜日の委員会で会おうね、という約束をした。

        　他の実行委員がみんな帰った後の、一時間二時間程度の逢引だ。

        　ま、秘密厳守という掟がある以上、その辺りがいい落とし所だろうね、って。稀篠さんとのキスはちょっと気持ちよすぎたから、私もある程度はセーブしていかなきゃ。

        　

        　

        　十月の第三週。前回のキスから一週間後のきょう、私たちは教室に居残っていた。

        　実行委員のみんなを先に帰して、私と稀篠さんは特にきょうやる必要のない軽作業に従事していた。

        　窓の外には夕焼け。どこか遠くから、吹奏楽の音色が流れてくる。

        　頃合いかな、と私が思ったちょうどのタイミングで、稀篠さんが口を開いた。

        「さて、わたしたちは晴れて恋人になったわけですけれど」

        「ん」

        　稀篠さんは委員会の席のまま、少し離れた位置に座って、パチンパチンと書類にホッチキスをしている。

        　この角度から見る稀篠さんは、きょうも美少女だ。カーテンの隙間から差し込む夕日に照らされた髪には、天使の輪がばっちりと輝いている。暖かなオレンジを編んだようなサラサラの細い毛髪は、指で梳いたらさぞかし素敵な手触りがするのだろう。

        　そんなことを思って、自然と彼女に触りたがっている自分に気づく。いかんいかん、魔性の女だわ、稀篠瑠衣。

        「紅羽さん、稀篠さん、という呼び名では少し他人行儀ではありませんか？」

        「そう？　私は別にこだわらないけれど」

        「こういうのは形からと言うでしょう？」

        　まあね。形から入る恋人ごっこをやりましょう、と言い出した稀篠さんだけあって、説得力がすごい。

        　なら乗ってあげようか。

        「恋人のかわいいお願いを叶えてあげるのも、恋人の務めだしね。じゃあ、私は貴女をハニーと呼ぶから、貴女は私をダーリンと呼んでくれる？」

        　ハニーは乗ってくれなかった。

        「どうしてそうなるんですか。百歩譲っても、なんでわたしがあなたをダーリン呼びなんですか」

        「ダーリンはもともと『最愛の人』って意味で、男性向けに使っているのは日本だけなのよ。女性が女性に使ってもおかしくはないんだから」

        「では、逆の呼び名ならいいですよ。わたしがダーリンであなたがハニーです」

        　いいんだ。

        　じゃあ、試しに呼んでみた。

        「……ハニー」

        「……なんですか、ダーリン？」

        　見つめ合う。白々しい空気が流れた。

        　嘆息。

        「下の名前で呼び合おうか」

        「そうですね、では改めてよろしくお願いします、彩良さん」

        「ええ、瑠衣」

        　稀篠さん、もとい瑠衣は眉根を寄せた。呼び捨てとは思っていなかったようだ。私は心の中で、まずは一歩リード、とつぶやく。勝負はもうすでに始まっているのだ。

        　といっても、その一歩はドヤるほど大した距離ではない。

        「彩良さんは、何色が好きなんです？」

        　妙にかわいい話題をチョイスするのね。クラス替えの後、初めて隣の席になった女の子に、話しかけるみたいな。

        「そうね、私は赤よ。ルビーよりはガーネット。りんごよりはイチゴの赤が好き。瑠衣は青？」

        「ええ。学校には身につけていませんけれど、ラピスラズリが好みなんです。わかりやすいでしょう？」

        「ま、名前が瑠衣だものね」

        　私はそれが子どもっぽいこだわりだとは思わなかった。

        　自分のキャラを自分で定義するのは、わかりやすい人気者像を演出する上で、有用だ。人はその人をよく知りたいと思ったとき、納得を求めてしまう。青が好きで毎日青いリボンを身につけている瑠衣は、自他ともにわかりやすい要素だった。

        　もちろんそれが無理をしていたり、まったく異なる人格を演じようとするなら苦労することは多いだろうけど。でも、多少大げさなぐらいなら、ちょうどいい。

        　ちなみに私にも色々なキャラがある。格好いいだとか、いつも美味しいところをかっさらうだとか、キラキラ系だとか。だいたいは、私が周囲に植えつけてきたイメージ通りのやつだ。

        　対する瑠衣のイメージは、そうね。人柄のいい優等生。常にテストは満点で、ミスを犯さない。非の打ち所がない生徒。故に、完璧美少女。

        　耳に入るのは、そんな噂ばかりだ。

        「わたしたち、同じ学年で五年間も一緒にいたのに、お互いの好きな色も知らなかったんですね」

        　そこだけは確かに、もったいなかったな、と思う。

        　瑠衣は同学年だけど、ずっと私にとって高嶺の花だった。

        　見ているだけが関の山。意外に思われるかもしれないけど、私は瑠衣に話しかけて袖にされるのが怖かったのよね。だって、不真面目でかっこつけてばかりの私とは、真逆のタイプなんだもの。

        　ま、私らしく言うなら、手の届かない綺麗な花よりも、足元に咲いているかわいい花束を愛でたいタイプってことで。

        　だから、そんな花が私の手の中にある状況は、やっぱりテンションがあがる。これが勝負じゃなくて、本当にただの恋人関係なら、もっと素敵だったんでしょうけど。

        「またひとつ、わたしのことを知ってくれましたね。これでさらに前進です」

        　瑠衣の、その優等生らしい言葉に、「そういえばそういう名目の恋人関係だったわね」と思い出す。

        「あら、忘れていたんですか？　そんなにも、わたしと恋人同士になれたことが、嬉しかったんです？」

        「もちろんよ。貴女とこれから、どういう風に学園生活を送るか考えただけでも、わくわくするわ。せっかくの恋人だもの、したいこと、たくさんあるの」

        　でもね、こんな風に関係を進めていくなんて、まどろっこしいと思うの。恋人同士なのは十二月頭の投票式までなんだから、あと七回しかないのよ、私たちの逢瀬は。だから、一週ごとにステップアップして、楽しまなくちゃ。

        　瑠衣の隣に座り直す。彼女の目が怯んだ。先週のキスを思い出したのだろう。

        　それでも口先だけは、私をコントロールしようとして。

        「……彩良さん、なにか？　ああ、それとも、わたしのそばに来たかったんですか？　もう、仕方ない子ですね」

        「そうよ、だってせっかくのふたりきりなんだもの。恋人らしいことを、しましょう」

        「なんですか？　将来の夢についてでも、語り合いますか？　それとも……彩良さんは、もっと違うことのほうが、お好きでした？」

        　まるで私の堪え性がないみたいに。

        　あくまでも私から言わせたいんだろうね。その手に指を絡める。きょうの瑠衣の手は温かかった。瑠衣は慈母のように微笑む。

        　要するに私たちの『関係』っていうのは、主導権の奪い合いだ。

        　屈服させるっていうのは『この子にはかなわない』と敗北感を与えること。そして『この子に心を委ねることが私の幸せ』と心酔させることだ。

        　なにも言わなくても、すぐにルールが出来上がってゆく。優等生の瑠衣は、確かに頭がいい。それしかないだろう、という王道を常に歩んできたのがわかる。

        　だけど、悪知恵は私のほうが働くのよね。

        「ねえ、瑠衣。貴女の気持ちが聞きたいわ」

        「……え？」

        　微笑む。

        「私のこと、どう思っているの？」

        　固まったのもほんの一瞬。

        　私の意図を汲んだ瑠衣は、立て板に水といった調子で語り出す。

        「それは……彩良さんは、とても魅力的な女性だと思います。長い髪は綺麗で、どこにいても存在感があって、輝いて見えます。あなたの歩いている姿に、よく見とれてしまいます。彩良さんは下級生に慕われ、上級生に愛され、この瑞ヶ原学園の誇りです」

        　あらかじめ用意していたかのような台詞だ。

        「……そう」

        　彼女がここまで手放しで人を褒めるところは、初めて見た。

        　あの稀篠瑠衣にそこまで称賛されるなんて、一生の幸せだろう。いつまでも自分に自信をもっていられるような、そんな祝福だ。

        　これが実際の告白で瑠衣に言われた言葉だったら、私はその日、胸が高鳴って寝つくのに苦労したかもしれない。

        　けっこう効いたけど、でも、ごめんね。

        　それは予想済みなの。

        　私は瑠衣の細い顎に人差し指を当てて、くいと持ち上げる。

        「そうじゃなくて、貴女の気持ちが知りたいの」

        「……というのは？」

        　察しが悪いわけじゃない。なんせ稀篠瑠衣だ。わかっていて、それでもはぐらかそうとしているのだろう。

        　それが無駄なことだって教え込んであげる。きょうの目標は、そうね。彼女の余裕を取っ払って、素の瑠衣を引き出すこと、かな。

        「本当のことを聞かせて。ねえ、私のこと好き？」

        　それこそ本当に、恋人におねだりするみたいな声色を出して、瑠衣の鎖骨を指の腹で撫でる。瑠衣は気圧されたような顔。

        　でも、言うしかないでしょ？　だって瑠衣はさっき、魅力的な女性だって言ってくれたんだから。

        　口に出すのに、どれほどの抵抗感があったのかはわからない。でも、瑠衣は口を開いた。どうやら彼女は、決めたことはやり通すタイプのようだ。

        「……好き、です。あなたのこと」

        　スカートの裾を片手できゅっと握りしめながら、瑠衣は上目遣いに私を見やる。

        　そんなのは恋人ごっこの建前。だけど、口に出した以上、私たちの間ではこれが真実になる。

        　まったく、稀篠瑠衣に告白されちゃうなんて……すごく、たまらないわね。

        「そう、本当に？」

        「……ええ、好きです。好きですよ、もちろん」

        　さすがのリカバリーの早さ。まだ頬は赤らめているけど、その程度の台詞、何度だって言ってみせますけど？　という余裕気な態度だ。

        　むしろ逆に、カウンターを繰り出してきた。

        「彩良さんのその美貌も、大きな瞳も、すらっとしたスタイルも、なにもかもわたしの憧れです。好きに決まっています、恋人ですもの」

        　そう、ありがと、と言いかけて気づく。……こいつ、さっきから外見のことしか言ってないわね？　まあいいか。お互い様だ。

        　あ、でも私のことはちゃんと綺麗だと思ってくれているのかな。もちろん自信はあるけど、言葉にされるとまた違う喜びがある。嬉しい。少しキュンとしてしまった。

        　瑠衣の頬を撫でる。そのまま、無言で顔を近づけた。

        　目を閉じて、キスをする。

        「……ありがとうね、瑠衣」

        「いえ、光栄ですよ」

        　三度目のキスは軽く触れ合う程度の、穏やかなもの。

        　それじゃあ帰りましょうか、なんて言い出しそうな顔をする瑠衣だけど、ごめんなさいね。私のしたいことはね、まだまだこれからなの。

        　瑠衣にねだる。

        「だったら今度は瑠衣のほうから、『好き』って言いながらキスをしてくれる？」

        「……え？」

        　目を白黒させる瑠衣。

        　あら、どうかした？　予想外だったかしら？

        「貴女の好きな、恋人の頼みよ」

        「……」

        　一瞬だけ、瑠衣の目つきが悪くなった。なに言ってんだコイツ、みたいな顔である。あら稀篠さん、そちらの表情も私好みね？　声には出さず微笑む。

        　瑠衣はすぐに笑顔を取り繕った。

        「もちろんですよ、彩良さん。甘えん坊の彩良さんのお願いですものね」

        　肩に置かれた手に力が込められる。痛い痛い。仕返しのつもりか。

        「……好きですよ、彩良さん」

        　ちゅっと小さな音を立て、私の唇に柔らかな唇が触れてくる。

        　瑠衣のキスの味は格別だ。唇がみずみずしくて、生クリームのように柔らかいのももちろんのことだけど、彼女は完璧な輝きを放つラピスラズリ。誰もが手に入るものではない。その唇に口づけできる権利を得られた私は、間違いなく幸せだ。

        　頬をほてらせた瑠衣が、まるで拗ねたような口ぶりでつぶやく。

        「これで、満足ですか？」

        「いいえ？」

        「は？」

        　こともなく首を振ると、瑠衣はいよいよ隠しもせず眉根を寄せた。

        「たった一度じゃダメ。そうね、あと百回はしてもらおうかしら」

        「……さ、彩良さん」

        　眉をひくつかせながら、それでも口元で笑顔を作っているのは、根性のなせる技か。

        「欲張りですね、彩良さんは、もう」

        「そんなところも、好きでしょう？」

        　微笑むと、瑠衣の舌打ちが聞こえてくるようだった。あくまでも彼女は可憐に微笑んでいるけれども。

        「……好きですよ、彩良さん」

        「ん」

        　瑠衣の顔が、私のいっぱいに広がる。

        「好きです……好き……」

        　甘いささやきに付属した、ちゅっ、ちゅ、とついばむようなキス。

        「好き……すき……好きです、好き……」

        　私は瑠衣のキスを悠々と迎え入れる。舌でその告白を絡め取る。

        「ん、はむ……ん……好き、ですよ……彩良さん」

        　舌と舌を絡ませながらの、愛の告白。誰だって、瑠衣が私に夢中になっているって思うような光景だ。思わず、応えてしまう。

        「……私もよ、瑠衣」

        　手と手を正面から握り合って、ゼロ距離から届く瑠衣の言葉。

        「ん、好き……あむ……好き……。好き、好き、好き……。すき……はぁむ……。す、好き、好き、です……あぁん……好き、ですよ……」

        　もうどうにでもなれといった風に、瑠衣は繰り返す。

        　その熱烈な求愛に、頭がぽーっとする。

        　ああやばい。これ、なんかおかしくなっちゃいそう。

        　放課後の校舎でふたりきり。カーテンは締め切られて、外からは見えない。私たちがなにをしているかなんて、誰も知らない。

        　前のキスなんて比較にならない。もう十五分以上もキスをしている。その間ずっと瑠衣は「好き、好き」とささやいてきて、まるで洗脳されているみたいだ。

        　口に出している瑠衣なんて、その何倍も影響を食らっているに違いない。自分でやらせておいてなんだけど、想像以上の破壊力だ。

        　こんなに人から好きと囁かれるのも初めてだから、やっぱり、恥ずかしい。

        「好き、です……彩良さん、好きです……。好き……」

        　瑠衣の声にも、甘いものが混ざっている。

        　彼女の頬はもう、屈辱なのか、あるいは気持ちよさで赤くなっているのか、わからなくなっていた。

        「……はぁ、はぁ……好き、です……」

        　そうこうしているうちに、百回の告白は終わったようだ。ちゃっかり数えていたのね。瑠衣が後ろに一歩下がる。名残押しそうに唇と唇が離れてゆく。

        　ふう……。楽しかったわ、瑠衣。

        　一方的な愛を受け取り、私は満足げに微笑んだ。

        「貴女の気持ち、十分に伝わったわ」

        　今週は、これで勘弁してあげようじゃない。

        「……そうですか。それなら、よかったです。私はまだ言い足りないぐらいですが」

        「そう？　なら瑠衣の気の済むまで、キスしてくれてもいいのよ」

        「そうしたいのは山々ですが、もうすぐ下校の時間ですからね。あまり困らせないでください、彩良さん」

        　瑠衣はせめてもの復讐とばかりに、私の頭を撫でてくる。ガジガジとされるなら噛みつこうとも思ったけど、ずいぶんと優しい手つきだったからそのままにさせてあげた。

        　ふうん、まあ、悪くない気分かな。

        　私が髪を触らせてあげるなんて、特別なんだから。

        「……彩良さんって」

        「なあに？」

        「そういう風に大人しくしていると、かわいいですよね」

        「あら、普段の私は？」

        　上機嫌で得意げな私に、瑠衣は目を逸らしながら口をとがらせた。

        「……綺麗ですよ、とても」

        　他意がなければクラッとしてしまうような、それはとっても素敵な褒め言葉だった。お返しに、こっちも頭を撫でてあげる。瑠衣は抵抗しなかった。

        　帰り支度をしている最中に、ガラッとドアが開いた。顔を出したのは、若い女性の教師。きょうの見回りは、南戸先生か。

        「あら、まだ残っていたのね、紅羽さん、稀篠さん」

        　私たちはすぐに外行きの顔を作る。

        「はい、今終わりました。お疲れ様です」

        「あとでカギを返しに、職員室に寄りますね」

        　南戸先生はその温和な顔を緩ませて、微笑んだ。南戸先生は美人だし、上品で優しいので、生徒からの評判も高い。年上より年下が好きな私でも、圏内な感じだ。

        「いいのよ、あなたたちならなんの心配もないでしょうから。選挙式、先生も楽しみにしているわ」

        　彼女はきっと想像もしないのだろう。生徒会室の中で、先ほどまでどんなことが行われていたのかを。瑠衣が私にキスをしながら、どんな顔をしていたのか。

        　はーい、と手を振る。先生がドアを締めるその直前、瑠衣の耳元にささやいた。

        「……私も好きよ、瑠衣」

        「――っ！」

        　瑠衣は顔を真っ赤にして、バッと私に振り返る。その態度に、南戸先生が首を傾げた。

        「？　どうかした、稀篠さん？」

        「い、いえ！　なにも！」

        　涙目で睨みつけてきたその一瞬の表情は、間違いなく今までのどんな稀篠瑠衣よりも、私の好みであった。

        　この一歩のリードは、なかなかの距離じゃないかしら？　私は残りの機会をどう楽しもうか、心を弾ませていた。

        　このままなら、彼女が私のもとにひざまずくことになる日も近いだろう、と私は楽観的に考える。

        　成績優秀で鉄面皮な彼女に対して、ずっと苦手意識をもっていたけど。でも、蓋を開けてみればこんなものだ。私の手のひらで踊る瑠衣はかわいくて、恋人という大義名分は非常に強力だった。

        　だが、校門の前で別れ際、ずっと黙り込んできた瑠衣が放った言葉。

        「では彩良さん、きょうはとっっても楽しかったです。……次ももっと、お互いの仲を深めましょうね？　では、ごきげんよう」

        　底冷えするような笑顔に、私はなにか嫌な予感を覚える。

        　端的に言うと、だ。

        　私のこの一件によって『恋人契約』は、攻守が交互に入れ替わるまったく容赦のない戦いへと発展することになったのだが……このときの私は、それを知らなかった。

        　

        　＊＊＊

        　

        　

        　十月も第四週目に入って、いよいよ愛誕祭の準備が本格化してきた。

        　高校二年生が中心となり、下級生を班ごとにわけて、それぞれがそれぞれの仕事を行っていく形だ。というわけで、会議室は賑わっている。

        「理事長から、学園ＯＧの名簿をもらってきたんですけど先輩、『つぼみ』をお願いする子の基準ってあるんですか？」

        「小学一年生から三年生までの女の子で、優先順位は三年生から順番です。とりあえず全員に連絡をしてみて、その後に都合のつきそうな人から順番に拾ってください」

        「はい、わかりました！」

        　瑠衣が下級生の子に指示を下す。一方、私は投票式用の告知ポスターのデザインについて、みんなと話し合っていた。

        「ここにドーンっとおっきな花を描くのはどうですか!?」

        「あっ、すごくいい……。やっぱり、ふたりが向かい合っている構図にする？」

        「お花ってもしかして、百合ですか!?」

        『きゃー』と黄色い声をあげる彼女らに、こらこら、と苦笑する。

        「あくまでも品格を第一優先に、だよ。教師はもちろん、保護者の方も見るポスターなんだからね。くれぐれも趣味に走らないように」

        　彼女たちは『はーい』と声を揃えて返事してくれた。素直でかわいい。これからきょうを含めた残り六週は、こんな風に騒がしく過ぎてゆくのだろう。

        　そうだ、と私は顔をあげた。

        「稀篠さん。日曜日は駅近くの喫茶店で大丈夫？」

        「ええ、それでお願いします」

        　するとその会話に、下級生が途端、色めき立つ。ま、そうなるよね。でも別にこれはやらしいこととかじゃないからね。

        　勇気ある高校一年生、良子ちゃんが直接、尋ねてきた。

        「えー？　センパイ方、休みの日にデートですか？」

        　瑠衣が名簿から顔をあげてにっこりと、鉄壁の笑顔を見せる。

        「そうですよ。先に予算案の雛形を組んでおこうと思いまして。本当はわたしひとりでやるつもりだったんですけど、そうしたら紅羽さんが手伝うって言ってくれまして。今回はお言葉に甘えることにしたんです」

        「そりゃあね。さすがに委員長ひとりにやらせるわけには、いかないもの」

        　これはちゃんと本音。瑠衣は自分でなんでもできるから先回りして他の人の負担を減らそうとしているみたいだけど、私にとってはそれ、借りを作るみたいなものだし。

        　ただ、先回りするのは瑠衣にとって日常茶飯事なことだったらしく、手伝うよって言ったときには、ずいぶんと驚かれた。いやいやそんな、当たり前だから。『……なにか魂胆でも、あるんですか？』って聞かれても、そんなのないから。善意とかですらなくて、人として当たり前のことよ。

        「よければ貴女たちも来る？」

        「い、いえ！　そんな！」

        「稀篠先輩と、紅羽先輩の間に入るなんて！」

        　女の子たちは恐縮していた。間にってなによ。今回は本当に色気のないただの作業なんだから、構わなかったのに。

        　瑠衣が、髪を耳にかけるという色っぽい仕草を無意識に見せびらかしつつ、ぼやく。

        「休みの日も、学校が空いてたらいいんですけどね」

        「そうしたら貴女、土日まで作業しに来ちゃうでしょ」

        「さすがに毎週は来れませんよ」

        「今からブラック企業に勤める下準備でもしてるつもり？」

        　まったくもう。それが点数稼ぎじゃなくて性分だっていうんだから、びっくりだわ。

        　得意なことは得意な人がやればいいじゃないですか。平然とそんなことを言える瑠衣だからこそ、これだけ多くの人から愛されているんでしょうけど。私だって事務作業がめちゃくちゃ早くて顔のいい女なんて、一家にひとりほしいわよ。

        　と、そんな風に軽口を叩いているとだ。

        　周りの子たちが、ぽかーんと私たちを見つめていた。さっきまでの態度とは少し違う、毒気を抜かれたような。うん？

        「どうかした？」

        「せ、センパイたち、なにかあったんですか!?」

        『え？』

        　私と瑠衣の声が重なる。

        「だって、今自然と仲良さそうに！」

        「ばか、良子……」

        「えっ、あっ、ごめんなさい、そういう意味じゃなくて！」

        　ハテナマークを浮かべていると、良子ちゃんの友達、倫ちゃんがものすごーく言いづらそうな顔で教えてくれた。

        　どうやら、私と瑠衣は学園で仲が悪く、冷戦状態が続いているという噂が流れていたらしい。なんでそんなことになってるのか……。

        　学年でたいていの子と仲がいい私が、瑠衣とはあまり話さなかったから、かな……。

        「知りませんでした……」

        　瑠衣はショックを受けていた。それを倫ちゃんが必死にフォローしている。

        　私は私で、うーむ、とうなった。もちろん表面上はお利口さんにしてるけど。

        「そんな風に思われていたなんて……ごめんなさいね。ずっと気を遣わせてしまっていたでしょう」

        「ああ、いえいえ！　でも勘違いだったらよかったです！　センパイ方が仲良いの、とってもいいことだと思います！」

        　えへへ、と良子ちゃんはかわいらしく笑う。かわいい。

        「センパイ方、ベル・フルールさまを争うライバルですし、でも、あたしは紅羽センパイも、稀篠センパイも、どちらも応援していますから！」

        　一瞬だけ、教室の空気がピシリと固まる。

        　私と瑠衣は素知らぬ顔をしているけれど、それがデリケートな話題だということは、回りの皆が示していた。

        「良子ぉ……」

        　隣の倫ちゃんが、もう勘弁してくれ、という調子でうめく。

        「大丈夫ですよ」

        　瑠衣が空気を入れ替えるように微笑んだ。

        「紅羽さんは素晴らしい方だと知っています。あまり言葉を交わさなかったのは、わたしが人見知りだからで、他意はないんですよ。ですから、紅羽さんがベル・フルールさまに選ばれても、それが皆さんの選んだことでしたら、わたしは心から祝福します」

        　その言葉で、良子ちゃんと倫ちゃんは救われたように胸を撫でおろす。

        　さすが稀篠さん、と誰かが言う。ニコニコと微笑んでいる瑠衣は、まさに『清らかな聖女』そのもので、この場のみんなは彼女こそがベル・フルールにふさわしいと思ったことだろう。うーん、強敵。

        　

        「で」

        　ようやくふたりきり。教室に残った私は予算案の数字に目を通しながら。

        「心から祝福してくれるの？」

        「そうですね。万が一、あなたが投票で選ばれることになったら、ですけれど」

        　瑠衣は魔法瓶から温かい紅茶を注ぎ、口をつけた。

        　そもそも投票前に決着をつけようとしているからこその発言ね。

        「あら、恋人に冷たい言い方」

        「わたし思ったんです。あまり甘やかすのも良くないんじゃないかって。愛することと、優しくすることと、甘やかすことは、どれもすべて別ですから」

        　こないだの好き好き発言で懲りました、ってことかしらね。

        「じゃあ愛してはくれているんだ？」

        　両手で蓋を持ったまま、瑠衣はしれっと言う。

        「ええ、愛してますよ」

        　これぐらいでは、もう微塵も動揺しなくなったらしい。日に日にタフになっていくわね、稀篠瑠衣。熟年夫婦みたいな落ち着きっぷりだわ。

        　でもそれは、あくまでも仮面をかぶっているだけ。さて、きょうはどの化けの皮を剥いでやろうかしら、と心の中の私がせせら笑う。

        「それにしても、まさか私と瑠衣の仲が険悪だって思われていたなんてねえ」

        「問題なのは、そこじゃないと思いますけれど」

        「どういうこと？」

        「わたしとあなたの関係性が変化した、と気づかれていることです。恋人関係は秘密のはずでしょう？　それなのに急に親しくなったら、なにかあったと思われて当然です。気をつけましょう」

        「ずいぶん難しく考えているのね。別にいいじゃない。選挙会を前にたったふたりの候補者がお互いを認め、高め合っているってことでさ。美談になっても、嫌がる人なんていないわ」

        　はぁ、と小さくため息をつく瑠衣。なにその反応。

        「彩良さんって、わたしが思っていたより、ずっとゆるい人ですね」

        「貴女は私が思っていた通りの生真面目さねえ」

        「好きになりました？」

        「そうね、正反対でとっても刺激的だわ」

        　似ているのはキスが好きっていうことぐらいか。でも、と私はふと思う。

        　体の関係からでも楽しめる私とは違って、生真面目な瑠衣がそんないい加減なことを良しとするのだろうか。なんとなくだけど、彼女の行動原理とは合わない気がした。

        「ねえ」

        「なんですか？」

        「瑠衣ってもしかして、前から私を知っていた？」

        　無言。彼女は鉄面皮とも違う無表情で、なにを考えているかはよくわからない。

        「……そうですね、知っていましたよ。あなたは有名ですから」

        「この人といつか恋人になりたいな、って思っていてくれてたの？」

        「どこかのタイミングで決着をつけなければならない相手だな、とは思っていました」

        　そんな色気のない目で見られていただなんて、ゾッとしないわね……。

        「宮本武蔵と佐々木小次郎じゃないんだから……」

        　だんだん取り繕わなくなってきた瑠衣を、ジト目で見やる。彼女はごまかすように咳払いした。そうして、椅子を引いて私の隣にやってくる。どうかした？

        「彩良さんの髪って、長くて綺麗ですね」

        「そうね、よく言われるわ。ありがとう」

        「触れてもいいですか？」

        「別にいいけれど。おかしいわね。キスは無断でしてこなかったかしら」

        「あれは彩良さんが喜ぶと思ってしたことですので」

        　この減らず口。瑠衣は宝石を扱うような手つきで、私の髪を撫でる。少し、こそばゆい。指に絡めて「きれい」だなんて言っちゃって。きょうのコースは褒め殺しかしら。

        「紅羽さんは昔から髪を伸ばしているんですか？」

        「短かった頃もあるわよ。小学生の頃だったけど。でも、そうね」

        　伸ばしたきっかけか。

        「昔見たベル・フルールさまの長い髪がね、とても綺麗だったの。チャペルの中で、純白のドレスをまとって、キラキラと輝いていたわ。だから私もベル・フルールになるときには、必ず髪は伸ばしておこうって思ったの」

        　瑠衣の指使いが止まる。

        「……ちゃんとした理由、あったんですね」

        「夢だもの。でも本当に衝撃を受けたのは、ベル・フルールさまの綺麗さじゃないわ。その場に集まったみんながね、あの人をまるで女神様でも見るような目で見つめていたの。これほどたくさんの人に愛される人になりたいって思ったわ」

        　彼女の反応を窺う。瑠衣は少し、嬉しそうだった。

        「……でも、彩良さんはもう、たくさんの人に愛されているじゃないですか？　ベル・フルールさまにこだわることは」

        「ダメ」

        　鉄の塊みたいな、硬質的な声が漏れた。

        　……いけない、気をつけなきゃ。

        　意識して、口調を和らげる。といってもたぶん、こんなことを言い出した時点で、話題のチョイスに失敗しちゃったんだろうけど。止められなくなってしまう。

        「誰かがベル・フルールさまになれば、私は二番になるの。みんなはベル・フルールさまだけを見て、私には目もくれなくなる。私が手に入れることができるのは、余り物だけ。……相手が貴女なら、なおさらね」

        「……そんなことは、ありませんよ。あなたのことを大切に思っている人は、ちゃんといます。その人は、あなたの立場なんかで手のひらを返したりしませんよ」

        　どうして瑠衣がフォローしてくれようとしているのか、わからない。いつもみたいに『そうですね』って言えばいいのに。

        　私がちょっと弱みを見せたら、すぐこれだ。いい子め。

        　冗談で言っていることと本気で言っていることの区別を、そんなに簡単につけないでよね。まったくもう、やりづらい。

        　私は内心渋い顔をしつつ、瑠衣に話を振った。

        「貴女はどうなの？　ベル・フルールさまになりたい理由」

        「わたしも似たようなものです。母に連れられてきた愛誕祭で、ベル・フルールさまを見て……。それで、なりたいなって思いました。なろうね、って」

        　ちらりと瑠衣は私を見た。それは私がよく味わう、どこか期待の込められた視線だった。うん？

        「真剣に目指しているんです。そのために、中学でも高校でも勉強をがんばって、常に一番をキープし続けてきました。生徒の模範になって、憧れてもらえるように身だしなみにだって気を遣って」

        「立派ね」

        　同じものを目指しながら、私とは努力の仕方が違う。瑠衣は理想の生徒像を目指し、私はモテるためにがんばってきた。

        　自分の努力の方向性が間違っているとは思わないけど、瑠衣を見て感じた『本物だ』という印象は、その違いによるものだったのだろう。

        「彩良さんは」

        「なぁに？」

        「……なんでもありません」

        　今度は、拗ねたような声。

        「……まったくもう、ですよ」

        　私の口ぶりを真似た瑠衣の指が私の髪をかきわける。あらわになった耳に顔を近づけてくる瑠衣は、なにをしてきたのかというと――。

        「ひゃ」

        　思わず声を漏らしてしまった。私は慌てて口を塞ぐ。

        　いや、貴女、それは反則じゃない？

        　瑠衣はいきなり耳に舌を突き入れてきた。

        　背筋がすっごくぞわりとしたわよ……。

        　そのまま耳元で、瑠衣がささやいてくる。

        「かわいい声、出すんですね」

        「こら、やめなさい、瑠衣」

        「ただ恋人を気持ちよくしてあげたいだけですよ。そう固くならないでください」

        「気持ちよくなんて」

        　舌が耳の中を舐める。れろ、という音が頭の中いっぱいに響いて、私はきつく唇を結んだ。油断していたらまた声が出てしまいそうだった。

        「瑠衣……」

        「耳、弱いんですね。ほら……もっとしてあげます、よ」

        　得意げな顔を睨みつけてやりたかったけど、それよりも私はおそらく真っ赤になっているであろう自分の顔を隠すので精一杯だった。

        　いつの間に瑠衣のスイッチが入ったのかはわからないけど、やばい。こんな美少女が、私の耳を舐めてくるとか。

        　私、ほんとに耳、弱いのかも……。

        　瑠衣は舌先を尖らせ、耳の奥をノックする。ねばついた唾液の音が、耳朶に滑り込む。ぞりぞり、と内壁をこすりあげられる。

        「ちょ、ちょっと……いい加減……」

        「だめです。こないだの仕返し……じゃなくて、お返し、ですから」

        　この子、きっとこのときを待ち望んでやがったんだわ。

        　熱い吐息をふぅと吹きつけられるだけで、私の腰がびくんと跳ねる。恥ずかしい。

        　瑠衣の声もどこか卑しくとろけていて、私は誘われるみたいに「あぁ……んぅ……」と喉を締める。

        　あぁ、もう……いつまでやるのよ、こいつ……。

        　何度もキスされた耳たぶを、はむと甘噛みされる。口の中に含んだ私の耳たぶを、瑠衣はちゅうちゅうと吸いあげる。

        　舌はそのまま耳の外周をなぞり、再び内側へ。

        「あっ……んっ！」

        　もういい加減無駄だろうけど、私は声を押し殺す。

        　瑠衣は私の反対側の耳に手を回し、そちらを短く切った爪の先でこしょこしょとくすぐってきた。左右の同時攻撃はやばい。やばいやばい。すごく効く。

        「あっ、はぁ、あっ……ああっ……」

        　耳のすぐ内側には脳がある。私は直接脳をいじられているような心地だった。

        　片方の耳からはじゅくじゅくという唾液混じりのねぶる音。

        　時々聞こえてくる「れろ……ぇろ……。ふぅ……れぇろ……」という、瑠衣のやらしい声がもうだめだった。

        　まるでひとつひとつの反応を確かめるように、瑠衣はいろんなパターンで私を責め立てた。舌を平たくして耳の中を全部いっぱいにしたり、尖らせた舌を耳かきするみたいにくるくるさせたり。

        「好き、好きですよ、彩良さん、好き……大好き……」だなんて、私を落とすためだけに作った声色で、甘ったるくささやきかけてきたり。

        　ほんっとねちっこい責め。なんなのこの子……。

        　私の頭はもうとっくにゆだっていて、瑠衣が制服の中に手を入れてきたことにもしばらく気づかなかった。

        　胸の先端をブラの上から弾かれて、私は「んっ！」とくぐもった声をあげる。

        　嘘でしょ、ちょっと、ここ学校なのよ。こらえきれず、小声で怒鳴る。

        「な、なに考えてるの、瑠衣……！」

        　瑠衣の顔はすぐそこにあった。潤んだ視界いっぱいに広がる、美少女の火照った淫靡な笑み。こぼれた息遣いの熱さが、私の頬を撫でる。

        「わたし、勉強ができるでしょう？　だから、こういうこともすぐに上手になるんですよ。どうですか、彩良さん……ほら、もっと気持ちよくして差しあげますから」

        　いやいや、私はされるほうじゃなくて、するほうなんだってば……。

        　心は強く拒否しているのに、言葉にならなかった。

        　瑠衣の耳舐めで力が抜ける。どさくさに紛れて、ブラまでたくし上げられた。シャツの下で、私の胸があらわになる。

        　待って、待って待って。私、学校でなんて格好させられてるの。

        　いい加減、怒鳴ってでも止めたほうがいいのに。でも、瑠衣の手つきは確かにすごく気持ちよくて、流されてしまいそうになってる。

        　てか、もうこんなことを許してる時点で、すっごく流されてるかもだけど……。

        「ねえ、瑠衣……瑠衣、ってばぁ……あ、ああっん！」

        「はい、わかってますよ、彩良さん。切ないんですね、すぐに触ってあげますから」

        「そういうことじゃないから……ってぇ……っ！」

        　いきなり胸の先をつままれる。口答えを許さないとでも言うようなタイミング。私の心を摘むような愛撫だ。

        　この子、ほんと、うますぎ……。

        　耳と胸の波状攻撃。だめだ。これ以上はさすがに。

        　無理、無理無理。はねのけるんだ。私は散らばった自制心を集める。

        「だめ……っ！」

        　私は必死になって、瑠衣を振り払った。

        　立ち上がる。椅子が転がって大きな音を立てた。

        　はぁ、はぁ、という私の息遣い。それだけじゃない。瑠衣も、ふー、ふー、と熱い息をはいている。しばらく、見つめ合う。

        　肌の火照りも冷めないまま、瑠衣はふふふ、と笑った。

        「ずいぶんと、かわいらしかったですよ、ハニー」

        　胸の奥がキュンと鳴る。うそうそ、鳴ってない。気のせいです。

        「……ば、ばかじゃないの、学校で、こんなこと……。これでやり返したつもり？」

        「なにを言っているんですか。わたしは恋人として、ハニーを気持ちよくさせてあげただけですよ」

        　恩着せがましいような態度。こんなことまでするなんて、と言いかけてやめる。確かに場所は問題だけど、行為についてはなんらおかしくない。だって私たちは恋人同士なんだから。

        　気持ちがモヤモヤしているのは、好き勝手されて悔しかったのか、それとも……途中で愛撫が終わったことによる、欲求不満なのか。

        「……別に、気持ちよくなんて、なかったわ」

        　さすがにかっこ悪い言い訳だった。そんなことを言った自分も、言わせた瑠衣にも腹が立つ。乱れた制服をそそくさと整える。あのまま許しちゃってたら、この子、スカートの中にも手を入れてきたかもしれないと思うと、目がチカチカする。

        　けど、彼女のたちの悪さはここからだった。

        　瑠衣は鞄の中からガサゴソとなにかを取り出す。

        「本当に、気持ちよくなかったんですか？　あんなに声が出ていたのに？」

        「なによ……。別に、ぜんぜん……」

        　瑠衣が手に持ったなにかのスイッチを入れる。

        『ねえ、瑠衣……瑠衣、ってばぁ……あ、ああっん！』

        　目の前が凍りついた。

        「え？」

        「かわいらしい声ですね、ハニー」

        　小悪魔のように微笑む瑠衣。それはボイスレコーダーだった。

        　頭がカッと熱くなる。

        「ばっ」

        「もちろん、これで脅したりなんてしませんよ。かわいい恋人をひどい目に遭わせるわけがないじゃないですか。わたしが個人的に楽しむだけです」

        　べちゃべちゃに溶かされたアイスクリームみたいな、私のあえぎ声が教室に響く。

        　恥ずかしさがピークに達して、耳鳴りがする。瑠衣の顔をまともに見れない。

        「こ、個人的に楽しむって……なに、それ……ヘンタイ……」

        「……え？　あっ！　そ、そういうつもりで言ったわけじゃありませんけどっ！」

        　気づいた瑠衣が顔を真っ赤にして首を振る。しかしすぐに、勝利を確信したかのような笑みを浮かべる。

        「まったくもう、です。変な発想をしないでくださいよ。ヘンタイですね、彩良さん……。学校で耳舐められて、胸をされて、気持ちよくなっちゃうような子ですもんね」

        　それもこれも、全部貴女のせいでしょ……。

        「素直になれば、わたしがたっぷり愛してあげますよ、彩良さん。これでわかりましたか？　あなたはするほうより、されるほうが好きなんですよ。ねえ？」

        　まるで私の知らない私を知っているような、自信満々の言い方。そんなのハッタリだってわかっているのに、相手と、シチュエーションと、実際に与えられた快感の三つが、私に抗弁を許さない。

        　そんなはずない。さっきのは瑠衣の行為が上手すぎたから、それに気を取られただけだ。でも、それってやっぱり、されるほうが好きってことじゃないだろうか。

        　ああもう、わかんなくなってきた。

        　ボイスレコーダーから他人のものみたいなあえぎ声が聞こえてくる。私たちは教室で向かい合い、そうして。

        「あの～」と控えめな声とともに、生徒会室のドアが開いた。

        　私は思わず飛びあがりそうになった。瑠衣もさすがに動揺してたけど、とっさにボイスレコーダーの電源を切ったのはさすがだった。

        　大丈夫、制服はもう整っている。顔は赤いかもしれないけど。振り返る。

        　見やると、そこには高一の良子ちゃんがいた。走ってきたのか、彼女の顔も赤い。

        「あ、あら、どうかした？」

        「いえ、ちょっと忘れ物しちゃって……あ、これです、この筆箱。外から見たら明かりがついてたから、まだセンパイ方残っているかなーって思って……えへへ」

        「ちょ、ちょっと、軽作業をしていたんですよ」

        「ええ、今終わって帰るところよ、ええ」

        　照れ笑いを浮かべる後輩を見て、少し高ぶりが落ちついてくる。唐突に現実に引き戻された感覚があり、私たちの間にあったいやらしい雰囲気は、すっかり霧散していた。

        　最初焦ったけど、むしろいいタイミングに来てくれた気がする。うん、瑠衣の魔の手を振り切ることができたしね。助かったわ、良子ちゃん。

        　恩人の彼女は、恥ずかしそうにしていた。

        「あの～……なんか、その、ヘンな声、聞こえませんでした……？」

        『え？』

        　声を合わせて聞き返す。

        　良子ちゃんが顔を赤くしていたのは、別に走ってきたわけじゃなくて……。

        「なんか～……その、女性の～、声っていうか……あ、いえ、やっぱりなんでもないです！　すみません、ふたりが知ってるはずないですよね！　だってぜんぜん知らない人の声でしたし！　なんでしょうかこれ、怪談かなにか、的な……？　あはは……」

        　私は良子ちゃんに見えないように、瑠衣の脇腹に肘打ちを入れた。

        「う！」

        「え、ど、どうかしたんですかセンパイ!?」

        「な、なんでもありませんよ……。き、気をつけて帰ってくださいね……」

        「は、はーい！」

        　彼女はぺこりと頭を下げ、まるでおばけから逃げ出すように部屋を出ていった。

        　良子ちゃんがいなくなるまで怒りを我慢していたのは、我ながらさすがの自制心だと褒めてあげたい。けれどもう、気を遣う必要はなくなった。

        　私は振り返りざまに、瑠衣の胸ぐらを掴む。

        　表情は笑顔で、しかしこめかみを引くつかせながら、ドスの利いた声を出す。

        「ねえ、瑠衣ぃ？」

        「な、なんですか、ハニー……」

        　貴女のせいで私たち破滅するところだったんだけど、わかっているのよね？　と目で脅す。十分わかっているようだった。

        「明後日の打ち合わせ、やっぱり駅前のカフェじゃなくて、貴女の家にお邪魔してもよろしいかしら？　ええ、よろしいわよね？」

        　瑠衣の顔が一気に引きつった。

        　私を激怒させてしまったことに、どうやら気づいたらしい。

        「構いません、けれど……。でも、駅から少々歩く場所にありますので、わざわざ彩良さんをお呼び立てするほどでは……」

        「あら、そんなことでくじけるわけないじゃない、初めて行く恋人のおうちだもの。足取りも軽いわ。精一杯おしゃれして、伺うわね」

        「そ、そうですか」

        「ええ」

        　まったくもう。

        　胸元を掴んでいた手を離して、さっさっと制服を整えてあげる。その後、私は彼女に本気のトーンで注意した。

        「もう学校ではこういうことしないからね。バレたら、貴女も私も困るでしょ」

        「……そ、そうですね、気をつけましょう……」

        「だから貴女のおうちで、ね」

        　ボイスレコーダーをぎゅっと握りしめながら青ざめる瑠衣の耳に、ささやく。

        「――恥をかかされた恨みは、一億倍にしてたっぷり返してあげるから」

        「……は、はい」

        　さすがに悪いと思ったのか、瑠衣も殊勝にうなずいた。

        　さて、なにをしてやろうかしらね――。


        　

    

    
        　第三章　おうちデート

        　

        　

        　デート前日の夜。お風呂上がりに筋トレを終えた私は、スマホのＬＩＮＥアプリを開く。ベッドに横になって瑠衣とちょっと長めのやり取りを交わした。

        　

        　彩良：瑠衣？

        　瑠衣：はい

        　彩良：明日なんだけど

        　瑠衣：はい

        　彩良：エッチなことするから、心の準備はしておいてね

        　瑠衣：……（返信まで時間がかかり）……。困ります

        　彩良：いきなりするより親切でしょ？　よろしくね

        　瑠衣：なにをするんですか？

        　彩良：瑠衣がすごくきもちよくなっちゃうこと

        　瑠衣：具体的には

        　彩良：プレイの内容って、そのときの雰囲気で変わるものじゃない？

        　瑠衣：知りませんけど

        　彩良：なんでそんなに聞きたがるの？　予行練習？　イメトレ？

        　瑠衣：違います

        　彩良：心配しなくても任せて　きもちよくしてあげるから　大丈夫

        　瑠衣：そういうのじゃなくて！

        　瑠衣：もういいです

        　瑠衣：お風呂に入りますので、また

        　彩良：瑠衣

        　瑠衣：はい

        　彩良：ちゃんとカラダをキレイにしててね、私のために

        　瑠衣：本当なにするつもりなんですか

        　

        　お風呂で、なにをされるんだろうと思いつつ、顔を赤らめながら瑠衣が体を洗っている姿を想像する。思わず笑みが浮かぶ。事前の仕掛けが効いてくれればいいんだけど。

        　こうして、翌日のデートの日がやってきた。

        　

        　

        　日曜日のお昼すぎ。

        　改札を出た私は、待ち合わせの場所へと向かっていた。

        　おしゃれをしてこいと言っておいてなんだけど、一応作業をするからっていうので、私が持ってきたのは通学系のブランドバッグ。だから、服はそれに伴って落ち着いた雰囲気のものになってしまった。

        　最近寒くなってきたからね。キャメルのノーカラーコートに薄墨色のマフラーを巻きつけている。一応、最近の好みで固めてはみた。

        　日曜日の駅前は当たり前のように賑わっている。さて、瑠衣はもうついているみたいだけど、どこかしら。

        　ひっきりなしに人通りが流れる中、その人物は時計台の下に腕組みをして立っていた。へえ、と眉をあげる。

        　まるでスポットライトに照らされているかのように、周辺だけが輝いて見えた。

        　稀篠瑠衣は、画一的な学校の制服を着ていても美少女だったけれど、こうして着飾った私服を目の当たりにすると、形容詞に『十年に一度の』とかをつけたくなってくる。

        　ベージュのコートに、インナーはニットのトップス。そして当然のようにロングのフレアスカートを履いていた。ズボン姿の彼女とか、想像できないもんね。

        　刺繍の綺麗なスカートだ。でも、そんな白いレースよりもずっと、彼女自身がきらびやかに見える。普段ギュッと閉じ込められている魅力が、私服のコーディネートによって満開に花開いているようだ。人だかりの中でも、その姿は実によく目立っていた。

        　なんか、ちょっとテンションあがっちゃうっていうか、だいぶテンションがあがっちゃうっていうか……いいわね、こういうの。

        　あんなに顔のいい子が私の恋人だなんて、嬉しくなる。マニキュアを塗った自分の手元が華やかで、ふと目に入ったときに気分がアガるような感覚っていうか。

        　ただの『待ち合わせ』に小さな感動を覚えつつ、私は彼女のもとへやってきた。

        「お待たせ」

        　軽く手を挙げる。時間ぴったりに現れた私を、瑠衣は不満げに睨んできた。なによ。

        「遅いです」

        「ちょうどでしょ」

        「待ち合わせというのは、アクシデントを想定して、十分は早く到着しておくべきだとは思いませんか？」

        　仏頂面の瑠衣は、休日でも優等生っぷりを遺憾なく発揮していた。

        　私はぽんぽんと瑠衣の頭を撫でる。せめて休みの日ぐらいヒールを履いて私の背を上回ろうと思ったであろう彼女は、ぐぬぬ、と私を見上げた。残念、こっちもです。

        　百六十センチの瑠衣と百六十四センチの私の差は、埋まらなかったのだ。

        「もう少し縮んでくれたほうが撫でやすいんだけど」

        「縮みませんからね？」

        　人混みから好奇の視線を感じる。こんなに顔のいい女を独り占めしちゃっているからだろう。でもこの子、私の彼女だから。

        「では、近くの駐車場に車が停めてありますので」

        「お迎えに来てくれたの？　ありがとね」

        「いえ……」

        　瑠衣は外で会う私への態度を決めかねているようだった。学校で恋人として振る舞うのは、いつもふたりきりのときだもんね。

        「瑠衣は私とエッチなことをするんだと思いながら寝て、朝起きて、お昼食べて、支度して、迎えにきてくれたの？」

        「……違います。委員会のお仕事のためです」

        「それはもちろん当たり前でしょ。なに言ってるの、そのあとよ」

        「そのあと、って……」

        　私の言葉に、瑠衣は嫌そうに眉根を寄せながら、頬を赤くして釘を刺してくる。

        「い、言っておきますけど、きょう、うちの人いますからね……？」

        「じゃあ、あんまり恥ずかしい声は出せないね、瑠衣」

        「恥ずかしい声、って……そんな、そんなことするつもりですか？」

        「うん」

        　鷹揚にうなずく。瑠衣はさらに顔を赤くしてうつむいた。

        「そりゃ、こないだのことは、わたしが悪かったですけど……でも、だからって、その仕返しに乱暴なこととかはちょっと、怖いって言いますか……」

        「え？　いやいや、そんなことするわけないでしょ。なにヘンな想像してるのよ。優しくするに決まってるってば。だって瑠衣は、私の大切な」

        　隣を歩く瑠衣が、じっとこちらを上目遣いに見つめてくる。

        　なんだか急に気恥ずかしくなって、顔をそらす。

        「……恋人、なんだから」

        「……う、はい……」

        　駐車場に向かっているだけなのに、まるで初体験を迎えるためにホテルへ歩いているみたいな雰囲気だ。おうちの人が迎えに来てくれているのに、これはちょっとまずい。ムード作りすぎた。

        　私たちは妙な空気を漂わせたまま、黙り込む。これじゃますます初々しいカップルだ。こうなる予定じゃなかったのに、おかしいな。

        　ちらりと横目で瑠衣を窺う。耳が赤く染まっている。

        　彼女はどんな想像をしているんだろう。頭の中を覗いてみたい。彼女の中で私はどんな顔をして、どんな態度で彼女を責め立てているのか。瑠衣は本当はなにをされたいと願っているのか、知りたい。全部話してくれれば楽なのにな。

        　って、これじゃ瑠衣のことを意識してるみたいじゃない。休日に顔のいい女の子を見れたからって、浮かれすぎだから私。落ち着け。自分のペースを保って。

        　早歩きする瑠衣の後をついてって、駅近くの駐車場に到着する。だけど、きょう最初に驚かされたのは、私のほうだった。

        　駐車場に停まっていたのは、黒塗りのリムジンだった。え、ええ……？

        　しかも美人なメイドの運転手さんつき。メイドさんて。今どきメイドさんって本当にいるんだ……。うやうやしく頭を下げてくる。私は会釈を返す。

        　隣の憮然とした美少女に、小声で問う。

        「ちょっと瑠衣、どういうこと」

        「……ごく一般的な家庭に生まれたんだと、中学に入るまでは思っていたんですよ」

        　言い訳するみたいに瑠衣は言う。

        　車で十分かけて到着したその家は、まさに豪邸と呼ぶのがふさわしいほどの大きさだった。……一般的？

        　

        　背の高い塀に囲まれたそのおうちは、大きな門があり、お手伝いさん用の出入り口があり、さらに中に入ると庭の芝生は整えられており、停まっている車はどれもこれも高級車で……。え、なに、ヨーロッパのお城？　電気代だけで月何十万もかかりそう。

        　リムジンから降りた私はメイドさんに案内されて、稀篠家に足を踏み入れる。土足で上がるタイプのホールが出迎えてくれた。ホテルみたいだ。明らかに高そうな調度品があちこちに置いてある。転んで傷つけたら、私がバイトしても弁償は無理そうだ。鞄を抱え直す。

        「すごいわね」

        　素直な感想を漏らすと、隣に立っていた瑠衣は意外そうに眉をあげた。

        「あんまり驚かないんですね、紅羽さん」

        「そうね」

        　しっかり驚いてますけど。外見を取り繕うのは得意なほうなので、

        　ただ瑠衣は、私が平然としていたほうがお気に召したようだ。

        「わたしの家に来た人はみんな、とても居心地悪そうにしていました。てっきり紅羽さんも、借りてきた猫のようになるかとばかり」

        「別に、大きいからって瑠衣の家であることには変わりないでしょ」

        「そう、ですけど……あなたって、わたしの想像以上にふてぶてしかったんですね」

        　えっ、すぐに悪口？

        　だったらいいわ、ふてぶてしい猫みたいに言ってやろうじゃないの。

        「いい紅茶をごちそうしてもらえるって、期待してもいいのかしら？」

        「なんだったら、三十の銘柄を飲み比べでもしますか？」

        　口元を緩めてそんなことを言う瑠衣。面白そうだけど、お断りした。ベル・フルール投票式までは、おなかたぷたぷになりたくないし。

        　

        　豪邸の階段を登ったり廊下を進んだりしてようやくたどり着いた瑠衣の部屋は、思ったより普通だった。

        　広いけど、せいぜい十二畳ぐらい。カーペットの敷かれたフローリングの部屋だ。女の子の部屋にありそうなものは一通り揃っていて、壁の端にはベッドがあった。目を引くのは大きな四つの本棚ぐらいだろうか。入り口付近に立って、部屋を見回す。

        「壁に鹿の首もかかってないし、床に熊の毛皮の絨毯も敷かれてないのね」

        「そういう趣味だとは思いませんでした。そのうち、彩良さんの部屋にお邪魔するのが楽しみですよ」

        　うちはごく一般的な中流家庭です。

        　瑠衣は呼び方を『彩良』に変えたことから、ここからようやくいつもの恋人ごっこの始まり、ということなのだろう。

        「普段、この部屋で生活しているのねえ」

        　ありとあらゆるものが、理路整然と整えられている。本棚の背表紙も、出版社ごとにきっちりと揃えられていた。瑠衣の頭の中も、きっとこんな風に整理整頓されているのだろう。確かにイメージぴったり。

        　部屋全体の配色はやはり淡い青色が多い。大きな枕のカバーも水色だった。壁にかかったコルクボードに飾られているアクセサリーは、ラピスラズリばかり。本当に青が好きなのね。

        　あちこち観察していると、瑠衣に半眼で見つめられた。

        「……あんまりじろじろ見ないでくださいね？　さすがに、恥ずかしいので」

        「初めて恋人の部屋に来たんだから、ちょっとは大目に見てくれない？」

        「…………ちょっとだけ、なら、まあ」

        　嘆息された。その頬が赤い。でもなんだかんだ恋人を甘やかしてくれるようだ。瑠衣ってばなんか、ダメな人に引っかかりそうなオーラもあるわね……。

        　それはそうとして、お許しをいただけたので、本棚を覗く。って……。

        「なんか、瑠衣さ」

        「はい」

        「百合ジャンルの本、多くない？」

        　棚のひとつが、女の子と女の子の恋愛を描いた本に占領されていた。いやね、私とこんな関係になっている以上、そういう嗜好があるとは知っていたつもりだけどさ。ちゃんと筋金入りだったのね。中にはけっこう過激なやつも、堂々と置いてある。

        　瑠衣はこほんと咳払いした。

        「どうして背表紙を見ただけで、百合ジャンルが多いってわかるんですか？」

        　しまった。巧妙な罠だわ。

        　開き直る。

        「『私の百合はお仕事です！』の新刊、よかったわよね」

        「そうですね。じゃなくて、わたしは、漫画は漫画として楽しんでいますので」

        「女性同士の恋愛が好きってわけじゃないの？」

        「……正直なことを言うと、よくわかりませんでした。でも告白されることは多かったので、そういう人の気持ちが知りたくて。最初に買った目的は、そういうものです」

        「なるほど。今ではどっぷり、と」

        「単純に漫画として面白かったのもありますけど……まあ、現在進行形でお付き合いしている方が、女性ですからね」

        　そりゃそうだわ。

        　私が本棚に向かっている間に、瑠衣がテーブルの上にある小さなベルを鳴らした。チリンチリンと柔らかく響く。少しして、コンコンとノックの音が聞こえて、ドアの向こうから淑やかな声がする。

        「はい、いかがされました？」

        「二人分、紅茶お願い」

        「かしこまりました」

        　なんだそのおしゃれなやり取り。

        　瑠衣もこれが普通ではないとわかっているからか、照れ隠しにムスッとしていた。

        「……さっきの人は、北川さんです。車を運転してくれたお手伝いさんです。わたしが中学に入った頃からおうちで働いてくださってて。当時は大学生でしたが……」

        　ああ、とうなずく。前髪を流してピシッとまとめた、綺麗な人だった。ずいぶん若く見えたけど、二四、五才ぐらいかな。

        「い、いいから、予算案、しあげちゃいましょう」

        　瑠衣は口をとがらせてテーブルの前のクッションに座る。ハニーがやる気なら仕方ない。本を棚に戻し、私も腰を下ろした。

        「そうね、先に終わらせちゃいましょう」

        「……『先に』」

        　瑠衣が嫌そうにうめいた。きょうは休日、時間はまだまだあるものね。

        　

        「さてと」

        　今年度の生徒数による予算と去年までのものを照らし合わせ、部活動、保護者会からの申請を加え、調整を進めてゆく。こんなのは、誰にでもできる雑用だ。といっても、実行委員の仕事の大半は雑用なんだけどね。

        　黙々と私と瑠衣はペンを走らせる。電卓を横に起き、計算を続けて数字を記入する。

        　温かな紅茶の香りと、正面に座る真剣な顔をした少女の体温。瑠衣とこうやって向き合いながら、無言で作業するのは、なんだか不思議な心地だった。

        　すごく落ち着いて、集中できた気がする。……やっぱりいいお家は違うってことかしら？　あるいは、上等な紅茶のおかげか。

        　無駄話もなく二時間と少し。思ったより進んだので、雛形というよりもほとんど完成品ができあがってしまった。

        「こんなところかしら」

        「……いえ、まだどこかに記入漏れがあるかもしれませんから」

        　瑠衣は真面目ねえ、と私はテーブルに頬杖をつく。こんな風に普段の彼女を正面から見る機会は、あんまりなかったから、退屈しないわね。なんといっても、顔がいい。

        　大好きな曲をリピートしているうちに時間が過ぎ去ってしまうかのように、私はじっと彼女を見つめていた。

        　気づくのは、瑠衣の容姿の造形美が生まれ持ったものだけではなく、当然ながら佇まいや品性によって引き立てられていることだ。

        「…………」

        　気づく。瑠衣の柔らかな頬が少しずつ紅葉色に染まってきている。これはまさか。

        「……ひょっとして瑠衣、このあとを引き伸ばしたくて、無駄に見直していない？」

        「そ、そんなことはありませんけど」

        「もういいでしょ。瑠衣がケアレスミスするわけないんだから」

        　私はプリントをめくる瑠衣の手を掴む。顔をあげた彼女と目が合う。

        「あ、あの」

        　すぐに瑠衣は手を引っ込めて、立ち上がった。

        「……お手洗いに、行ってきます」

        「ああ、うん」

        　その背を見送りながら思う。まさか瑠衣、これきり戻ってこないんじゃないわよね……。律儀な瑠衣が敵前逃亡するとは思えないけど、ありえない話ではないし。

        「仕方ないやつね……」

        　私は暇つぶしに本棚を漁る。

        　有名どころの百合作品が一通り揃っているから、たとえ閉じ込められても二週間は退屈しなさそう。あ、本棚の隅っこにお宝を発見。アルバムだ。

        　ためらいなく引っこ抜く。すると、一緒になにかがパラパラと落ちてきた。パンパンに詰まった封筒だ。中に入っていた便箋が床に散らばる。これって……。

        　カラフルな便箋が醸し出す雰囲気には、覚えがある。

        「ラブレター……よね」

        　ちゃんと人から贈られたものを保管しているあたり、その几帳面さが窺える。ずいぶん古いものもある。小学生時代とかかしら。

        　瑠衣のものを勝手に見るのはともかく、この中身を覗くのはなんだか違う気がしたので、封筒に入れ直して棚に戻す。

        　さすが二大ベル・フルール候補のひとり。モテモテじゃないの。そんなのわかっていたはずだけど、なんだか少しイラッとする。アルバムをめくることに躊躇がなくなった。もともとなかったけど。

        　小学校の卒業アルバムだ。めくっていく。クラスの顔写真には、明らかに異彩を放つ美少女が映っている。瑠衣だ。

        「……ん？　んん……？」

        　私は目を凝らした。その美少女の顔に、なんだか見覚えがあるような気がする。今の面影が残っているからだろうか。なんだろう。引っかかっているものは、それだけじゃない気がする。

        　適当にぱらぱらめくる。さすがの美少女っぷりなので、瑠衣がどこにいるかはすぐに見つけられた。笑顔の写真があまりないのは、当時から生真面目だった証拠かな。

        　私がぼんやりとした感情を持て余していると、バタンとドアが開いた。

        「ちょ、ちょっと！　ななななに見てるんですか！」

        「あ、おかえり瑠衣。逃げたかなって思ったけど、ちゃんと戻ってきたんだね。えらいえらい」

        　アルバムをひったくられた。乱暴な。

        　瑠衣は顔を赤くしている。

        「ごめんね、でも当時もかわいかったよ」

        「そういう問題じゃないです。……まったく、油断も隙もなりませんね。他に余計なものは見ていないでしょうね？」

        「ええ。ラブレターが落ちたけれど、ちゃんと封を開けずに封筒に戻したわ」

        　素直に言ったのに、めちゃくちゃ睨まれた。

        「モテモテなのね、瑠衣」

        「あれは…………そういうのじゃないです。そういうんじゃ」

        　語気が急に弱まる。

        「あの」

        　まるでコップから水があふれるように、瑠衣は口を開いた。

        「前に言ってましたよね、彩良さん。たくさんの人に愛してもらえるように、ベル・フルールさまになりたい、って」

        「ええ」

        「あれって……その」

        　アルバムをしまった瑠衣は、私を熱っぽく見つめた。

        「……わたしひとりにモテるだけじゃ、ダメなんですか？」

        　おっと、これは……。

        「……素敵な口説き文句ね」

        　もしかしたら本気かと思ったんだけど、違うようだ。瑠衣の攻撃だわ、これ。

        　私は顔を近づけて、彼女の唇にキスをする。甘い味がした。

        　首に細い腕が絡んできて、瑠衣は私のキスを受け入れる。積極的。

        「二ヶ月と言わず、これから先もずっと瑠衣が私のそばにいてくれるなら、考えなくもないけど」

        　瑠衣の大きな瞳がぱっちりと私を映す。

        「本当ですか？」

        　不覚にもドキッとしてしまう。自分の綺麗さを自覚した美少女は、たちが悪い。

        　ダメダメ。これがこの子の手なんだから。

        「……そう言って私をからかうつもり？　用が終わったらポイだなんて、悪女ね」

        　私がそういう態度を取ると、瑠衣もまた頬を緩めた。

        「それは、彩良さんのほうでしょう？　わたしの心を奪っておいて……あぁ」

        　言葉でじゃれ合いながら耳を撫でる。頬にキスをする。瑠衣は気持ちよさそうに目を細めた。さ、それじゃあ始めましょうか。

        　ところが、だ。

        　いざベッドに押し倒したところで「ちょ、ちょっと待ってください」というマジなタイムが入った。

        「え、なに？」

        「なに、っていうか……。あの、この先ってどこまでするつもりなんでしょうか……さんざん聞いたのに、教えてくれませんでしたし……」

        「どこまでって、そりゃ……」

        　考えてなかったけど……最後まで？　いやいや、最後ってどこ。そこまでやるつもりないわよ。顔が熱くなってくる。

        　ベッドに寝そべる瑠衣も、恥ずかしそうにごろりと横を向いた。

        「わたし、こういうことをするの初めてなので」

        「う、うん」

        　ちょっと、素に戻らないでほしいな……。めちゃくちゃ恥ずかしいから。

        「まあ、相手は紅羽さんなので、別にいいんですけど」

        「いいんだ」

        「だって、上手そうですし……」

        「ああ、まあ……」

        　私も初めてとは言えない雰囲気になってしまったわね……。

        「それに、いちおうは……興味のある、年頃なので……」

        「………………」

        「ちょっ、なんで無言で胸をまさぐりだすんですか!?」

        「いや、だって、あの優等生然とした稀篠さんがすごく顔を赤らめて、エロいことに興味あるとか言い出すんだから、興奮するに決まってるじゃない」

        「こ、言葉が直接的すぎます！」

        　批判された。釈然としない。

        「私の耳をあれだけしゃぶったくせに、いまさら怖気づくの？」

        「そ、そういうわけではありません。ただ、ここから先はさすがに、遊びというわけにはいかないので」

        　待って。私は遊びで耳をねぶられて、胸を揉まれたわけ？

        「……もし、紅羽さんが、このことを重荷に思ったり、責任を感じたりするようなことがあれば、もっと他の勝負方法で、ですね……。これはいつもの挑発的な態度とかではなく、ちゃんとしたお話でして……きゃあっ」

        　私は言葉の終わりを待たずに、瑠衣の胸に顔を埋めた。紅茶の茶葉のような、芳醇な香りがする。そのまま、わずかに顔を持ち上げた。

        「あのね、瑠衣。聞いて」

        「は、はい……」

        　組み敷いてる瑠衣の胸元から、ドキドキと心臓の音が響いてくるようだ。

        「どうせなら、もう正直に言っちゃうけど」

        「はい……」

        　顔を真っ赤にしている瑠衣に向かって、本当の気持ちを飾らず口にする。

        「私はね。――顔のいい女の子を抱けるチャンスがあるなら、絶対に逃さないわよ」

        　決め台詞のつもりだったんだけど。

        　瑠衣が私を見る目は、なぜか冷たいものだった。

        「……彩良さんって、どうしてそんな風になっちゃったんですか？」

        「え!?」

        　なんなの、失礼じゃない？

        　くすっと瑠衣は笑った。笑われました。

        「彩良さんって、思ったより…………ユーモラスな方ですね」

        　なんかすごく婉曲な表現を使われたようだ。

        「こんなこと、他のやつには言わないわよ。もっと理想のお姉さまを演じているもの。瑠衣だけよ」

        「……そちらのほうが、よほど効き目のある言葉じゃないですか」

        　そう言って瑠衣が笑う。私もつられて笑った。

        「お互いのこと、これでまた少し知れましたね」

        「そうかもね」

        　肌を重ねてから培っていく友情なんて、なんだかおかしな話だけど。

        　でも、ま。

        「だからといって、手加減なんてしてやんないからね」

        　きょうは私が責める番。それだけは譲れない。すると瑠衣は、胸の前で両手を組んで、まるで拗ねるように言った。

        「トイレに行った際に、ちゃんと……北川さんたちには、あの……集中したいので、お部屋にはあまり近づかないように、伝えておきましたので……」

        　それって、つまり。

        「声出してもバレないから、好きにしてください、ってこと？　瑠衣、やらしすぎ」

        　瑠衣はまるで甘えるように、私を上目遣いで見つめてきた。

        「……そ、そのかわり、気持ちよくしてくださるんでしょう？」

        　まったくもう。その余裕、すぐに吹き飛ばしてあげるから。

        　私はベッドの上に寝転んだ美味しそうな美少女に、顔を近づけた。

        　

        　勢いよく瑠衣の上着をたくし上げる。せっかくの綺麗なトップスを剥ぎ取られた瑠衣は、心細そうに瞳を揺らしていた。

        　ゾクゾクする。他にすがるものがなにもなくて、相手に許しを請うしかないような、そんな――私の好きな目だ。

        　フリルのついた青いブラジャー。胸はけっこうある。布地の上から爪を立ててひっかくと、瑠衣は「んっ……」と押さえきれずに声を漏らす。

        「恋人を部屋に招くから、下着もちゃんとオシャレしててくれたの？」

        「こ、これは違います……。ただの、普段から使ってる……」

        「なら、そういうことにしておいてあげる」

        「ああっ……！」

        　先端をキュッとつまむと、瑠衣はたまらず体をはねさせた。どうしよう、すごく楽しい。やっぱり私は絶対に上のほうが性に合っている。私の指先が動くだけで、瑠衣が身をよじるんだもの。

        　細い腰を撫でる。無駄な肉なんてなんにもなくて、とっても綺麗。自分のこの体を毎晩見ていたら、欲求不満にもなるでしょうね。そんなおかしなことを考える。

        　今だけはスカートがシワになるのも構わず、私は瑠衣にのしかかる。

        　彼女を潰さないように肘で体を支えながら、キスをする。深いところを突き刺すように、舌をねじ込む。唾液を奪い合うような、激しいキスだ。

        　瑠衣とのキスは、まるで私たちの関係にそっくりだった。お互いに相手を落とすことしか考えていないのに、無意識にはちゃんとふたりで気持ちよくなろうとしている。相手が気持ちよくなれば気持ちよくなるほど、その快感が自分に返ってくることを知っているからだ。私たちはこんなところまで、よく似ていた。

        「……ねえ、瑠衣、私のこと、好き？」

        　だからキスとキスの間に、そんなことを聞く。

        　もう瑠衣の目はとろんと垂れ下がっている。涙がにじんで虹彩がキラキラと輝く。

        「すき、すき、ですよ……さらさん、すき……すき、っ……」

        　蜜よりも甘いささやき。それが事実かどうかなんて関係ないのだ。

        　私たちは気持ちよくなるために、相手を利用している。不純だなんて、私はぜんぜん思わない。だって相手は瑠衣で、私は彩良だ。私には彼女しかいなくて、彼女には私しかいないんだから。こうして、ふたりで気持ちよくなるのは、当たり前のことなのだ。

        　まあ、その上で、彼女の支配権を奪えたなら、最高なんだけどね。

        　ブラを剥ぎ取って、その胸を優しく揉みしだく。瑠衣の胸は真っ白、処女雪みたいに綺麗だった。そこに触れるたびにどんどんと興奮が高まる。

        　上の口ではずっと繋がったまま、私は腰の下に手を滑らせた。「や、あっ」と反射的に起き上がろうとする瑠衣を、無理矢理にベッドに押しつける。ちゃんと筋トレしててよかった。文化部系の瑠衣は非力で、私の下から脱出することはできない。

        　瞬間。

        　あ、やばい、と思った。

        　今の瑠衣の心は裸で、学校で私に反発したり、こんな立派なおうちに住んでいるお嬢様だったり、そういうのは全部とっぱらわれていて。

        　潤んだ瞳で私を見上げる瑠衣は、抱きしめれば折れそうなほど華奢で、甘い香りがして、信じられないほどに魅力的だった。

        　真っ正面から、すっごくいっぱいの『女の子』を浴びて、胸がキュンと鳴った。

        　こんなのに耐えられる子なんて、いるんだろうか。

        　このままじゃ落ちちゃう――なんて、予感があったから。

        　私は無理矢理にでも、自分を動かした。

        　行為に溺れることで、己を保とうとしたのだった。

        　スカートの中に入れた手で、まずはふとももをさする。押し返してくる弾力を楽しむように、つんつんと。あくまでもゆっくり。まだまだ、楽しませてもらうんだからね。

        　普段は白いニーソックスに覆われたその足を見て、何度好きにしてやりたいと思っただろうか。思う存分、撫で回す。

        　自分のそれとはまるで違っていて、瑠衣の真っ白で細い素足は、なんだか彼女のパーツの中でも一番『女』を感じさせられた。

        　行き交う指先の進路を勝手に想像した瑠衣が、時折「んっ、うぅん……」ともどかしそうに腰を動かす。でもそれは空振り。

        　私が肝心なところを触れずに脚の感触を楽しんでいると、瑠衣は両手を私の首に絡めてきた。キスがより一層激しくなる。絶対これ、催促されているやつだわ。

        「すき、すき……すきです、さらさん……」

        「ええ、好きよ、瑠衣」

        「あっ、あっ、すきっ、ですからぁっ……」

        　さらに媚びるみたいな、屈服している子そのものの声。瑠衣ってぜんぜん堪え性がないのね。私も頭が溶けて限界が近い。瑠衣の快感が私にも伝わっているみたいだ。

        　けど、こないだ恥ずかしい目に合わされた私が、まだまだだめ、と許してくんない。

        　ごめんね、瑠衣。でもしょうがないよね、だって自業自得でしょ？

        　キスをして、耳を撫でる。頬を撫でて、胸をいじってあげる。切なげに声をあげる瑠衣。腰の敏感な部分をさする。きっと誰も触ったことのない、その足にも触れてあげる。でも、その奥だけはだめ。もっともっと、焦らす。

        「さら、さん……っ」

        「なぁに？」

        　もう瑠衣の顔はひどいことになっていた。目の端からは涙がこぼれて、半開きになった口の周りはキスのあとでドロドロ。欲しがるみたいに舌がちろちろと動いてて、汗で張りついた前髪は、みっともなく乱れている。

        　なのにその美しさは、微塵も損なわれていないどころか、また新たな魅力を彼女に付与している。妖艶で淫猥な、誰もが生唾を飲み込んでしまうような、そんな果実の美。

        「おね、がい、ですからぁ……っ」

        「どうしてほしい？」

        　瑠衣の声はしとどに濡れている。わかりきったことを聞く私に、瑠衣は最後の抵抗をみせる。唇を噛んで、すごく切なそう。

        「……さらさん、わたし、もう……もぉ……」

        「だから、なに？」

        　わざと強く言うと、瑠衣はなんだかもう泣きそうな顔をする。それを見下ろすだけで高ぶった私の奥の熱が、あふれてきそうだ。

        「さわって、ください……」

        「さっきからずっと、かわいがってあげてるじゃない」

        「ちが、ちがいます……。だから、もっとぉ……下のほう、です……ってばぁ……」

        　ふとももをこすり合わせる瑠衣。私はそこで彼女の上から退いた。立ち上がった私を見て、瑠衣は風船を取りあげられた子どもみたいな顔をする。

        「瑠衣」

        「あっ」

        　ぐいと手を掴んで、彼女を無理矢理立たせる。そのまま引っ張って歩かせた。瑠衣はよたよたと赤ちゃんみたいな足取りで、壁際にやってくる。

        　壁に両手を突かせて、彼女のスカートをめくる。まるで尻叩きをされるみたいなポーズになった瑠衣は肩越しに振り返り、不安げに私を見つめている。

        「や、こんな、かっこう……さら、さん……？」

        「してあげるわ」

        　扇情的な格好をさせられた瑠衣の耳元に顔を近づけて、ささやく。

        「………………って、言えたらね」

        　瑠衣がこれ以上ないほどに、顔を真っ赤にした。

        　いうなれば、ただの恋人ごっこ。だけど、頭のいい瑠衣はとっくに理解してしまった。どうすればこのゲームを、楽しめるのかを。

        　お互いが落とされる寸前まで踏み込まなきゃ、この勝負は成り立たない。身も心もぜんぶ、相手に叩きつける。それが私たちの火遊び。

        　だから、きっと瑠衣は言う。私にはその確信があった。

        　壁に両手をついた瑠衣が、胸をはだけてスカートをめくられた姿でうつむいて、震える桃色の唇を開いた。

        「……おねがい、します。彩良さん……。どうか、聞き分けのないわたしを……屈服させて、ください……」

        　言った。

        　私は後ろからその首筋に優しくキスをしてあげる。

        「いいわ、瑠衣。私に甘えてくれる限り、私は瑠衣を全力で楽しませてあげる。忘れないでね。私は貴女のための私、なんだから」

        「ああっ！」

        　白い喉がきゅっと絞られる。快楽を感じて引き締まっているその首元を見るのが好きだ。もう彼女に余裕気な部分なんて、どこにもない。でもそれは私も同じ。全力で屈服させてあげるって、言ったんだから。

        「ほら、足開いて。それに、ちゃんと立ちなさい、瑠衣。膝が震えているわよ」

        「むり、むり……こんなの、むりです……っ、あっ！　んっ、あっ！」

        　私は瑠衣のナイロン素材の生地の中に手を入れて、彼女の望みを思う存分叶えてあげる。強い快感の波に襲われた瑠衣は、もうずっと喘ぎ声を押さえることができずにいる。まったく、人払いしてなかったら、どうなってたことか。

        　がくがくと腰を震わせる瑠衣は、もう全身どこを触っても感じちゃうみたいだけど、やっぱり一番のお気に入りは快感の神経が集中しているその部分だった。だって、待ち望んでたんだもんね。言われるがまま、おねだりしちゃうぐらいに。

        「も、もぉ……だ、だめ……これいじょっ、おかしく……っ」

        　頂きに登りつめてゆく瑠衣の乱れる様を、後ろから責めながら、思う存分に堪能する。じゅくじゅくという音の響く部屋の中、瑠衣の熱い息遣いがそれを塗りつぶす。

        　さて、そろそろかな。

        　すっかり忘れちゃってるんだろう、瑠衣は。私がこの家にやってきた本当の目的を。こないだ恥ずかしい目に合わされたそのお返しだってこと。

        　だから、私は手の中にあったハンドベルを鳴らす。

        　チリンチリンという音色は、瑠衣の目を覚ます冷水のようだった。

        「えっ……？」

        　真っ赤になった顔で振り返ってくる瑠衣に、私は微笑む。それはきっと、すごく意地の悪い笑みだっただろう。

        「がんばってね、瑠衣。声、出さないように」

        　私の意図に気づいた瑠衣が、絶望的な表情をした。

        　瑠衣は目をつむってギュッと唇を引き締める。私は彼女の背中からふとももまでを、ゆるゆると撫で回す。ぴくぴくと反応はしているけれど、声を漏らさないように必死に耐えているみたいだ。ま、手加減してあげてるからね。

        　再び、ショーツの中に手を潜り込ませる。ぞんぶんに濡れたその箇所を中指で刺激すると「ひゃぁ！」と押さえきれずにかわいらしくさえずった。

        「……ちょっと、じょ、冗談じゃ済まされないんです、から……！」

        　小声で叱りつけてくる瑠衣の声を無視して、さらに指をこすりつけると、ぬるぬるになっていたところは抵抗もなく滑った。体を震わせる瑠衣は、いやいやと首を振る。

        　すぐドアの向こうから、声がする。

        「はい、いかがされました？」

        　もう人払いが終わったと思ってやってきた、メイドの北川さんだ。そのクールな声を聞いた瑠衣が、身をこわばらせる。壁一枚隔てた廊下に、他の人がいるという状況。

        　おしりを突き出して、壁に手をつかされている瑠衣は、まるですがるような目でわたしを見つめてきた。どうすればいいの？　という色。あるいは、どうすれば許してくれるの……？　という、慈悲を乞うような。

        　私は笑みを深くする。ドア越しに言う。

        「あ、すみません。つい、鳴らしてしまって」

        　申し訳なさそうな声を作ると、ああ、と小さく笑い声がした。

        「いえ、構いませんよ。休日は暇しておりますので。紅茶のおかわりはいかがですか？」

        「まだ大丈夫です、ありがとうございます」

        　私が爽やかにそう話している前で、瑠衣は片手で一生懸命に口を塞いでいる。私はずっと指をねっとりと動かしていて、瑠衣は必死に耐えている。でもね、瑠衣。貴女、さっきよりずっと気持ちよさそうにしているの、自分で気づいてないでしょ。

        「それでは、なにか御用があれば、お気軽におっしゃってください。もちろん、御用がなくても構いませんので」

        　北川さんがそう言って頭を下げた気配がした。私は指使いを激しくする。「っ！」と瑠衣が悲鳴を漏らす。もうこれ以上は我慢できそうにないようだ。だけど、もう少しだけ我慢すれば、北川さんは行ってくれる。あと少しの辛抱――。

        「あ、北川さん」

        「はい？」

        　なんで呼び止めるの⁉　と非難がましく睨みつけられた。だって仕返しだもの。容赦なく責め立てる。ほら、もう限界でしょ。越えちゃえ、越えちゃえ、と。

        「紅茶、とっても美味しいです。ありがとうございます」

        　瑠衣の大好きなところを強く擦りあげる。それがトドメだった。

        「…………だめ、だめだめだめ、だめ――っ…………！」

        　押し殺した声で叫ぶ瑠衣。彼女の体が痙攣するみたいに、いっそう激しく震えた。

        「こちらこそ、ありがとうございます。それでは失礼いたします」

        　柔らかな声とともに、北川さんの気配が去ってゆく。

        　はぁ、はぁ、と荒い息をついた瑠衣は、その場にぺたんと崩れ落ちていた。女の子座りのままうつむいて、肩で息をしている。汗だくだ。

        　お望み通り存分に気持ちよくしてもらったその顔は呆けていて、私以外の誰にもきっと見せられないようなことになっていた。

        　さ、ご満足いただけたかしら、お姫様。

        　私は後ろから瑠衣の華奢な背中を抱きしめる。すっごく熱い。耳元に、ささやく。

        「おつかれさま、瑠衣。すごくかわいかったわよ」

        　瑠衣は私に抱かれながら、喉を締めすぎてかすれた声で。

        「…………さらさんの、いじわる……」

        　湿った声でつぶやいて、私の心にくすぶる嗜虐の火に、余計な油を注いだのだった。

        　

        　それからしばらく、拗ねた瑠衣を今度はベッドでなぐさめてあげてから、私は稀篠家をあとにした。瑠衣はあんまりにも恥ずかしがりすぎて、見送りにも来てくれなかった。ちょっと冷たいんじゃない？

        　代わりに、北川さんに駅まで送ってもらった。

        　頭を下げてお礼を言った私に、北川さんはくすりと微笑んで。「お嬢様のこと、よろしくお願いします。紅羽さま」なんてことを言ってきた。

        　そのときは、どうして私の名前を知っているのかしら、ぐらいにしか思っていなかったんだけど。帰りの駅のホームに立ちながら、私はその言葉の意味を考えて。

        　もしかして、とは思うけれど……。

        　私と瑠衣がしてたことがバレてた……なんてこと、ないわよね……？

        　別に誰もこっちを見てなんかいないのに、私は熱くなった頬を隠すようにうつむいた。とうぶん、瑠衣の家には遊びにいけないわね……。

        　

        　ともあれ、これで完全に瑠衣の心を屈服させた、と私は思っていたんだけど。瑠衣はまだまだ生意気で、私は恋人ごっこをクリアーせずに遊び続けられることになった。

        　その日からしばらくはずっと、瑠衣のことばかり考えてしまったのはきっとこれが、私にとってもなかなかに過激な体験だったからだ。それしかありえない。

        　他の教室に用事で向かうとき、廊下を歩くとき、あるいは体育の授業を窓から覗くとき、いつも瑠衣の姿ばかり追ってしまっている自分がいて。

        　一線を超えた関係になってしまったのだから、それも致し方ないことだろう、と私は自分に言い聞かせていた。

        　そうじゃないと、なにかとても大切なものが、変質してしまう気がしたのだった。


        　

    

    
        　第四章　過ぎてゆく十一月、そして

        　

        　

        　十一月の第二週。見事、紅組の優勝で終わった体育祭が終わってから、ベル・フルール実行委員はいよいよ忙しくなってきた。

        「紅羽さん、ちょっといい？　コンピューター室のパソコンを何台か借りたいんだけど、申請ってどこに出せばいいのかな？」

        「あ、紅羽先輩、ちょうどよかったです！　午後二時からの音楽堂の演目についてなんですけど！」

        「紅羽副委員長！　部の予算についてちょっとお話が！　このままでは景品に配ろうとしていたアクリルキーホルダーの、スタンドが作れません！　もう六千円追加していただけませんでしょうか！」

        　放課後なんて、歩いては呼び止められ、その繰り返し。

        　トイレまでの廊下が無限に長く感じる。あとどれくらいかしら？　まだ一教室分しか歩いてない……。このペースだとトイレまで三時間ぐらいかかるんだけど……。

        「いくら私が人気者だからって、限度があるでしょー……」

        　お祭りの準備は楽しい。なんだかんだ言って、もてはやされるのも嫌いじゃない。でもこの忙しさは、限度を超えている。

        　ここ最近、瑠衣ともあんまり遊べていないし……。顔を合わせる機会は増えているのだけど、お互いに忙しい日々だ。ベル・フルールが決定するまで残り三週間。瑞ヶ原学園もどこかソワソワしているような雰囲気が漂っていた。

        「あっ、紅羽さん！　稀篠委員長見なかった⁉」

        「ごめんなさい、ちょっとわからないわ」

        「そっかー！　委員長どこかなあ！」

        　どたどたとよくわからない集団が廊下を歩いていく。この分だと、瑠衣は私以上に働かされているみたいだ。あの子たぶん私より体力ないんだけど、大丈夫かな……。

        「あ、いたいた、紅羽さん」

        　開放された直後、再び生徒に捕まる。もう好きにしてくれという態度で振り返った。被服部部長の五条繭子さんだ。彼女はスケッチブックを見せてくる。

        「彩良さんはどっちがいい？　ドレスのデザインなんだけど迷ってて、ベル・フルールさま候補の意見がほしくてさ」

        　両方とも華やかなドレスだ。デザイン図だけでそれが本当に素晴らしいものだってわかる。素人が口を出すのもはばかられたけど、意見を求められたのだからしょうがない。しいて言えばこちらかな、と右を指差す。

        「でも、私にはいいけれど、稀篠さんのイメージとは少し違うかもしれないわね」

        「ああ、いいのいいの。これはどっちも彩良さん用だから。稀篠さんは稀篠さんで、彼女にぴったりのをデザインしたよ」

        「あら、私がベル・フルールさまになるんだって信じてくれてるわけじゃないの？」

        「んー、できれば両方なってくれたらありがたいんだけどねー。どっちもいいデザインができたから。いやあ、同学年に揃ってる二大美女の晴れ舞台だもの。もう気合い入りまくっちゃったよ」

        　繭子さんはそう言って笑う。

        　被服部は愛誕祭において、ベル・フルールが着るドレスを作るというここ一番の大仕事がある。仕上がりにはさすがにプロを招いて力を貸してもらうらしいけどね。愛誕祭は、繭子さんにとっても念願の日なのだ。

        「はいはい、ありがとね、繭子さん。一緒にがんばりましょ」

        　笑顔で別れ、私は文化部棟のトイレに入って一息つく。ここはあんまり人が来ないから……五分ぐらい、ちょっと休憩していこう……。

        　用を足して鏡の前でハンカチを咥えて手を洗っていると、トイレのドアが開く。

        「あら、紅羽さん」

        　瑠衣だ。こんなところでも顔を見れてちょっと嬉しい。相変わらずきょうも綺麗ね。

        　よそ行きの顔をした彼女はキョロキョロとあたりを見回す。他に人がいないのを確認すると、なんかいきなり私の手を引っ張ってきた。ちょっとちょっと。

        　個室に入り、カギを締める。有無を言わさず私にキスをしてきた。

        「……いきなりじゃない。なんで急に盛ってるの」

        「疲れたので、つい……」

        　私は栄養ドリンクか、と言いたいところだけど、気持ちはよくわかる。私より忙しいとか瑠衣、死んじゃうんじゃないかしらって心配になるもの。

        　今だけはお互い憎まれ口を叩くことなく、唇を重ね合う。ここ最近忙しかったから、体育祭以来のキスだ。

        　瑠衣の舌がつんつんと私の唇をノックする。ドアを開くみたいに唇を開いて、その舌を招き入れる。瑠衣の舌は熱くて、きょうはいつもよりも濃い味がした。

        　さっきまでの慌ただしかった気持ちがぽうっと溶けてゆく。気持ちいい。ストレス解消の特効薬だわ……なんてことを思ってしまう。

        　抱き合いながらキスをすると、瑠衣がもぞもぞと私のスカートの中に手を入れてきた。私は額と額をくっつけながら、小声で瑠衣を叱る。

        「ちょっと……学校ではもうしないって言ったでしょ……」

        「……だって、学校の外でなんて、会わないじゃないですか」

        　それはそうだけど……。だからって、そんな恨みがましい目で見られても……。

        「わたしばっかり、わたしの家で好き勝手されたのに……」

        「今の時期に、こんなことしてるのが見られたら、どうするの」

        「誰もいませんよ。彩良さんだって責められるの、弱いくせに」

        　眼前にある瑠衣の瞳には、はっきりと情欲が浮かんでいる。人は疲れてくると理性が崩壊していくっていう、いい見本だと思う。……まあ、私も含めて。

        　瑠衣のしなやかな指先が、私の体を撫で回す。確かにされるのだって気持ちいいけど、でも精神的には不満というか、そうじゃないのに、って思う。逆に瑠衣は、いい気分のようだ。まったくもう……。

        　彼女の家で肌を重ねて以来、私たちは前よりもずっと気兼ねなく、親密になっていた。あの日、確実に私たちのなにかが変わった実感があった。

        　それは不可逆で、ふたりの結びつきを強くしてくれた。

        　けど、それっていいことだけじゃないよね、って私は気づいていた。

        　瑠衣のしたいようにさせてあげていると、体の奥からジンジンと熱い痺れが立ちのぼる。ああ、やばいな、って思う。放課後に、瑠衣とこんなことをしているなんて。

        「……これじゃあ、ただの肉欲を解消し合うだけの関係じゃないの……」

        「そんな卑猥な発想は、彩良さんだけですよ。わたしはちゃんと、ベル・フルールさまになるって目的のために、こうしているんですから」

        「嘘ばっかり……あっ、はぁ……んっ」

        　思わず声を漏らす。瑠衣を強く抱きしめる。瑠衣の体、柔らかくて温かい。トイレの中なのに、いい匂いがする。さらさらの髪に顔を押しつけた。

        　トイレのドアが開き、話し声が入ってきた。

        「えー、ホントに⁉」という騒がしい声。私と瑠衣はびっくりして、抱き合ったままお互いの目を見つめ合う。ま、まあ、バレない、わよね……？

        「で、で、どうだったの？　紅羽先輩」

        　ドキッとした。別にこの学園に通っていれば、私の名前が出てくるのは日常茶飯事なんだけど、よりによってこんなときに。

        「うん、すごく優しかった……。でも、ベル・フルール選挙式が終わるまでは、他のことを考えられないから、今は付き合えないって」

        　あ……。この声。

        　こないだ告白してきてくれた一年生の子だ。

        　いっ。ふとももをつねられた。瑠衣がねめつけるような目でこちらを見てる。口がぱくぱくと動く。おモテになるんですね、と。

        　いや、それは、まあ。

        　言っとくけど手は出してないからね？　据え膳、ちゃんと我慢したよ。

        　てかなに、嫉妬してるの？　ははーん、私がモテモテだから、焦ってるのね？　かわいいところあるじゃない。ニヤニヤとほっぺたをつつく。

        「それにめぐみは、稀篠先輩に告白したんでしょ？」

        「うん……。あたしのほうも、似たような感じ。今は誰とも付き合う気がないから、って……。ショックだったけど、ちゃんと応えてくれたから、嬉しかった、かな……？」

        　今度は私が冷たい目で瑠衣を見る番だった。瑠衣はさっと目をそらす。

        　ちょっと貴女、私というものがありながら、どういうことかしら？

        　いえ、あの、これは……。と小声で言い訳を始める瑠衣。

        　なるほど……。恋人がモテてる状況っていうのは、なんだかこう……。モヤモヤした気持ちになるわね？

        「でも、そのとき稀篠先輩が言ってくれたんだけど……。先輩、なんか、好きな人がいるみたいで」

        「えー⁉」と大きな声があがる。え、そうなの？

        　瑠衣はあわわと唇を震わせていた。その顔がどんどんと赤くなってゆく。

        「誰だろうね！」

        「稀篠先輩とお似合いって言ったら、そりゃ」

        「え、紅羽先輩⁉　うそ⁉」

        　きゃいきゃいと盛り上がってる下級生の声が響くトイレで、私は瑠衣をじっと見つめている。瑠衣はぎゅっと私にしがみつきながら、ずっと目を泳がせていた。

        　なになに、どういうこと。

        　女の子たちはひとしきり騒いだ後、トイレを出ていった。五分を少し過ぎてしまった。そろそろ私たちを探し回る人たちが出てくる頃かな。瑠衣と軽く打ち合わせをしていた、とでも言えばふたりでいなくなったことも不自然ではないだろう。

        「てか瑠衣」

        「はっ、はい」

        　彼女はまだ私にしがみついている。距離を離したら問い詰められる、とでも思っているんだろうか。

        「好きな人、いるの？」

        「ちょ、直球ですね……。告白を断るために、わたしが方便を言ったという可能性も」

        　まあ、確かにそうか。

        　でも、と私は首をひねる。瑠衣が真剣に告白してきてくれた子に、そういうことをするだろうか。しないんじゃないかな。

        「ねえ、瑠衣――」と声をかけようとしたけれど、彼女は「あっ、わたし先に行きますね！」とトイレを出ていった。

        　残された私は自分の髪を撫でる。さすがにきょうはもう彼女を捕まえることはできないだろう。……まあ、いいか。

        　家に帰ってＬＩＮＥする選択肢もあるけど、明日は十一月の第二木曜日、委員会の日だ。残りは直接、瑠衣の体に問いただすとしよう。

        　

        　

        　というわけで、翌日。委員会のある日はさすがにみんな自粛してくれているのか、会議室に立ち入ってくる子もいなかった。瑞ヶ原学園の生徒は、基本的にはおっとりしたお嬢様方なのだ。

        　帰ってゆく下級生たちに紛れて瑠衣が「お疲れ様です……」とそそくさと部屋を出ようとしたので、「稀篠委員長、ちょっとご相談が」と呼び止めて捕まえることに成功した。そこで嘘をついて逃げられないのが瑠衣の美徳であり、短所だ。短い付き合いだけど、彼女のことはよく知っているもの。

        　そんな瑠衣は今、席について魔法瓶の紅茶で一息ついている。ちなみに飲んでいるのは、マリアージュフレールのボレロという銘柄らしい。香りが強くてフルーティーな味わいなんだとか。

        「前に彩良さんが来たときには、マルコポーロを出してもらいました。あれは飲みやすくて、どんな人にもオススメなんです」

        「へえー」

        　私はほとんど紅茶を飲まないし、どちらかといえばコーヒー党なので、なんだか新鮮な味だったな。でも、本当に美味しかった。

        「それで、瑠衣」

        　もちろん、昨日のことを問い詰めるつもりだったんだけど、その前に。

        「は、はい」

        「ごめんね」

        「……はい？」

        　私は鞄から一冊の本を取り出した。それは、私の小学校の卒業アルバムだった。

        「こないだ、勝手にアルバム見ちゃったでしょ？　あれ以来、なかなか機会がなかったけど、きょうは久しぶりのふたりきりだからさ。もしよかったらって思って、持ってきたんだ。別に興味なかったらなかったで、しまっちゃうけど」

        　瑠衣はきょとんとしていた。

        「えっと……あんなことを気にしていたんですか？　あの彩良さんが？」

        「それがどういう意味かは聞かないでおくわ。でも、あれほど嫌がったってことは、見られて嫌なものだったのかなって思ってね」

        「いえ、その……。そこまで嫌というものはなかったんですが……本当にどうしたんですか、彩良さん。わたしの好感度を今さら稼ごうっていう腹づもりですか？」

        　人からなかなか餌をもらわない野良猫のような瑠衣に、私は苦笑いする。

        「普段だったらすぐに謝れるようなことでも、貴女が相手だと、なんだかつい意地を張っちゃったりして……ま、そういう感じだったの」

        　瑠衣はそこでようやく、戸惑いながらも謝罪を受け取ってくれた。

        「……別に、いいと思いますよ。彩良さんは、そのままでも。でも、ありがとうございます。彩良さんの子どもの頃の写真、見せてもらいますね」

        「ええ、どうぞ」

        　瑠衣がアルバムを開く。お子様の私は今よりぜんぜん垢抜けてなくて、正直恥ずかしい。けど、それで瑠衣が楽しんでくれるならいいか。

        「与えよ、さすれば与えられん、ってね。私は人生においてね、常に与える側でありたいの。だって与え続けていたら、それはきっと、普通に生きるよりもたくさんの人に愛してもらえる人生になるだろうから」

        　人生哲学をぽろりと口にすると、瑠衣は顔をあげて私に優しく微笑んでくれた。

        「……それは、立派な行いだと思います」

        「でも結局、見返りを期待しているのよ？」

        「それでいいと思います。思惑がどうあれ、彩良さんの周りにいる人は幸せになれるじゃないですか。欲を捨てることはできませんよ、聖人じゃないんですから。ましてや彩良さんなんて欲望の深い女性が、そんな」

        「一言多いわね」

        　私も瑠衣も笑い合う。そのすぐあと、瑠衣が「あ」と声を漏らした。アルバムの中の私が、かわいらしくおめかしをしている。

        「ああ、ベル・フルールさまの『つぼみ』になったときの衣装ね」

        　愛誕祭の際、ベル・フルールさまはドレスを着る決まりになっている。その後ろに、裾をもつ子どもがふたりついていって、それを『つぼみ』と呼ぶのだ。結婚式のベールガールや、トレーンベアラーのようなものだ。

        「あんまりかわいかったから、そのあとの学芸会でもう一度着たんだわ。懐かしい」

        「そうですか……。確かに、かわいらしいですね、彩良さん……」

        「ふふ、ありがとう」

        「……本当に、かわいらしいです、彩良さんは……。でも、わたしは……」

        　瑠衣はじいっと私の昔の写真を見つめている。まさか貴女、百合なのはいいとして、ロリコンなわけじゃないわよね……？　それはちょっと、さすがに私にもどうしようもないことだよ……？

        　楽しそうにアルバムをめくる瑠衣を見ていると、無性に彼女に触りたくなってきてしまうから困っちゃう。でも、きょうはいいよね。

        「おいで、瑠衣」

        　ぽんぽんとスカートの膝の上を叩く。瑠衣は恐る恐ると、こちらにやってきた。控えめな態度で、私の膝の上に腰掛ける。

        「あの……これ、重くないですか？」

        「ぜんぜん。おばあちゃんの家の猫より軽いわね」

        「そんなわけないじゃないですか、もう……」

        　瑠衣は恥ずかしそうに顔を赤らめながらも、私の膝の上に居着いてくれた。

        　教室の中には、アルバムをめくる小さな音。細い体を、後ろからぎゅっと抱く。密着具合は、彼女の心臓の音すら聞こえそうなほどだ。瑠衣は優しい声を出す。

        「……重くなったらすぐに言ってくださいね、どきますから」

        「はいはい」

        　適当にうなずきつつ、今度は手を伸ばして瑠衣の首に、用意してきた細い革製のチョーカーを巻く。

        「どう、きつくない？」

        「大丈夫、ですけど……なんですか、これ？」

        「これで完成」

        　最後にかぶせたのは、明るい色の猫耳だった。というわけで、人になかなか懐かない瑠衣猫の誕生である。

        　コンパクトミラーを覗かせると、瑠衣は渋面を作った。

        「順番的には、きょうはわたしが責めるはずなんですけど……」

        「だからアルバムを見せてあげてるじゃない。私の恥ずかしいところ、見て楽しんでいるんでしょ」

        「そうですね。彩良さんはたくさん写ってるので、見ごたえがあります」

        　瑠衣が指さした写真は、私が両側に女の子をはべらせてデレデレの笑顔を浮かべているところだった。しまった、このアルバムは見せても問題ないと思って持ってきたのに、チェック漏れだ。本当に恥ずかしいやつじゃないか……。

        　なんてしまりのない顔をしているんだ、この小学生女子……。

        「昔からおモテになっていたようで」

        　糾弾するというよりは、冷やかすような声色の瑠衣。完全に私をからかって遊んでいるつもり。まったくもう。

        「私の仔猫は、いたずらっ子ね……」

        　瑠衣の体をさらに抱きしめる。スカートとスカートの間に手を入れて、ふとももの感触を楽しむ。瑠衣は落ち着かない様子で「もう……」と振り返り、私に唇を尖らせた。

        「せっかく猫になったんだから、語尾にニャーってつけてよ、瑠衣」

        「わたし、学業の総合成績が学年一位なんですけど……」

        　うわ、嫌そう。

        「それにせっかくって、彩良さんが勝手につけたんじゃないですか」

        「瑠衣ってば、恋人のちょっとしたリクエストにも応えてくれないの？」

        「うう」

        　私は「ねえ、お願い」やら「ほんの少しだけ、ね？」やら「ぜったいかわいいもの」やら「せっかく猫耳も用意したのに」やら、あの手この手で瑠衣を説得した。

        　瑠衣もけっこう粘っていたんだけど、最終的には折れてくれた。私の熱量が勝ったのだ。愛の力ね。

        　しばらく瑠衣は視線を泳がせた挙げ句、観念したように口を開いた。

        「……ちょっとだけです、にゃ……」

        　ぼんっと顔が真っ赤になる。瑠衣はうめきながら両手で顔面を押さえた。

        「これ、すごい恥ずかしいんですけど」

        　裸を見られたときより恥ずかしそうだった。

        「彩良さん、嫌がらせのレベルが非常にパワーアップしていると思います」

        「どこが嫌がらせよ、どこが。学校でエッチなことをしないってふたりで決めたんだから、できるだけソフトに私が楽しめそうなプレイを提案しているんじゃないの」

        「今プレイって言いましたよね」

        「あれー？　瑠衣猫がどうして人間の言葉で喋っているのかなー？」

        　大げさに言って、つんつんと頬をつつく。瑠衣は私を恨めしそうな目で見やった後、シャワーで洗われる寸前の猫みたいな弱りきった声で「にゃ～……」と鳴いた。

        「うん、かわいいかわいい、瑠衣猫、かわいいよ」

        「なんか、あんまりうれしくないですにゃ……」

        「いつも生真面目な瑠衣が猫語で話すっていうギャップがもう、たまらないわね」

        「こんな姿を誰かに見られたら、もう人生おしまいですにゃ」

        「よしよし、うりうり」

        　下から喉を撫でる。「にゃ～」と鳴く瑠衣。私の膝に横向きになって座り直し、顔を近づけてくる。かすめるようなキスをした。

        「瑠衣はいい子ね。優しくて、一生懸命で、人当たりがよくて」

        「……ぜんぜん、そんなことないです、にゃ」

        　またキス。舌と舌の先端を舐め合う。

        「……にゃあ」

        「よしよし」

        　頭を撫でると、瑠衣はうっとりと目を細める。まるで本当の猫のようだ。

        「ずっと前から思っていた通り、ネコの才能あるのよね、瑠衣は」

        「今なにか、イントネーションが違っていたような……にゃ……？」

        「気のせい気のせい」

        　目の前にある瑠衣の胸に顔をうずめる。息を吸い込むと、体が瑠衣の香りで包まれたような気がする。瑠衣が私の髪にキスをした。

        　こうしていると、妙な気分になってくる。胸がふわふわして、瑠衣の重みを心地よく感じる。この手の中に彼女がいる今の時間が、とても貴重なものに思えてくるのだ。

        　最初は顔がいい瑠衣にときめいて、彼女を恋人扱いするのが嬉しかっただけなのに。

        　いつからだろう。こんなにも瑠衣のかわいらしい部分ばっかりが目に映るようになってきたのは、

        　こうなるように心の距離を縮めていって、私の試みは成功したはずだ。なのに、ときどき胸が切なくなるのは、どうしてなのだろうか。想定が甘かったんだろうか。

        　あと少しでベル・フルールさまが決まる。そうしたら、瑠衣との恋人関係は終わり。

        　後輩に告白されていた瑠衣のことを思う。いつか瑠衣は、私じゃない他の誰かと付き合うことになるんだろうか。

        　それはなんだかちょっと……いや、けっこう嫌だな、って思った。

        「ねえ、瑠衣」

        「……はい、ですにゃあ」

        　瑠衣を抱きしめ、瑠衣に抱かれながら、尋ねる。

        「貴女の好きな人って……私？」

        「ふにゃあ……」

        　好きな人を聞かれた幼稚園児の女の子が、恥ずかしがるような声色で、瑠衣が鳴く。

        「……彩良さんは、いじわるですけど……きらいでは、ないです、にゃあ」

        「そう」

        　……ま、いっか。

        　きょうはその答えで許してあげようじゃないか。

        　だって、今の瑠衣は気まぐれな猫だものね。

        「ちなみに私もボイスレコーダーを用意して、今の瑠衣の猫語を全部録音していたって言ったら、どうする？」

        「にゃ⁉」

        　瑠衣は飛びあがって驚いた。

        　わなわなと震える手で頭の猫耳を掴んでいる。その目には涙がにじんでいた。あまりの恥ずかしさに、瑠衣の人間のほうの耳はもう真っ赤だ。

        　そんな彼女ににっこりと微笑んで、告げる。

        「ごめん、うそ」

        　私を思い切り指さしながら、瑠衣は弾かれたように叫んだ。

        「いじわる！」

        　

        　その日の夜、私は、ベル・フルールさまになった瑠衣はきっと綺麗だろうな、なんて他愛のないことを考えながら、眠りについたのだった。

        　

        　＊＊＊

        　

        　十一月第三週目、木曜日の朝。天気はいいけど、すっかりマフラーが手放せなくなってきた季節。電車に乗っている最中にメッセージが届いた。瑠衣からだ。

        　瑞ヶ原学園は学内のスマホ禁止なので、こうして通学途中ぐらいしかスマホは使えないんだけど、ええと、なになに。

        『きょうの放課後、少しお時間いただけますか？』だって。

        　確かに最近では私たち、ふたりきりになるのが難しくなってきたものね。委員会の日だって、放課後一緒にいられるかどうかはわからないし。続けて『お忙しいようでしたら、また今度にします』ときた。送迎の車の中で打っているのかな。

        　私は深く考えず、吊革につかまりながら『いいよ』とフリック入力で返信する。まあ、なんとかなるでしょ。

        　お礼を言う瑠衣の返事を確認して、いったいなんの用だろう、と疑問を浮かべる。

        　わざわざ時間を欲しがるぐらいだ。一番大きな可能性は、先週の瑠衣猫の仕返しだろう。あのときの瑠衣はかわいかった。画像撮りまくっておけばよかった。

        　ため息をつきながらも、私は次に瑠衣がなにをしてくるのかが楽しみだった。

        　瑠衣と過ごしたこの一ヶ月。

        　私はまんまと瑠衣のことが好きになってしまっていた。

        　これが恋かどうかと聞かれれば、きっと違うのだろう。気分は友達のようで、やっていることは恋人なんていう、おかしな関係だ。

        　少なくとも、私は瑠衣をひとりの女の子として気に入っている。仕方ない。だって、もともと顔がいい彼女のことが気になっていたんだから、内面まで綺麗なんだって知ってしまえば嫌う理由なんてあるはずがない。

        　ベル・フルールの投票式があと一週間とちょっとでやってくるなんて、嘘みたい。

        　私は窓の外を眺めながら、胸の中で気合を入れる。

        　さて、きょうの放課後まで、がんばりますか、と。

        　駅から歩いて校門をくぐった直後、呼び止められた。実行委員の副委員長は、きょうも引っ張りだこなのであった。

        　

        　一日がんばり続けて、放課後。きょうはさすがに会議をしている余裕はなく、実行委員はそれぞれ手分けしてそれぞれのクラスや部活動のお手伝いをしていた。

        　なので、私が解放されたのは五時を過ぎた頃だ。瑠衣からのメッセージがなければ、そのまま帰っていたかもね。

        　会議室には誰もいなかった。窓の外はすっかり暗くなっている。瑠衣がなにも言わず先に帰ったとは考えられないので、まだ来てないだけなのかな。電気をつけてから、椅子に座って待つことにした。

        　ああ、きょうは特に疲れた……。入れた気合はもう完全に底をついちゃってる。ひょんなことから演劇部の手伝いまでしてしまったので、一日で大道具の釘打ちまでうまくなってしまった……。体を机に預ける。

        　すると、いつの間にか私の意識はすとんと落ちちゃっていて……。

        　……。

        　眠っていた時間はたぶん五分にも満たないだろう。誰かに髪を撫でられる感触で目が覚めた。

        「……ん？」

        　起き上がる。私の肩にかかっていたなにかがはらりと落ちる。ブランケットだ。見やると、そこには穏やかに微笑む瑠衣がいた。

        「おはようございます、彩良さん」

        「あ、瑠衣か……。ごめん、寝ちゃってた」

        「ええ。寝た子はいじわるをしてきませんので、かわいらしかったですよ」

        「そうね、貴女が寝ててもそう思うでしょうね」

        　ブランケットを拾い、テーブルの上に畳んで置いてから、立ち上がる。腰をかがめて、隣に座る瑠衣にキスをした。

        「お疲れさまです、彩良さん。ずいぶんと一生懸命に働いていたみたいですね。えらいですよ。それとも、ご褒美代わりに、キスで起こしたほうがよかったですか？」

        「瑠衣がそばにいてくれるなら、どっちでもいいかな」

        「え？」

        　そこには、いつもの冗談めいた響きがなかった。あっ、と。寝ぼけてたから、素で答えてしまった。やっちゃった。だいぶ恥ずかしい。

        「……そう、ですか」

        　瑠衣も顔を赤らめてうつむく。その空気はあんまりにも甘酸っぱくて、私はごまかすみたいに瑠衣の手を引いた。立たせた彼女の腰を抱き、さっきよりも強く乱暴なキスをする。瑠衣は不意打ちな口づけも、まるで伴侶のように受け止めてくれた。

        「ん……ふぁ……」

        「……あ、んっ……」

        　しばらくの間、舌と舌を絡ませ合う。唾液をかき混ぜるような口づけ。くちゅくちゅという音が、互いの口内から聞こえてくる。瑠衣のキスは、いつか味わった紅茶の味がした。

        　口を離すとキスの余韻に彼女はぽうっとした発情顔で、私の背中に回した手をさわさわと甘えるように動かしていた。

        「彩良さん……」

        「……ええ」

        「あの、お話が、あってですね」

        「待って。誰か来る」

        「え」

        　さすがに慌てた。辺りを見回す。私は瑠衣の手を引っ張って、近くにあった掃除ロッカーに潜り込んだ。入ってしまってから、堂々としていれば逃げなくてもよかったのでは、という後悔に襲われた。

        　瑠衣のキスをした後の顔を誰にも見せたくなかったから――なんて、そんなわけないからね。寝ぼけてただけだよ。だって、本当の恋人じゃないんだから。

        「に、逃げなくてもよかったんじゃないですか……？」

        　遅れて、狭いロッカーで身を寄せ合っている瑠衣から、小声で非難が飛んできた。そうね、私もそう思うわ。もう遅いけど。

        　話しながら入ってきたのは、実行委員の一年生、良子ちゃんと倫ちゃんだ。ロッカーの隙間から窺う。彼女たちは部屋の中を見回して「あれー、誰もいないねー？」といぶかしんでいる。電気つけっぱなしだからね。

        「でも、センパイたちの鞄あるよね」

        「たぶん、まだどこかで引っ張り回されていると思う……大変そー……」

        　その先輩方がロッカーの中に詰め込まれていると知ったら、少なくともベル・フルール選挙式の二票は永遠に失ってしまいそうだ。

        　ね、ね、と倫ちゃんが良子ちゃんの袖を引く。「えー」と笑う良子ちゃんは、普段の彼女とはまったく違う、意地悪そうな大人っぽい顔をしていた。

        　うん？　と思う。ふたりはどちらかというと倫ちゃんがしっかり者で姉っぽくて、良子ちゃんが自由奔放というか抜けていて妹っぽい関係に見えていたので、その態度には違和感があった。

        　けど、それだけじゃなくて、空気感というか……。

        　私はこの感じを知っている気がする。

        　きゅっと瑠衣が私の袖を掴んでくる。見やると、別に彼女はなにかを伝えようとしていたのではなく、単純に目の前の光景に目を奪われていた。私もそうだった。

        　良子ちゃんが、倫ちゃんにキスをしていたのだ。

        　ま、マジか……そういう関係だったんだ、あのふたり……。

        　他人のそういうのを目撃するのはさすがに初めてだったので、やばいこれ、すごくドキドキする。しかも普段、先輩先輩と慕ってくれているあどけない笑顔の子が、あんな、女の子女の子した顔しているなんて……。

        　倫ちゃんはもっともっとって良子ちゃんに催促している。そんな女の子を愛おしそうに撫で回しながら、良子ちゃんは甘やかすキスを与えていた。

        「りょうこ、ちゃぁん……」

        「倫はほんと、どこでもすぐキスしたがるんだからー。ふふっ、こんなとこ、センパイに見られたらどうするつもり？」

        「だってぇ……良子ちゃんのことぉ、好きなんだもん……」

        　そのしっとりとした雰囲気にあてられて、思わず生唾を飲み込んだ。

        　これが本物の恋人同士が発する濃密な恋の色香なんだって、否応にもわからされてしまう。

        　羨ましい――だなんて思わない、と言ったら、嘘になりそうだ。

        　ちりちりと熱を感じて、横を向く。すると瑠衣が、私を絡みつくような視線で見つめていた。きっと私も似たような目をしている。瑠衣の頬を撫でる。そのまま、口づけをした。狭い箱の中で、私たちは新たな秘密を重ねてゆく。

        　ロッカーの中と外。二年生と一年生。偽物の恋人と本物の恋人が、それぞれ互いを求め合っていた。それはとても倒錯的な、けれどもきっと大切なひとときだった。

        　先に終わったのは、一年生のふたりのキス。

        「ね、倫ちゃん、続きはおうちに帰ってから、だよ」

        「うん……わかった、それまでガマンする……」

        「ふふっ、そうやって唇ぎゅっとしてる倫ちゃんの顔、かーわいいー」

        　ふたりは腕を組みながら出ていった。私たちはそれからも五分ぐらいはロッカーの中で抱き合っていた。私も瑠衣もなにも話さずに、相手の体温を感じていた。

        「……出よっか」

        　私が確認するように告げると、瑠衣はこくりとうなずいた。ロッカーを出ると、蛍光灯の明かりが眩しい。なんとなく、さっきのふたりが立っていた位置を見つめてしまう。そこには、愛の残り香が漂っているような気がした。

        「そういえば、瑠衣。用事って」

        「あ、えっと……。でも、きょうは遅いですから」

        「……そうね」

        　用事は気になったけれど、また下級生たちが戻ってこないとも限らないし。きょうはこのへんでお開きにするべきだろう。

        　でもなんとなく名残惜しくて、私は瑠衣の手を軽く握った。瑠衣も同じように、握り返してきてくれる。なんだか思いが通じてるって、錯覚してしまいそう。

        「ね、瑠衣」

        「はい」

        「……ううん、なんでもない」

        「なんですか、それ。ちっちゃい仕返しですか？」

        　くすっと瑠衣が笑う。私は肩をすくめた。

        　ベル・フルール選挙式まであと十一日。それまで私たちは未来の話をすることはできない。そしてどちらかがベル・フルールさまになってしまった場合、きっと私たちの関係は今のままではいられなくなる気がした。

        　でもそんなの別に、最初からわかっていたことだ。

        　全部が全部、既定路線。心の準備はちゃんとできている。私はベル・フルールさまになる。それが一番大切なことなんだ。

        　だから私は、あえて口に出す。

        「私に屈服したら、さっきの倫ちゃんみたいに思う存分かわいがってあげるわよ」

        「お生憎様です。その手は食いませんよ。わたしがあなたに屈服するんじゃありません。あなたがわたしに屈服するんです」

        「とか言って、最近されてばっかりのくせに」

        「させてあげているんです。甘えん坊の彩良さんのために、ですよ。わたしは『清らかな聖女』ですから。ってなんですか、なんで脇をつつくんですか」

        「ははは」

        　ま、そうかもね、って思っちゃったからかな。

        　私たちはそんなことを言い合いながら、帰路についた。

        　私も瑠衣も大切なものがあって、そのために小学生の頃からがんばり続けているのに、今さら自分を曲げることなんてできなくて。

        　だから私たちは結局、このまま何事もなく、別れてしまうんだろう。それは胸の奥がチクチクするような予感だった、

        　帰りの電車の中、瑠衣からぽんっとＬＩＮＥが飛んでくる。『明日、下駄箱に入れておきますので、確認してください』

        　返す。『了解。ラブレター？』

        　瑠衣の笑い声が耳をくすぐったような気がした。

        『違います。書くのはあなたですから』

        　いったいどういうこと？

        　

        　翌日下駄箱を覗くと、そこにはかわいらしい便箋とメモ用紙が入っていた。便箋は白紙で、メモ用紙には瑠衣の綺麗な字で、こう書かれていた。

        『恋人になってくださいと言い出したのはわたしでしたよね。ですので、今度はあなたから告白してきてください。熱烈なラブレター、期待しています』

        　かわいらしいなって思う反面、これは瑠衣の最後の一手だな、とも気づく。

        　私が瑠衣にどれだけの思いを募らせているか。それを私自身に思い知らせるため、直筆で手紙を書いてこいと言うのだ。なかなかに、大胆なことを思いつくわね。

        　場合によってはその手紙で、自分自身が落とされることすら、可能性のひとつとして考えているのだろう。

        　決着は、来週の木曜日。

        　ベル・フルール選挙式の四日前だ。

        　そこで私は瑠衣に恋心を自覚させ、私を別れがたい大切な存在だと認識させて、ベル・フルール選挙式を棄権するように仕向けなければならない。

        　素晴らしい名文を書かないといけないわね。便箋を鞄の中にしまう。

        　そのときふと、ベル・フルールに憧れていた瑠衣を思い出して、足が止まる。よそうよそうと思っているはずなのに、余計なことを考えてしまう。

        　私にとって、ベル・フルールさまはそこまで価値のある称号なんだろうか、なんて。

        　――あるに決まっている。なにを今さら。私は迷いを振り切るように歩き出す。

        　また胸の奥がチクリとする。

        　だってそれは、何度も忘れようと願った、初恋の痛みだったから。

        　

        　＊＊＊

        　

        　その日の夜、お母さんに愛誕祭の保護者用のプリントを渡したときのことだった。

        「あら、実行委員長は稀篠さんなのね」

        「知ってるの？」

        　私に美人の遺伝子を残してくれたお母さんは、現役バリバリのキャリアウーマンだ。お父さんと共働きで、我が家の家計を支えてくれる。瑞ヶ原学園はなにかとお金がかかる私立だからね。その節はいつもお世話になっております。

        　ダイニングで夕食の後、私は部屋に戻らずその場で勉強をしていた。お母さんは仕事に差し支えない程度に伸ばした髪に触れながら、ええ、とうなずく。

        「そっか、稀篠さんちも瑞ヶ原生って言っていたっけ」

        　ていうか知ってるのもなにも、同学年なら保護者会で何度も顔を合わせているか。五年間も一緒なんだもんね。

        「彩良ちゃんと稀篠さんのお嬢さんが実行委員の委員長と副委員長なんて、なんだかロマンチックね」

        「どうして？」

        　私は何気なく尋ねた。お母さんは私と瑠衣がベル・フルールの候補にふたりきりで残っていることは知らないはずだ。いや、友達のお母さんから聞いたってことはあるか。

        　だけどお母さんは、思いも知らないことを告げてきた。

        「あなたたち、子どもの頃にふたりで『つぼみ』やったじゃない」って。

        　え……？

        　私は言葉も忘れたように、お母さんの顔を見返す。

        「……あの子も『つぼみ』だったの？」

        「そうよ、なに忘れちゃったの？　ま、子どもの頃の話だもんね」

        　お母さんは懐かしむように笑う。

        　私が小学三年生の頃だ。

        　けど、違う。忘れちゃったんじゃない。

        『いつかきっと、ふたりでベル・フルールさまになりましょうね』と無邪気に約束してくれたあの子のこと。

        　――あの日のことを私は、忘れようとしていたんだ。

        


        　

    

    
        　第五章　咲き誇るベル・フルール

        　

        　

        　その年の『つぼみ』に選ばれたのが嬉しかったことは、よく覚えている。

        　当時小学三年生だった私にとって、高校二年生のベル・フルールさまは大人でもなく子どもでもない、まるで女神さまみたいに特別な存在だったことも。

        　けど、そこにはもうひとり、『つぼみ』を務めた女の子がいた。礼儀正しくて、物静かで、そして青いリボンをつけた女の子だった。

        『わたし、ベル・フルールさまに、なりたいです。なります！』

        　ベル・フルールさまに憧れた笑顔の彼女を見て、私は初めての気持ちを抱いた。

        　それは私にとって、苦い初恋の記憶だった。

        　

        　十一月の、最後の木曜日。校内はいよいよもう、来週の月曜日に迫ったベル・フルール選挙式の話題で持ちきりだった。

        　無邪気に盛り上がっている下級生とは裏腹に、二年生の階はひっそりとした静粛な興奮に包まれていた。私や瑠衣がいる手前、はしゃぐわけにはいかないだろうからね。

        　放課後、廊下で良子ちゃんに捕まった私は、道すがら打ち合わせをしていた。

        「ドレスコーディネーターさんは、今年も斉藤さん？」

        「あ、はい。連絡したら、快く引き受けてくださいました！　ドレスに必要な下着とか、小物の一式も、用意してくださるそうです！　それでえっと、そのために一度採寸を。あ、でも、当日やるパターンもあって、そっちの場合は大まかなサイズとドレスのデザインだけ教えてもらえば、こっちでやるからー……と言ってました！」

        　良子ちゃんのたどたどしい報告を聞きながら、私は「ありがと」と微笑む。えへへへと相好を崩して笑う後輩に、あの放課後の面影はまったくない。

        「じゃあ、私はあとは会議室にいるから。なにかあったらまた来てね」

        「はい、了解でーす！」

        　良子ちゃんはすっ飛んでった。私は文化部棟に向かいながら、鞄の中に入れた便箋の存在を意識する。

        　会議室には瑠衣がひとりでいた。大きなファイルを三つ並べてめくりながら、手元の用紙になにかを記入している。事務作業中だろう。

        「ごきげんよう」

        「はい、ごきげんよう」

        　挨拶を交わし、私は瑠衣から少し離れた定位置に座る。昨日までしていた仕事の続きをおさらいし、きょうの仕事の内容を頭の中で確認する。

        　駐車場の案内当番の割り振り。これが終わったら愛誕祭の受付の時間当番表を作って、それが終わったら放送委員のところに行って講堂のイベントの司会進行の打ち合わせをして、緑化委員に当日使うお花の手配もしてもらないと……。

        　そういうのが全部終わったら。

        　私は手元のノートに顔を向けたまま、上目遣いで瑠衣の姿を窺った。集中して作業に励む瑠衣は、まるで一枚の絵画のように美しかった。ただそこにいるだけで生まれる清涼な空間だ。私は少しの間、見惚れてしまう。

        「……？」

        　視線に気づいた瑠衣が顔をあげて、小さく首を傾げた。私はぎこちなく微笑み、「あとでね」とささやく。瑠衣は花のように笑った。

        　それから一時間半ほど、ふわふわした気持ちで仕事をした。地に足がついていないというのは、こういう状態をいうんだろう。

        　瑠衣を呼びに来る生徒は何人も何人いた。瑠衣は自分の仕事を中断させられたのに、嫌な顔ひとつ見せなかった。彼女はその全員に、親切で丁寧な対応をした。みんなが瑠衣に感謝して部屋を出ていった。

        　その姿がベル・フルールさまにふさわしくないなんて思う人は、きっとこの学園にひとりもいないだろう。もちろん、私を含めて。

        　

        　ようやく校内に人がいなくなって、私は瑠衣を講堂の脇にある小さなチャペルに誘った。愛誕祭のフィナーレのとき、ベル・フルールさまはチャペルを出発し、講堂へと向かうのだ。

        　チャペルは、せいぜい二クラスの生徒が入れるかどうか、というぐらいの大きさだ。天井は高く、左右には整然と木のベンチが並んでいる。ステンドグラスの下、奥には祭壇があり、式典の際はここから講堂に運ばれることになっている。

        　生徒はめったに立ち寄らないこの場所に、私は瑠衣とともにやってきた。

        　もうすっかり日は落ちている。チャペルの中に灯っている照明は頼りない。薄ぼんやりとした空間に立つ私たちは学園内にいるはずなのに、まるでふたりきりの世界みたいだった。

        「どうしてわざわざ、こんなところに？」

        「シチュエーションは大切でしょ？　ロマンチックな話をするなら、なおさらね」

        「ではピアノでも弾きましょうか？　なにか情緒的な曲を」

        「そうね、瑠衣がもうひとりいたら、そうお願いするかもね」

        　お互い鞄を持って、コートを着ていた。チャペルの真ん中の道を歩く。帰り支度は済ませてあるから、私たちがここにいるって知っている人も、どこにもいないだろう。

        　あとは遅めの瑠衣の迎えが来るまで、私たちだけの時間が始まるのだ。

        　決着の時が。

        　それは決して、幸せな瞬間ではないことを、私は知っていた。

        　――むしろ、ずっとずっと苦しい展開が待っているのだ。

        「ね、瑠衣」

        　私は鞄の口を開いて、彼女からもらった便箋を取り出した。瑠衣もそれを見て、なにかを察したようにさっきまでの笑みを緊張に固くさせる。

        「ラブレター、ほしかったんでしょ？」

        「そ、そうですね……。まあ、せっかく書いてきてくれたんですから、受け取ってあげなくもないんですが」

        　無言で、その便箋を突きつける。瑠衣は私からの手紙を大切そうに両手で受け取った。彼女はゆっくりと封を開けて、そして。

        「……あ、あれ？」

        　ラブレターは、白紙のままだった。

        「彩良さん、これは……？」

        　意図の見えない行動に、瑠衣はまず私の表情を窺う。怒ればいいのか、悲しめばいいのか、あるいは書けなかったんですかとからかえばいいのか、決めあぐねていた。

        　私はステンドグラスを背にして立つ瑠衣に、淡々と告げる。

        「――『私の、恋人になってください』」

        　あの日の言葉を。

        「なんて、今にして思えば、言葉の意味もろくにわかっていないような告白だったわよね。当時の私は、それでも真剣だったみたいだけど」

        「え、それは……え？　彩良さん……？」

        　瑠衣の表情がこわばる。彼女は目を白黒させて、口元に手を当てた。

        　やっぱり。

        「気づいていたのね、瑠衣は」

        「……彩良さんは、いつから？」

        　かすれた瑠衣の声は、こんなときだというのに、透明な色気があった。

        「最初から……って言えたら、かっこよかったのかもしれないけどね。残念、ついこないだにね」

        　目を細めて見つめる。確かにこうしてチャペルに彼女の姿を重ねてみれば、面影が残っていた。彼女の顔が私好みだったのも、彼女に私が惹かれていたのも、当然の話だ。

        　だって瑠衣は、私の初恋の子、そのものなんだから。

        「まさか、私が人生で唯一フラれた相手と、今さら恋人同士になっているなんてね」

        「…………」

        　瑠衣は目をそらす。

        「あのとき振った相手だったら、どうとでもできると思ったの？　屈服させるのなんて簡単で、思い通りに動かせるだろうって。だから、隠していたの？」

        　ふるふると、瑠衣は首を横に振った。その髪が、青いリボンが揺れる。

        　口調こそ糾弾するような言い方になってしまったけど、私の中には瑠衣への怒りはなかった。だって、そもそも忘れていたのは私のほうだ。私の隙だ。突かれても文句なんて言えるはずがない。そりゃ、瑠衣だけずるいって思うけどさ。

        　ただ、どうして瑠衣は私をあのときの少女だと知りながら恋人にしたのか、それを知りたかった。多少でも強い言葉を使わなければ、彼女の殻は剥がせないと思ったから。

        　こうして、舞台を整えた。

        「だって、彩良さんは……」

        　高ぶった瑠衣の声のトーンに、私の心臓がチクチクと傷んだ。

        「彩良さんは、忘れちゃっていた、じゃないですか」

        　キッと瑠衣が私を睨むように見る。責められたその瞬間、私の後頭部が熱をもつ。だめだ、と思った。けれど心は走り出していた。

        　私の口から、つらかったあのときの想いがこぼれ落ちる。

        「忘れようと思ったのよ」

        「そんなに簡単に……」

        「失恋の過去なんて、いつまでも覚えていても惨めになるだけだわ」

        「……だったらその程度のことだった、ってことじゃないんですか？」

        　私たちはずっと、張り合い続けてきた。遠慮なんてなかった。憎まれ口を叩くことに、慣れすぎてしまっていた。いつものように、互いを責め合う。

        　これはそんなんじゃなくて、もっと決定的ななにかなのに。

        「小学生のときの話ですよ。あれからもう八年経って、まだこだわっているんですか？」

        「忘れていたって言っているでしょう。だから思い出して、こうして貴女に話しているのよ。隠していたのは、やましいことがあったって証拠じゃないの？」

        　きっと違う。瑠衣はずるいし、生意気だし、負けず嫌いだけど、そんな卑怯なことをするような子じゃない。

        　一ヶ月も恋人同士だったんだから、わかる。瑠衣がいかにベル・フルールにふさわしいか、私は証明させられ続けていたんだから。

        　だけど、こじれていく会話はまるで意志をもっているかのように、止められない。

        「隠していたんじゃありません。言う必要がないから黙っていただけです。もちろん、証拠はありませんけれど」

        「そうよね、なんとでも言えるわ。頭のいい貴女なら、話しながらだって考えられる」

        　私の言葉に、瑠衣ははっきりと傷ついた顔をした。

        　しかしその傷跡も、一瞬で覆い隠される。あまりにも取り繕うのが上手だから、傍目にはなにも気にしていないように見えるかもしれない。でも違う。だって私たちは剥き出しの心を相手に晒していたんだから。

        「かもしれませんね。あなたの好意を利用しようだなんて、思うはずもないです。ですが、そんな風にわたしを疑ってかかるのなら、なにを言っても無駄ですね」

        「貴女が素直に話す気がないからでしょう。どうして私のせいにするの？」

        「今さら思い出して蒸し返したのは、あなたのほうじゃないですか」

        　目の端に涙をにじませながら私を責める瑠衣を見て、ああ、と気づく。

        　きっとこれも私の中にある欲求なんだ。

        　瑠衣を残酷な言葉で切り刻む。そんな瑠衣に嫌悪の視線を浴びせられる。彼女を愛しく思う気持ちと同じように、常に私の中にあった負の感情だ。

        　そんなどす黒い気持ちは今、水を得た魚のようにはしゃいで口からついて出る。だから止まらない。私は最初からこうしたかったのだとさえ思う。

        「誰のせいとかじゃないわ。私は最初から貴女の意図を聞きたかったのよ。どんな企みをしていたのかっていうのを」

        「企んでなんていません。こんな空の手紙を渡してきたあなたこそ、わたしを罠にはめようとしているんじゃないですか」

        　ラブレターはどうしても書けなかった。瑠衣が私を騙していたかもしれないと思いながら、彼女に自分のすべてを差し出すのが、あまりにも怖すぎて。

        　そんなことを素直には言えなかった。だから責める。その方が簡単だから。

        「今問題にしているのはそんなことじゃなくて――」

        「――もう、いいですから」

        　瑠衣がこちらに向かって歩いてくる。違う、チャペルの出入り口にだ。

        「さようなら」

        　氷よりも冷え切った彼女の言葉。

        　決定的な、絆のほころびだ。

        　こんな別れを迎えることになるとは思わなかった。ただ彼女がなぜ隠していたのかを、知りたかっただけなのに。

        「…………」

        　横をすれ違う。彼女の横顔は、怒りと悲しみでいっぱいだった。それを見た私の胸が痛む。苦しい。つらい。どうして隠していたのは貴女なのに、私がこんな思いをしなきゃいけないの。悪いのは貴女でしょう。

        　そもそも元を正せば、貴女が私を振ったから――。そう叫んでやりたいほどだった。

        　だから悪いのは私じゃない。悪いのは瑠衣だ。

        　このまま瑠衣を行かせたところで、どうってことはない。そもそも逃げ出すってことは、やましいところがあるからに違いない。

        　だったら、この戦いは私の勝ちだ。私の怒りは正当なもので、私は瑠衣をより多く傷つけた。この場に居られなくなった瑠衣が逃げ出した。

        　私はついにあの稀篠瑠衣に勝利した。強敵の彼女を打ち倒したのだ。

        　だから、こんなのは、別に。

        　――その瞬間、私の脳裏に記憶がフラッシュバックした。

        『ごめんなさい！』

        　告白した直後、初恋の少女はそう言って逃げ去っていった。

        　その後ろ姿が、蘇る。

        　あのとき私は見送ってしまった。彼女がどうしてそんなことを言ったのかわからないまま、なにもせずただ立ち尽くしてしまった。

        　自分がフラれたと気づいたのは帰りの車の中で、同性同士だったからなんだろうか、なんて思って少し泣いたのはベッドの中だった。

        　簡単な話だ。追いかけて、追いすがって、問いただせばよかったのだ。そうしたなら、私はこんなに悩まされたりはしなかった。

        　私はあの日の私とは違う。だから――。

        　振り返りながら。

        　瑠衣の手首を掴んだ。

        「いたっ……ちょ、あの、あなた」

        　振りほどこうとする瑠衣の細い手首を握って離さない。私は奥歯を噛み締めながら、瑠衣を見つめる。その目はきっと激情に似ていただろう。

        「瑠衣」

        　確かな意志とともに、彼女の名を呼ぶ。

        「今度は逃さない」

        　私は普段から己の自制心と戦い続けている優秀な女子だ。恐怖だとか、対抗心だとか、黒い欲求だとか、正当性だとか。

        　そんなくだらないものに負けたりはしないわ。

        　強固な声に、瑠衣は鼻白んだ。私は瑠衣の手首を掴みながら、その手を握った。両手で彼女の手をグッと引き寄せる。

        「どうして、私に黙っていたの」

        「だって、言ったところで」

        「信じるわ」

        　大切なことを言うのは、いつだって怖い。受け入れてもらえるかどうか不安だ。でも、そんなの大したことじゃない。臆病に負けて格好悪い真似をするほうが、よっぽどありえない。

        　だって私は、紅羽彩良なんだから。

        　瑠衣の目を見つめながら、告げた。

        「私は貴女を信じる。短い間だったけれど、貴女はいつだって真摯だったもの」

        　瑠衣の瞳が、いっぱいに広がった。

        「それ、は」

        　彼女の手を握る強さを緩める。それでも瑠衣は逃げたりはしなかった。彼女は目を泳がせながらも、自分の華奢な体から勇気をかき集めているように見えた。

        　子どもの頃の瑠衣なら、それでも耐えきれなくて、逃げてしまっていたのかもしれない。でも、もう私たちはあの頃とは違う。

        　大人になった。全校生徒に立派なベル・フルール候補だと認められるほど、立派になった。そうあろうとして努力し続けた結果、私たちはここに立っているんだ。

        　稀篠瑠衣だってそうだ。私は彼女の強さを信じた。

        　だから彼女は、話してくれた。

        「だって、彩良さんが……忘れちゃっていた、から……」

        　つらそうに、瑠衣が顔を歪めた。

        「わたしは、中学で再会したとき、すぐにあのときの女の子だって、わかったんです……。でも、彩良さんはわたしを無視して……。わたし、ほんとは彩良さんに告白されて、嬉しかったんですよ……？　なのに、いろいろわーってなっちゃって、こわくて、逃げることしかできなくて……だから、やっぱり、怒っているのかなって思って……話しかけられないうちに……忘れてるんだってことに、気づいて……」

        　私は黙ってその言葉を聞いている。

        　瑠衣の震える声を全身で受け止めるように。

        「わたしはずっと覚えてたのに、気になってたのに、彩良さんだけぜんぶ忘れちゃっているなんて、ずるいって……でも、それもこれも、ぜんぶ、わたしがちゃんと向き合えなかったから……わたしのせいだから、彩良さんに言うことなんて、できなくて……」

        　大きな瞳が、潤んでゆく。

        「今さら、今さらなんです……。ぜんぶ、悪いのはわたしで、でも、告白してきたほうが忘れちゃうなんて、そんなのない、って……。八つ当たりですけど……だから、わたし、拗ねてたんです……瑞ヶ原学園に入って、五年間も、ずっと、彩良さんに拗ねてたんですよ……」

        　こんなシーンじゃなかったら、彼女を抱きしめていたかもしれない。

        　ずっと拗ねてた瑠衣とか、そんなの、かわいすぎるでしょう。

        「恋人になろう、っていうのは」

        「どうせ、もうお互いに卒業しちゃうなら……違う選択肢を、見てみたかったんです。わたしがあのとき、彩良さんの告白に応えることができたら、どうなっていたのか……。そうしたらやっぱり、後悔、しちゃいましたけど……。もったいなかったな、って……身勝手なんです、わたし……」

        　そんなことない、と反射的に言いそうになったけど、私は自制する。

        　今の瑠衣が必要なのは、そんな表面的な慰めじゃないもの。

        　だから。

        「忘れてなんか、ないわ」

        「でも」

        「私がベル・フルールさまになりたかったのはね」

        　口元を手で押さえたまま、しゃくりあげている瑠衣に向かって、本当のことを話す。

        「貴女が、ベル・フルールさまに憧れていたからよ」

        「えっ……？」

        「ベル・フルールさまを見つめる少女の瞳に心奪われて、ずっと、ベル・フルールさまになれば、あのときの子を手に入れることができるって、思い続けてきたの。あらゆる理由を叩き潰せるほど完膚なき女になって、今度こそ自分が好きになった人に振り向いてもらうためによ」

        　その言葉を聞いた瑠衣の瞳から、ついに一筋の涙がこぼれ落ちた。

        「そんな……彩良さん……」

        「どんな女の子にだってモテるように努力してきたの。馬鹿なのは私も一緒よ。隠していた理由なんて問い詰めて、貴女を悲しませたわ。私はね、本当はそんなのどうでもよかったの。ただ、貴女に悪気があったのかなかったのか、それだけが聞ければよかったのよ。だって私は、貴女のことが好きなんだもの」

        　泣きながら微笑む瑠衣は、それこそ聖女のように清らかな存在に見えた。

        「彩良さん……。わたしも、あなたのことが……好きです」

        　でも確かにこの手に触れることができる、暖かな女の子だ。

        「だから今、ちゃんと言うわ。瑠衣」

        「はい……」

        　瑠衣はまるでプロポーズされる花嫁のように、佇んでいた。

        　彼女の両手を握る。

        「来月の愛誕祭で、私はベル・フルールになるから、貴女はそんな私を見守っていて。貴女の記憶の中にいるベル・フルールさまなんて目じゃないぐらい、綺麗なベル・フルールさまになるから。とても立派に務めを果たすから」

        　一歩、さらに彼女に顔を近づけて、私は告げた。

        　

        「貴女の夢を、私にください」

        　

        　泣きながら、くしゃりと瑠衣が笑う。

        「わたしに、諦めろって、言うんですか」

        「そうよ」

        　逃げも隠れもせず、私は言い切る。

        「代わりに、貴女は当代最高のベル・フルールさまを恋人にする権利を得られるわ」

        「なんですか、そんな……」

        　笑おうとして、でもうまく笑えずに、瑠衣は涙をこぼしていた。

        「わたしだって……すてきなベル・フルールさまに、なりますよ、きっと……」

        「そうでしょうね。でも、私以上にはなれないわ」

        「どうして」

        「だって貴女は、あの日のベル・フルールさまに憧れたんでしょう？　私はね、そんな風に憧れた貴女を振り向かせるほどのベル・フルールさまになるんだもの。どちらが上かは、明白でしょう？」

        　あはは、と瑠衣が幸せそうに微笑んだ。

        「そんなの、へりくつです」

        「かもしれないけどね？」

        　額と額をくっつける。瑠衣は両手を私の背中に回してきた。

        「ああ、なのに、意地っ張りのわたしの代わりに、もう、気持ちが負けちゃってるみたいです……こんなの、くやしい……」

        「ええ、でも」

        　彼女を抱きしめた。

        「私は貴女を振り向かせるために、八年間、全力で努力してきたのよ。五年間も拗ねていた貴女が負けるのは、当然のことじゃない？」

        　ああもう、と顔を赤くした瑠衣が甘えた声をあげる。

        「つよすぎです、そんな、彩良さん……」

        「ほら、なにも考えず、わたしになにもかも委ねて。諦めて、幸せになりなさい」

        　背中をぽんぽんと叩く。

        「……うう……」

        「瑠衣、いい加減、ほら。拗ねるのをやめて、ね」

        　私は彼女の唇に唇を近づける。

        　触れるか触れないかというところで止まった。止めてやった。

        「私に屈服しなさい、瑠衣」

        「――っ」

        　じわぁ……と新たな涙が、瑠衣の瞳に浮かぶ。

        　彼女はしばらく耐えていたけれど、やがて私の首の後ろに手を回してきた。もうなにもかも諦めたその顔は、愛される喜びに満ちていた。

        　デザートのように差し出してきた純白の笑顔で、唇を押しつけてくる。

        　チャペルの中で、頼りない灯りに揺られたまま、私は彼女をぎゅうと抱きしめる。ふたつのシルエットはひとつになる。長いキスの後で、瑠衣は私を上目遣いに見つめたまま恥ずかしそうに。

        　そしてすごく幸せそうに、こう言った。

        　

        「……もう、あなたには負けましたよ……まったく、もう……」

        　

        　こうして、私たちの一ヶ月半に及ぶ戦いは、幕を閉じたのだった。

        　

        　＊＊＊

        　

        　投票式を待たずに稀篠瑠衣が辞退したことは、ちょっとした事件のような騒ぎになった。とはいえ、私と瑠衣が棄権して第三者がベル・フルールさまになるならともかく、残った候補者が私ということもあり、騒動はすぐに収束したんだけどね。

        　瑠衣は辞退の理由を、実行委員長を続けていくうちに自分は裏方で愛誕祭を支えるほうが合っていることに気づいた、とかなんとか、それっぽい理由をでっちあげていた。

        　いやまあ、彼女が言うんだから、全部が全部、嘘ってわけじゃないんだろう。

        　まさか『愛されるほうが気持ちいいので、負けちゃいました♡』と、正直に言うわけにもいかないからね。

        　

        　十二月はあっという間に過ぎてゆく。

        　私は愛誕祭の準備と、急に増えた仕事にいっぱいいっぱいだった。

        　一旦、私たちは恋人関係を振り出しに戻している。瑠衣にあげたのは『当代最高のベル・フルールさまを恋人にする権利』だからね。

        　だからこないだなんて、最近日課になっている夜の電話の最中、瑠衣が「もし素敵なベル・フルールさまになってくれなかったら、恋人にできませんね」なんて憎まれ口を叩くもんだから、「そのときは残念だけど、瑠衣のことは諦めるしかないわね、残念だけど」って言ってやったら、「……うう……いじわる……」ってすっごく悲しそうな声を出してきたわけで。

        　まあ、がんばってますよ、引き続き。あれほど大口叩いてみせたら、決めるところは決めないとね。

        　そんなわけで。

        　だんだんと厳しくなっていく寒さに歯向かうように、私はいろんな準備に明け暮れながら、精力的に駆け回っていた。

        　

        　

        「あの」

        　愛誕祭を来週に控えたある日、委員会の後だ。

        　慣れ親しんだこの第二会議室とももうじきお別れ。ストーブが効きにくいし、文化部棟は教室から遠いしで、いいところなかった気がしたけれど、瑠衣とふたりきりになれるってことですべてチャラになっていたものね。

        　瑠衣が魔法瓶から紅茶を淹れてくれた。彼女の家にいったときに飲んだやつかな。今の忙しさが一段落したら、また遊びに行きたいな。

        「おつかれさまです、彩良さん」

        「ええ、おつかれ……。きょうは一段と引っ張りだこだったわね……」

        「わたしは辞退しましたけれど、ベル・フルールと副委員長の両立は大変そうですね」

        　ああ、紅茶の甘みが染み渡るわ。

        「キスしてくれたら、少しは元気出るかも」

        「もう」

        　恥ずかしがりながらも、キスしてくれる瑠衣。素直になったこの子は、今までのギャップもあって、めちゃくちゃかわいいわね……。

        「ところでこれは、風のうわさで聞いただけなんですけれど」

        「んー？」

        「どうも紅羽さん、最近いろんな女子とふたりきりでいるところを、たくさん目撃されているのだとか」

        「…………」

        　飲んでいた紅茶の渋みが強まったような気がした。気のせいかしら。

        「そりゃあ、準備活動をしていれば、ふたりで会うことは不自然じゃなくない？　そもそも瑞ヶ原学園は女子校なんだから、必然的に女の子とふたりで会うようになるわね」

        　瑠衣は正面に座って、じっと私を見つめてくる。

        「わたしひとりにモテるだけじゃ、ダメなんですか？」

        「いい言葉ね。録音して、毎晩聞きたいぐらい」

        　しみじみ言うと、瑠衣は寂しそうに目をそらす。

        「最近気づいたんですけど、わたし、どうやら嫉妬深い性格なのかもしれません。紅羽さんはおモテになりますから、きっと心配になるんでしょうね」

        　実際、コソコソと他の人と会っているのは事実だけど、それは決して言うことができないので、どうしたものかと頭を悩ませる。

        　こういうとき学校だからって、抱いて適当にごまかせないのって、不便ね……。

        「たぶんこれは日頃の行いだと思うんだけど、心配しないで、瑠衣」

        　彼女の頭を撫でる。

        「愛誕祭が終わったら、貴女もきっと私を見直すと思うから」

        「そうですか」

        　あっ、こいつまったく信用してない目をしてるぞ。

        　あの情熱的な告白はなんだったのか、という感じだわ。

        「いいですよ、別に。もし愛誕祭が終わっても彩良さんがそのままなら、わたしだって大人しくしている義理はありませんから」

        　瑠衣は私の頬を撫でる。

        「わたし、他の人には負けませんので。彩良さんの身も心も、落とし尽くすつもりは、まだありますからね」

        　私の前であれほど乱れておきながら、瑠衣はまるで捕食者みたいな顔をする。

        「いつだって下剋上の用意はあるってことね……」

        「ええ、わたし、負けませんから」

        　どうやらまだまだ、完全に屈服したつもりはないようだ。

        　一筋縄ではいかない女の子だわ、ホント。

        　

        　＊＊＊

        　

        　十二月二十四日。

        　ついに愛誕祭の日がやってきた。

        　最終チェックは前日に済んだ。繭子はとっても素敵なドレスを作ってきてくれた。試着をしたときにも、思わず繭子に抱きついちゃったぐらいだ。これは一生に一度の思い出になるに違いない。

        　もうひとつ、考えていたことに関して、繭子は心配そうだったけれど、私は自信満々だ。だってあの子のサイズを、裸で抱き合った私が間違えるはずないからね。

        　委員長の瑠衣は、午前中はのんびりと展示物を回って、午後から来客用の受付へ移動だ。逆に私は午前中に受付で、午後から自由行動なので瑠衣とはすれ違いになってしまう。ま、仕方ないね。委員長と副委員長だもの。

        「わ、私は先輩と一緒で嬉しいです」

        　なんてもじもじと言ってくれる倫ちゃんと一緒に、お上品に受付をする。

        　愛誕祭の来客は保護者や身内に限られる。というのも、家族でクリスマスを過ごしましょう、という趣旨があるのだろう。なので、食堂にはターキーやブッシュドノエルのメニューが並べられたりもする。

        「先輩のご両親もいらっしゃるんですか？」

        「ううん、うちは母も瑞ヶ原だからね。もう慣れちゃって、フィナーレのときだけ来るみたいよ」

        「ああ、そうですよね！　先輩のベル・フルールさま、綺麗なんだろうなあ……」

        　そんな風にため息をついて、夢見るような瞳になる。別にいいけど、私に恋して良子ちゃんに嫉妬されちゃわないようにね？

        　今年のベル・フルールである私は、胸に白い花を飾っている。なので、来客の方々からも「あら、今年はこんなに綺麗な子なのね」みたいに、褒めていただけたりする。ちょっと緊張はするけど、でもやっぱり嬉しいものね。

        　二時間ほど、受付で名前記帳の役目を果たしたあとは、自由時間だ。迎えに来てくれた友達と一緒に、学園内を回る。すれ違うたびに「きょうはがんばってください！」と応援してもらえるので、まるでアイドルかなにかになったみたい。

        　これがベル・フルールさまになるっていうことなのかな、なんて、ようやく実感がわいてきた。私と直接話したことのない子でも、勇気を振り絞って声をかけてきてくれるのを見ると、やっぱり下手なことはできないなって思っちゃう。

        　一生分、ちやほやされてるわねえ。隣に瑠衣がいたら、もしかしたら『ベル・フルールさまを棄権しなければよかったです』なんて言われたかもしれない。

        「あ」

        　そんなことを考えているとだ。偶然、瑠衣と廊下ですれ違った。向こうとこちらはそれぞれ三人ずつ。私が「稀篠さん」と声を掛けると、彼女は用事を思い出したみたいな顔をする。

        「ごめんなさい、みんな先に行っててください、わたし、受付のことで少し紅羽さんに聞きたいことが」

        「あ、りょーかーい」と手を振って去ってゆく四人。私は思わず肩をすくめる。並んで歩き出す。ガヤガヤとした廊下を歩いていく。右手に展示物。左手に研究発表会。保護者の方とすれ違うたびに会釈。忙しなくて、とても瑠衣とゆっくり話せる雰囲気じゃないけど。

        「それで、受付で聞きたいことって？」

        「すぐに済みます」

        　瑠衣の足取りは迷いなかった。後をついていくと、三階の端っこにぽつんとある空き教室に連れ込まれた。こんなところ空いてたんだ。そうよね、委員長の瑠衣なら園内の配置図をちゃんと覚えているものね。

        「さすがに、きょうはふたりっきりになれないと思ってました」

        「私もよ。にしても瑠衣、愛誕祭の日にもする気？」

        「そんなわけないじゃないですか」

        　カーテンを閉めて、瑠衣は制服のポケットから小さな包みを取り出してきた。

        「せっかくのクリスマスなんですから、直接、渡したくて」

        「ひょっとして……プレゼント？」

        「まあ、その……はい」

        　顔を赤らめてコクンとうなずく瑠衣がかわいくて、思わずその手を握りしめる。

        「ありがとね、開けてもいい？」

        「……どうぞ。デザインが気に入らなくても、クーリングオフ期間は過ぎちゃってますから、ご自身で処分してくださいね」

        　そんなに前から用意してくれていたプレゼントなんだ。

        　開けてみる。ガーネットのネックレスだった。瑠衣、私の好きな宝石、覚えててくれたんだ。素敵なデザイン。瑠衣ってば、贈り物のセンスもいいなんて。

        「……どう、ですか？」

        「すっごく嬉しい。ありがとう、瑠衣」

        「そうですか。よかった」

        　瑠衣はあからさまにホッとした顔になった。

        「では、わたしはこれで。ベル・フルールさま、がんばってください」

        　見返りを求めず去っていこうとする彼女の手を掴んで、振り向かせる。

        　唇を押しつけた。

        「瑠衣、見ててね。あなたにもとびっきりのプレゼントを見せてあげるから」

        「ええ、期待しています。彩良さんのドレス姿、きっと素敵でしょうから」

        　微笑み合って、私たちはすぐに別れた。ほんの短い時間だったけど、やっぱり私は瑠衣のことが本当に好きなんだって再確認できた。もう不安なんて、なんにもない。

        　さあ、いよいよだ。

        　

        　

        　チャペルの控え室。私はドレスに着替えていた。繭子のデザインしたドレスだ。

        　ベル・フルールはフランス語で『美しい花』を意味する。その名の通りふわりと広がったプリンセスラインのレッドドレスは、まさしく咲き誇る花のようだった。

        　私が言うのもなんだけど、こんな真紅のドレス、瑞ヶ原学園で私以外の誰も似合わないだろうな。胸元には大きな紅いリボンが飾られている。これは私からのオーダーだ。瑠衣の普段つけている青いリボンと対になればと思って、お願いしたんだ。

        　この日のために、わざわざ来てくださったドレスコーディネーターの斎藤さんは、去年は私が手配した人だった。凛としていて、宝塚みたいなかっこいい女性だ。

        　着替えを手伝ってくれながら、彼女はうっとりとした声をあげる。

        「きっと来年は紅羽さんがベル・フルールさまになるんだろうなって、なんとなく思っていたの。私の夢が叶ったみたいで嬉しい」

        「ふふ、ありがとうございます。光栄です」

        　そう、私はたくさんの人の夢を背負って、ここにいる。瑞ヶ原学園でベル・フルールさまに憧れない子はいないのだ。一生に一度の機会を、私は与えてもらった。そのことに感謝しなくっちゃいけない。

        　もちろん私にとって、一番大切な人の夢ももらったことだしね。

        　斎藤さんが最後に化粧を施してくれて、私はベル・フルールになった。

        「私も瑞ヶ原学園のＯＧだから、学生の頃から合わせてもう十人以上のベル・フルールさまを見てきたけど」

        　斎藤さんはにっこりと微笑んで、私の肩に手を置いた。

        「今年のベル・フルールさまが、一番綺麗かな。他の方には、内緒だよ？」

        　おちゃめに笑う彼女がかわいくて、瑠衣がいなければキスしてあげたいくらい。

        　鏡の前に座っていた私は、自分の姿を真っ直ぐに見つめる。いつものように合格点を数えようとして、もうそんなのは必要ないって思った。誰が見たって、今ここにいるのは間違いなく自信に満ち溢れた美しい女性だ。

        　だから、私は斎藤さんに微笑む。

        「大丈夫です。私も、私がこの学園で一番綺麗だって、知っていますから」

        　私は高いヒールを履いて、斎藤さんに手を引かれながら、歩き出す。

        　どうかしら、瑠衣。小学三年生の貴女も、ご満足いただけるかしら？

        　

        　講堂の前で、深く息をつく。

        　愛誕祭のフィナーレは十七時から始まる。私は両手で花を抱いて、そのときを待っていた。

        　外は今にも雪が降りそうな夜だ。オープンショルダーのドレスはすごく寒いはずなのに、今の私は少しも冷たく感じなかった。胸の奥がぽかぽかしている。

        　私の後ろにはつぼみの子らがいた。私の裾を握って、ドキドキしているみたいだ。

        　かわいらしい、小学三年生の女の子たち。片方は明るい髪の色をして、もう片方は少し赤の混じった短い髪。まるであの日の私たちみたい。

        　明るい髪の子が、緊張しながら声をかけてきてくれた。

        「お姉さま……すごく、綺麗です」

        「そう？　ありがとう」

        　にっこり微笑むと、りんごみたいにぽうっと頬を赤く染める。

        「でも、貴女もすごく綺麗よ。もちろん、貴女もね」

        　私にそう告げられたふたりは、しばらく見とれたように私を見つめた後、視線を交わして笑い合った。

        　あの日憧れたベル・フルールさまになった私は、またこうして人に憧れを繋いでいくんだろうな。そう思うと、なんだかじんわりとした気持ちが広がってゆく。

        「それでは、始まります」

        　南戸先生がドアを開いてくれる。私は一歩を踏み出した。高いヒールでドレスの裾を踏まないように大股で、つぼみの子らと歩調を合わせながら一歩一歩ゆっくりと。

        　後ろから南戸先生の「紅羽さん、ファイト」という弾んだ掛け声が聞こえてきた。「行ってきます」と微笑みながら返事をして、講堂に入る。

        『おお……』というどよめきが巻き起こった。

        　ドレスを着て、長い髪を後ろにまとめた私の姿は、彼女たちの目を惹きつけた。

        　保護者席を通るとき、通路に一番近い席にお母さんが座っていた。小声で「とっても綺麗よ」と告げてくれる。まるで私がお嫁さんになるときみたいだ。その目が潤んでたりする。ちょっと、大げさだよ。

        　あちこちで囁き声。全校生徒が私を見て、心をときめかせている。

        　瑠衣の横を通る。彼女は本当に満足そうに、微笑んでいた。その情の深い笑顔に、私のほうが嬉しくなってしまう。

        　本当にありがとう、瑠衣。私は彼女に胸元のガーネットのネックレスを見せつける。瑠衣は顔を赤らめてうつむいてしまった。そんな彼女が、誰よりも愛おしい。

        　やがて階段を上り、チャペルから運んできた祭壇の前にたどりつく。私は振り返り、集まった一同に大きく礼をした。割れんばかりの拍手が巻き起こる。

        　役目を終えたつぼみの子たちは、席に戻ってゆく。また帰りに来てくれるまで、ちょっと休んでてね。

        　私の前にマイクが設置される。私はもう一度頭を下げてから、ずらりと並んだ瑞ヶ原学園の中学一年生から高校三年生までの全校生徒に向けて、口を開いた。

        「ごきげんよう、皆様。第五十二回愛誕祭も、無事にこうしてフィナーレを迎えることができました」

        　よく通る声。背筋を伸ばして伝える毅然とした発声は、私がずっと努力をし続けてきたこと。そのひとつひとつが今、完璧な形で報われてゆく。

        「ご来校いただいた皆さまと、皆さまに繋がるすべての方々の上に、神様の祝福をお祈り申しあげます」

        　祈りを捧げる。花を抱いたまま手を組んで、わずかな瞑目。パシャパシャとカメラの音が響く。私は根が一般人なので、こんなときにもきょうの写真はずいぶんと焼き増しされるんだろうな、なんてことを思ってしまう。

        　定型の挨拶が終わったので、ここからは少し口調を砕けさせた。

        「今年のベル・フルールは私、紅羽彩良が拝命いたしました。なんと今年は自薦・他薦で合わせてベル・フルールがたった一名という状況だったんです。私は自薦でしたが、まさかそのまま決まってしまうとは思いませんでした。神様の過度な幸運に、心より感謝いたします」

        　笑い声が漏れる。私も笑みを深めた。

        「私は子供の頃、母に連れられてつぼみの役をしたことがあります。そのときに初めて見たベル・フルールさまの姿は、私の心に強い印象を残しました。将来、私は必ずベル・フルールになるんだ、と夢と憧れをもったのは、そのときです。また、そのとき同じようにつぼみの役をした仲間が、ここにはいます」

        　大勢の観客の中から、瑠衣だけに視線を向ける。彼女はきょとんとしていた。

        　たっぷりと間を取った後に、その名を告げる。

        「それは――稀篠瑠衣さんです」

        　わぁ、と大歓声が起きた。

        　あ、瑠衣もビックリしてる。ふふ、サプライズ成功かな。

        「私たちは誓い合ったんです。ふたりで一緒にベル・フルールを目指そう、と。私はその約束を叶えるために、今ここに立っています。――どうかしら、瑠衣？」

        　瑠衣を見やる。私が彼女を呼び捨てにしたことで、さらに「きゃー！」という黄色い声。こらこら、厳かな式の最中なんだから。

        　瑠衣は口元を抑えて、壇上の私を一心に見つめている。

        「私はあの日見たベル・フルールさまのように、美しく咲き誇っているかしら？」

        　こくり、と瑠衣がうなずく。彼女の目には涙がにじんでいた。

        「とても、綺麗です、彩良さん。やっぱり、あなたがベル・フルールさまになって、よかったと心から思います」

        「ありがとう、瑠衣。――でもね、このままでは私の夢は、半分しか叶わないんです」

        　視線をみんなに移して、告げる。

        　ここから先を知っているのは、瑠衣を除いた委員会と、手伝ってくれたみんな。

        　おかげで、瑠衣には浮気を疑われちゃったけどね。

        「今年の式典の準備は、本当に大変でした。ベル・フルールが決定してからわずか三週間でドレスを仕上げるというのは、想像以上のハードスケジュールです。並々ならぬ情熱をもった被服部部長にしか、できないことです。しかもそれが二人分となれば、苦労は二倍どころではありません。自主的に手伝ってくださる方々がいなければ、とても無理な難題でした。本当に、普段から大勢に優しくしていて、よかったです」

        　私が微笑むと、友達たちが照れくさそうにはにかんだ。名指しされた繭子さんが、友達に冷やかされている。

        　瑠衣のもとに、委員のひとりが小走りで近づいていく。良子ちゃんだ。耳打ちされた瑠衣は、息を呑んだ。わけもわからず良子ちゃんに手を引かれ、その先に待つ倫ちゃんに案内されて講堂を出てゆく。

        　このあと瑠衣は委員長の挨拶があるからと、実はメイク完了済み。少しはおかしいって思わなかったのかな、ちゃんと斎藤さんにやってもらったのに。

        　さて、ここからは時間稼ぎみたいなもの。

        「それでは私の話は一旦ここで終わらせていただきます。式を進めましょう。彼女の準備が、整うまで」

        　頭を下げる。拍手はまだまばらだ。いったいなにが起きるのかわからないというみんなの雰囲気をよそに、式は進んでゆく。

        　恩師の挨拶や、卒業生からの言葉。贈られる三年生の代表が挨拶し、その間の私は舞台の端っこでＭＣに挟まれた女子アナウンサーみたいにニコニコしている。

        　愛誕祭のフィナーレは、これだけ華やかにもかかわらず、三十分にも満たない短い催しだ。その終わりも近づいた頃、再び講堂のドアが開け放たれた。

        　

        　そこには、青いドレスを身にまとった瑠衣がいた。

        　

        　私と対になるように作られたドレスは、胸元に大きな青いリボンがつけられている。同じようにプリンセスラインのドレスだけど、彼女に合わせてより清楚なデザインになっていた。信じられないほどに似合ってる。ほんと、天使みたいだ。

        　瑠衣はずっと夢を見ているような顔をしていた。だけど、一際大きな歓声を浴びて、彼女も気づくことだろう。これが夢なんかじゃないってことに。

        　私は再び壇上のマイクの前に向かい、彼女の入場を祝福する。

        「稀篠瑠衣さんと、私。ふたりでベル・フルールさまを目指すという夢は今、ようやく叶いました。手伝ってくださった皆様、重ね重ねありがとうございます」

        　別に、ベル・フルールさまがひとりじゃなきゃいけないって理由は、ないでしょう？　そんなひどいワガママを言い出したのは、私だった。

        　おかげさまでしばらく寝不足だったけど、この瑠衣を見るためなら、たいていのことは我慢できたからね。

        　やってよかったって、心から思うわ。

        「瑠衣、おいで」

        　手を伸ばす。瑠衣がつぼみの子に裾を持ち上げられながら、少しずつこちらにやってくる。永遠みたいな時間の後、私たちは壇上で手を取り合った。

        「信じられません。夢みたいです」

        「ええ、もちろんそうよ。夢だったんでしょう？　これは、貴女のね」

        「ネックレスのお返しにしては、豪華過ぎませんか？」

        「でも、私ひとりの力じゃないわ」

        　手のひらで全校生徒を指し示す。

        「辞退した貴女をベル・フルールにするためならって、みんなが手伝ってくれた。嫌な顔をする人なんて、誰一人いなかった。ドレス代の予算だってね、いろんな部が少しずつ自主的に分けてくれたのよ。これらはすべて、貴女ががんばってきた証だわ。生徒の模範になって、憧れられるように勉強だって一生懸命してきたんでしょう？　夢が叶ったのは、貴女自身の努力なのよ」

        　誰も彼もみんな、瑠衣のことが好きだから。

        　瑠衣の夢を叶えるために手伝ってくれた。これは、ただそれだけの話だ。

        　だって、あんなにみんなに愛された瑠衣がベル・フルールさまになれないなんて、そんなのおかしいもの。

        　私たちは壇上に立つ。青と赤。大輪の花がふたつ並んで咲いているようだった。

        「だって、彩良さんが」

        「言ったでしょう。忘れたの？　『貴女の夢を、私にください』って。貴女からもらったそれはもう、私の夢なの。私が私の夢を叶えるために努力するのは、当たり前の話でしょう？」

        「なんですか、もう、それ」

        　瑠衣の頬を撫でる。

        「十年にひとりの美少女が、簡単に夢を諦めるものじゃないわよ。目の前に、百年にひとりの美少女がいたからって、ね？」

        　笑いかけると、瑠衣はついに涙をこぼした。

        　やった、瑠衣を泣かせてあげたわ。私は達成感を覚える。

        「どう、瑠衣？」

        　私は彼女の耳にささやく。

        「貴女を幸せにしてみせたわ」

        　そうして、堂々と胸を張った。

        　

        「――ようやく、私の勝ちね？」

        　

        　瑠衣は泣きながら微笑む。

        「もう、彩良さんは、本当に」

        　これで、私たちの関係は永遠に私が責めだ。与える側だ。私は全校生徒の前で、完全に瑠衣に勝利したんだ。

        　私は満足だった。瑠衣が幸せな涙を流したのだから、これ以上の充足はない。

        　だから、油断していたのかもしれない。優等生の彼女がそんなことするはずないって。

        「大好きです」

        　感極まった瑠衣が抱きついてきた。

        　え、と思ったときにはもう遅い。

        　私の唇に、瑠衣の唇が重なる。

        　全校生徒の、それも保護者や教師の見ている前で――だ。

        　その日の『きゃ――――――――――――――――――！』という大歓声は、隣の街まで響いたらしいけれど、それが本当かどうかは知らない。

        　

        　ただひとつだけ言えることがあるとすれば、それは。

        　私の十六股の夢だけは、永遠に叶わなくなってしまった――ということだ。

        　まさかとは思うけど瑠衣、狙ってやったわけじゃないわよね……？　なんてまあ、別にいっか。だって私には世界で一番私好みの顔をした、最高にかわいらしいベル・フルールの恋人ができたんだから。

        　

        　これからもよろしくね、瑠衣。ずっとずっと、貴女を大切にするから。

        　万感の拍手に包まれながら、私と瑠衣はしばらく、キスを交わしていたのだった。

        　

        


        　

    

    
        　エピローグ

        　

        「……負けませんから！」

        　悔しそうな顔で頬を赤らめながらコントローラーを握る瑠衣を横目に、私はテレビに表示された九対〇のスコアを楽しげに指差す。

        「もう私のあと一勝で終わりだけど？」

        「ぐぬぬ……」

        　十二月三十一日の大晦日、私は瑠衣の家にいた。

        　瑠衣の部屋には少し大きめのこたつが引っ張り出されていて、私たちは隣同士並んで足を突っ込んでいる。中で瑠衣の素足がたびたび触れ合ってきもちいいんだけど、真剣勝負の真っ最中だ。。気を取られてるわけにはいかない。

        　テレビには私が持ってきたスイッチが接続されている。コントローラーを握り、十二月の頭に出たスマブラの最新作で対戦プレイをしている最中なんです。

        　私が十勝するまでに瑠衣が一勝すれば瑠衣の勝ち。そういう勝負である。ゲームもほとんどしたことないくせにね。無理だって忠告してあげたのにね。

        「さって、なんの罰ゲームをさせようっかなー」

        「勝負の最中に勝った後のことを考えるなんて、慢心ですね！　次こそあなたにわからせてあげますよ！」

        　キャラクター選択を済ませ、バトルが始まる。隣から瑠衣の「えいっ！　えいっ！」という声が聞こえてくる。ゲームをしている最中に体が動いちゃうタイプらしい。

        　でも実は、口で言うほど楽な戦いではなかったりする。瑠衣の腕前はプレイ中にグングンと上達しているからね。さすが優等生。あと何日か一緒に遊べば危ないかも。

        　ま、だからってあと一回で負けることは、ありえないけどね。

        「いえーい、勝利ー」

        　両手をあげて子どもっぽく喜ぶと、瑠衣は「ぐぬぬ……」とうつむいた。

        「も、もぅ一戦……」

        　泣きの一回をおねだりされた。

        「いいけど。負けたら罰ゲームふたつにするわよ？」

        「ば、罰ゲームが嫌でもう一回と言っているんじゃないですっ」

        「そうよね、ハニーは負けず嫌いだもんね」

        　頭を撫でる。もう一戦が始まる。そして終わる。特になんの波乱もなく勝ってしまった。瑠衣を見ると、ずーんと沈み込んでいた。

        「ま、負けました……」

        「だから三十対〇にしときなさいって言ったのに」

        　ということで、私はお泊りバッグから例の猫耳とチョーカーを取り出す。瑠衣は嫌そうな顔をした。頭を抱えてる。

        「またわたしの偏差値を下げるようなことを……」

        「で、これがふたつ目の罰ゲームということで」

        　さらに取り出したのは、少し前にネットで話題になった、ねこランジェリーだ。ブラトップの胸元が猫のシルエットに切り取られていたり、ショーツが猫の形になっていたりする扇情的なやつ。完全に恋人に見せる専用の、甘々な感じ。

        「うわぁ……うわぁ」

        　二回もドン引きされた。

        「お部屋の中を暖かくしておいてよかったわね。ほら、着替えて着替えて」

        「え、め、目の前でですか？」

        　ランジェリーを渡された瑠衣が、顔を真っ赤にする。私もさすがに恥ずかしくなって、「あーうん」と後頭部に手を当てる。

        「じゃあ、ちょっと外に出ているから」

        「……まったくもう、ですよ」

        　瑠衣を部屋に残して退出する。そのまま待っているのもむずむずするから、ついでにちょっとお手洗いを借りようっと。すると、洗面所の近くで北川さんと会った。

        「あ、お邪魔しています」

        「いえいえ、ゆっくりしていってください。紅羽さまがいらっしゃると、お嬢様も嬉しそうですから」

        　にこやかにご挨拶をしてもらった。ああ、それで聞きたいことがあったんだ。

        「北川さんは、どこかで私に会ったこととか、あります？」

        　メイドさんはにこにことしていた。

        「はい。よく覚えておりますよ。紅羽さまのつぼみは、とても愛らしかったですから」

        　……ん？　その言葉に違和感を覚える。

        「あれ？　でもおかしくないです？　北川さんが瑠衣……じゃなくて、稀篠さんのメイドさんになったのは、彼女が中学生に入ってから、って」

        　北川さんはそう言われるときょとんとして、それからおかしそうに笑った。

        「そうですか、お嬢様は話していなかったんですね」

        　髪留めでまとめていたその長い髪を下ろす北川さん。胸元まで伸びた黒髪は、キラキラと輝いているかのようだった。それは、まるで……。

        「えっ……ええ⁉　べ、ベル・フルールさま⁉」

        「ええ。あのときはどうもありがとうね、彩良ちゃん」

        　まるで『清らかな聖女』のように微笑んだ彼女は、かつて瑠衣が憧れたベル・フルールさまその人だった。め、めちゃくちゃビックリしたぁ……。

        　

        　部屋に戻りながら、私はもやもやしたものを抱えていた。

        　まさか瑠衣の憧れていた人が瑠衣のおうちにいるなんて、なんだか複雑な気分だわ……。いや、そりゃ北川さんは北川さんで、あのときのベル・フルールさまとは違うんでしょうけど、でもさぁ……。一応私、彼女なんだしさぁ……。

        　無意識に、乱暴にドアを開く。

        　猫耳をつけた瑠衣がびくっとこちらを見る。瑠衣はこたつ布団を胸元まで引き寄せて体を隠していた。ええい、この期に及んで往生際の悪い。

        「ほら瑠衣、おいでおいで、隠れてないで出ておいで」

        「うう」と瑠衣はちょっとずつお布団から這い出てくる。細い首筋、白い肩、なだらかな二の腕。まるで焦らされているみたい。狙ってやってるんじゃないでしょうね。

        　全身が見えた。制服を一度も着崩したことのない優等生だった彼女は今、恋人を喜ばせるための下着に柔らかな肢体を包んでいた。こわごわと、私を見つめてくる。

        「……ど、どうですか？　お、おかしくはないですか……にゃ」

        「正直、ちょっと」

        「ちょっと⁉　えっ、きゃ！」

        　瑠衣を押し倒す。驚いて私を見つめ返す瑠衣に、荒々しくキスをした。さっきまでの北川さんの話なんて、もうどっかにいっちゃっている。瑠衣しか見えなかった。

        　胸元に顔を埋める。その匂いに包まれて、私は彼女を精一杯抱きしめた。

        「あ、あのあの……？」

        「やばい。かわいい。キスしたい。好き、愛してる。抱きたい」

        「……だ、抱き……？　あ、ありがとうございます、にゃ……」

        　よし、というわけで瑠衣を思う存分楽しもうとしたところで、彼女は「あのー……」と控えめな声をあげてきた。普段はそんなのスルーするんだけど、眼前になにかを突き出されたので思わず受け取ってしまう。小さな袋だ。

        「なにこれ」

        「もしよろしければ、その、瑠衣さんもご一緒にいかがですかにゃ？」

        　広げる。網タイツとガーターベルト。それに丈の長いベビードールなランジェリー。極めつけにぴょんと伸びた耳つきのカチューシャ。まさかと思うけど……えっ？

        「こ、これ……。バニーガール……？」

        「はい」

        　嘘でしょ。

        　

        「うわー……」

        　恋人に押し切られる形で私は着替えてしまった。正直後悔がすごい。

        　薄手のベビードールは素肌が透けている。伸びた足を包む網タイツは、なんとなく大人のいやらしい感じがする。ガーターベルトもだ。これ、瑠衣が見ても正直ドン引きされるのでは……？　ウサギ耳は知らない。自分で見れないし、鏡を見る気もない。

        　笑っちゃいそうになる。ベル・フルールさまがバニーランジェリーをつけているとか。それにしても、なんて頼りない下着だろう。恋人を喜ばせるためとは言え、こんなものを着る人の気が知れない。なんて私は完全にブーメランなことを思っていた。

        「どうですか、って……」

        　瑠衣が振り返ってくる。バニーガールな私は憮然とした表情で迎えた。

        「ど、どうかしらね……。まあ別に？　私はなにを着ても？　似合っているし？」

        「そう、ですね……すごいです」

        　感動した面持ちでやってきた瑠衣に、今度は私が押し倒された。なぜ？

        「は、ちょ、あの？」

        「か、かわいいです、彩良さん……。あーもう、無理無理、こんなのやばいですって」

        「ちょ、ちょっと……。え、ええー……？」

        　首筋を熱心に舐められる。本当に猫のようだ。じゃなくて、いやいや、きょうは私がする番だっていうのに。ちょっと瑠衣。

        「私に屈服したんじゃなかったの？　瑠衣」

        　そう言うと、彼女は眩しいほどに白い素肌を赤く染めて、溺れるようにうなずく。

        「もちろん、屈服してますよ。だから彩良さんを、もっともっときもちよくしてあげたいんです。そういうきもちが溢れてきました」

        「ああもう、そうじゃないんだってばー……」

        　猫の瑠衣に抱きしめられながら、まあ、これも幸せだからいいか、なんてことをうさぎの私は考えちゃったりして。どうせ知ってるでしょうけど、瑠衣……。うさぎって海外では性欲の象徴なんだからね……まったくもう……。

        　

        　こうしてふたりのベル・フルールさまは、ふたりきりで肌を重ねて年越しを過ごし──そのまま、翌朝まで愛を深め合った。本当は私が瑠衣をメロメロにするつもりだったんだけど、さすが優等生。私もとろとろにされちゃった。不覚だわ……。

        　でも、そんな素敵な瑠衣に似合う私で在り続けるために、これからもがんばるから。十年先も、何十年先もよろしくね、私の、瑠衣──。　めでたしめでたし。
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